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特
集
・
私
の「
お
薦
め
本
」と
読
書
術

すべての子供の学力を保障する

教育

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

教育技術研究所

令和2年12月15日発行（毎月1回15日発行）第529号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

中学校の授業実践
国語「深い読みを実現するための
　　『構成』の指導」
理科「教室で体験できる！　モノを
　　  使った『地震』の授業」

中学校の授業実践
国語「深い読みを実現するための
　　『構成』の指導」
理科「教室で体験できる！　モノを
　　  使った『地震』の授業」

特集

私の「お薦め本」と
読書術
私の「お薦め本」と
読書術

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 安原昭博
プロが教える“教室でできる不登校支援”…… 小柳憲司
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 安原昭博
プロが教える“教室でできる不登校支援”…… 小柳憲司
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

酒井式絵画指導

一目で分かる
板書術・ノート術
カラーで登場！
酒井式絵画指導

新しい年が始まる
初日の出に願いを込めて
新しい年が始まる
初日の出に願いを込めて

withコロナの冬に向山型読書で教師力を高めるwithコロナの冬に向山型読書で教師力を高める

4・８・１月号限定
TOSS 授業技量検定 高段者の国算授業

永久
保存版！

小学1年　国語 「おかゆのおなべ」 谷　和樹
小学2年　国語 「むかしのあそびをせつめいしよう」 手塚美和
小学3年　算数 「倍の数」 河田孝文
小学4年　算数 「小数と整数のかけ算・わり算」 鈴木恭子
小学5年　国語 「分析批評」 松崎　力
小学6年　算数 「表を使って考えよう」 木村重夫



『
教
育

ト
ー
ク
ラ
イ
ン
』

教
育
技
術

研
究
所 タイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップタイアップ企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画企画＆ 教室の風景

　私は、子供のときにいつも何かに熱中していた。虫取り、将棋、ドッジボール、係活動（花係や新聞係）
など。今振り返っても、熱中できるものがあったのは幸せなことだった。教師になった今も、TOSSで
の教師修業に熱中している。それは、子供時代に熱中できるものがあったことが大きい。教室の中で、
日々、それぞれの子供が熱中できることをつくりたいと思っている。

５年生の教室である。教室に置いている
ものは数年前に比べ、３割減になってい
る。使うものだけを置く。そうすること
で、より快適な教室になる。

愛知県豊田市立東保見小学校 井
い

戸
ど

 砂
さ

織
おり

今月のご紹介教材

⇒ 詳しくは54ページをお読みください。

五色百人一首　スタートキット
2,000円（税込）
特典：送料無料
パスワード：cq150sg2

TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp/
★掲載商品のタイアップ期間は2020年12月15日～
2021年3月14日

※パスワードを入力して、３か月間お得に購入できます。

お申込み先

五色百人一首
　しおり
５枚１組180円（税込）
特典：10組注文ごとに、
　1組プレゼント
パスワード：o71yuf81

五色百人一首
　読み上げCD
3,000円（税込）
特典：送料無料
パスワード：1n10jfgv

２月号
で紹介！

３月号
で紹介！

↑棚の上には植
物や勝負途中の
将棋盤などを置
いている。

←
コ
ー
ド
レ
ス
掃
除
機
。
家
に
一
台
、
教
室
に

　
一
台
置
い
て
い
る
。
と
て
も
役
立
っ
て
い
る
。

↑子供たちが自由に使って遊べる裏文化コーナー。
遊びを通して交流が生まれ、仲良くなる。

↑教育技術研究所の「五色百人一首」「スーパーとびなわ」
「くるりんベルト」は、子供たちに成功体験を与えている
必須スーパー教材。

↑教室の後方3か所に本を置いている。数百冊。
読書環境を整えることで、「本を読みなさい」と
言わなくても自然と読むようになる。

↑5年生の子供手作りの段ボール製コマ入れ＆
けん玉入れ。ひもが絡まない工夫がなされている。

TalkLine01H2-3_入稿.indd   1 20/12/03   12:52
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で解説！ 一目一目で分かる指導のコツで分かる指導のコツ写真写真
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１

対
象
学
年
・
準
備
物

　

全
学
年
・
聞
き
取
り
シ
ー
ト

２

ア
イ
デ
ア
の
ね
ら
い

　

こ
の
シ
ー
ト
を
活
用
し
て
、
児
童
の
聞
き
取

り
を
行
う
。

　

こ
れ
が
あ
れ
ば
、
若
手
の
教
師
も
漏
れ
な
く

聞
き
取
り
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
学
年
間
で
も

共
有
が
し
や
す
く
な
る
。

　

ま
た
、
家
に
帰
っ
て
か
ら
学
校
で
言
っ
た
こ

と
と
異
な
る
こ
と
を
保
護
者
に
伝
え
た
と
し
て

も
、
児
童
が
言
っ
た
こ
と
を
正
確
に
記
録
す
る

こ
と
で
、
保
護
者
に
説
明
で
き
る
。

　

生
活
指
導
の
面
で
若
手
を
救
う
一
つ
の
ア
イ

テ
ム
に
な
る
。
記
録
を
保
管
し
て
お
け
ば
児
童

理
解
の
資
料
と
も
な
る
。

３

ポ
イ
ン
ト

　

聞
き
取
り
者
と
記
録
者
を
分
け
て
記
録
す
る

こ
と
で
、
よ
り
漏
れ
が
な
く
な
る
。
学
校
や
児

童
の
実
態
に
応
じ
て
シ
ー
ト
の
項
目
を
変
化
さ

せ
る
と
、
よ
り
有
効
に
活
用
で
き
る
。

４

実
践
前

　

校
内
に
は
ト
ラ
ブ
ル
対
応
の
上
手
な
先
生

と
、
そ
う
で
な
い
先
生
が
い
る
。

　

聞
き
取
り
を
個
人
の
力
に
任
せ
て
お
く
と
、

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
聞
き
そ
び
れ
た
り
、
対
応

に
不
備
が
出
て
き
た
り
し
て
し
ま
う
。

５

実
践
後

　

こ
の
シ
ー
ト
を
活
用
し
て
聞
き
取
り
を
行
っ

て
い
く
こ
と
で
、
子
供
た
ち
も
状
況
を
整
理
し

や
す
く
な
る
。
ま
た
、
聞
き
取
り
を
繰
り
返
し

て
い
く
こ
と
で
、
先
生
の
聞
き
取
り
方
も
向
上

し
て
い
く
。
学
校
全
体
で
共
通
の
聞
き
取
り
項

目
が
あ
る
と
、
対
応
に
一
貫
性
が
出
て
く
る
。

　

そ
の
結
果
、
組
織
的
に
ト
ラ
ブ
ル
に
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

校
内
ト
ラ
ブ
ル
を
聞
き
取
る
内
容
を
可
視
化
す
る

聞
き
取
り
シ
ー
ト
を
活
用
し
て
、
学
校
全
体
で
一
貫
し
た
生
活
指
導
を
行
う
。

久く

野の

歩あ
ゆ
む

東
京
都
目
黒
区
立
五
本
木
小
学
校



子供が変わる
！ 授業が変わる！ 板書術・ノート術超凄腕

で解説！ 一目一目で分かる指導のコツで分かる指導のコツ写真写真
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林は
や
し

健た
け

広ひ
ろ

山
口
県
下
関
市
立
小
月
小
学
校

　

グ
ラ
フ
を
か
か
せ
る
学
習
。

　

ま
ず
は
、
教
科
書
の
グ
ラ
フ
を
な
ぞ
ら

せ
る
。

　

例
え
ば
、
六
年
生
で
習
う
「
柱
状
グ
ラ
フ
」。

教
科
書
に
柱
状
グ
ラ
フ
が
か
か
れ
て
い
る
。
一

つ
一
つ
、
な
ぞ
ら
せ
る
。

「
ま
ず
何
を
し
ま
す
か
？
」

（
表
題
を
書
き
ま
す
）

　

子
供
た
ち
は
、
教
科
書
に
載
っ
て
い
る
「
柱

状
グ
ラ
フ
の
か
き
方
」
を
見
な
が
ら
、答
え
る
。

「
表
題
、
既
に
書
い
て
あ
り
ま
す
ね
。
な
ぞ
り

な
さ
い
」

「
次
に
何
を
し
ま
す
か
？
」

（
縦
軸
を
か
き
ま
す
）

「
縦
軸
も
か
い
て
あ
り
ま
す
。な
ぞ
り
な
さ
い
」

　

な
ぞ
ら
せ
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち
は
自
然
と

グ
ラ
フ
を
か
く
手
順
を
覚
え
て
い
く
。

教
師
は
説
明
し
な
い
。
子
供
に
作
業
さ
せ

る
。

　

次
に
、
ノ
ー
ト
に
グ
ラ
フ
を
か
か
せ
る
。

　

教
科
書
の
柱
状
グ
ラ
フ
は
、
既
に
、
あ
る
程

度
か
か
れ
て
い
る
。

　

既
に
表
題
も
書
か
れ
て
い
る
。

　

既
に
縦
軸
も
か
か
れ
て
い
る
。

　

既
に
横
軸
も
か
か
れ
て
い
る
。

　

だ
か
ら
、
ノ
ー
ト
に
、
最
初
か
ら
か
か
せ
る
。

　

子
供
た
ち
は
、
今
な
ぞ
っ
た
ば
か
り
の
教
科

書
を
見
な
が
ら
、
ノ
ー
ト
に
か
い
て
い
く
。

　

か
き
終
わ
っ
た
子
供
か
ら
、
教
師
の
所
に

ノ
ー
ト
を
持
っ
て
来
さ
せ
る
。

　

子
供
が
、
よ
く
書
き
忘
れ
る
の
は
、
縦
軸
・

横
軸
の
単
位
で
あ
る
。
も
し
子
供
が
忘
れ
て
い

た
ら
、「
九
九
点
で
す
」
と
言
う
。
ど
こ
を
忘

れ
て
い
る
か
、
教
師
は
言
わ
な
い
。
子
供
に
気

付
か
せ
る
。
間
違
い
に
気
付
く
こ
と
も
大
事
な

学
習
で
あ
る
。

　

グ
ラ
フ
を
か
か
せ
る
と
、
時
間
差
が
生
ま
れ

る
。
早
く
で
き
た
子
に
は
、
色
を
塗
ら
せ
た

り
、
グ
ラ
フ
か
ら
分
か
る
こ
と
を
書
か
せ
た
り

す
る
。
こ
の
と
き
、「
最
頻
値
」「
平
均
値
」「
中

央
値
」
な
ど
、
学
習
し
た
言
葉
を
使
っ
て
い
る

子
供
を
、
う
ん
と
褒
め
る
。

　

単
元
の
最
後
に
は
、
自
分
で
デ
ー
タ
を
収
集

し
、
ど
の
グ
ラ
フ
で
表
し
た
ら
よ
い
か
選
択
さ

せ
る
学
習
を
さ
せ
る
。

　

単
元
最
初
か
ら
、
①
教
科
書
の
グ
ラ
フ
を
な

ぞ
ら
せ
る
、
②
ノ
ー
ト
に
写
さ
せ
る
、
を
繰
り

返
し
さ
せ
て
い
る
の
で
、
ど
の
子
も
す
ら
す
ら

か
け
た
。

　

グ
ラ
フ
を
か
か
せ
る
学
習
は
、「
教
科
書
の

グ
ラ
フ
を
な
ぞ
ら
せ
る
」
か
ら
始
め
る
。

「
グ
ラ
フ
を
か
く
」
学
習

第
一
歩
は
「
な
ぞ
り
」
で
あ
る

教
科
書
に
か
か
れ
た
グ
ラ
フ
を
「
な
ぞ
る
」
こ
と
で
、

子
供
は
グ
ラ
フ
を
か
く
手
順
を
身
に
付
け
て
い
く
。



で解説！ 一目一目で分かる指導のコツで分かる指導のコツ写真写真
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のの絵画工作授業絵画工作授業大成功大成功

　
初
心
者
の
た
め
の

　
　
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

　

上
の
よ
う
に
腕
を

ピ
ン
と
伸
ば
し
て
着

色
す
る
の
は
苦
し
い
。

　

四
つ
切
り
画
用
紙

は
、
子
供
た
ち
に

と
っ
て
は
大
変
な
大

き
さ
な
の
で
あ
る
。

　

無
理
な
姿
勢
は
必

ず
不
自
然
な
表
現
に
な
る
。
そ
れ
な
の
に
、

平
気
で
見
逃
し
て
い
る
教
師
が
多
い
。
余

り
に
も
鈍
感
で
あ
る
。

　

四
つ
切
り
画
用
紙
の
場
合
は
、
特
別
な

場
合
を
除
い
て
、
自
分
が
描
き
や
す
い
場

所
に
画
用
紙
を
移
動
さ
せ
る
こ
と
を
教
え

よ
う
。

　

風
神
雷
神
の
上
部
の
空
間
の
色
を
塗
る

場
合
な
ど
は
、
画
用
紙
を
反
対
向
き
に
し

て
塗
ら
せ
よ
う
。
す
っ
き
り
着
色
で
き
る
。

「
風
神
雷
神
」
は
、
自
分
流
模
写
が
よ
く
似
合
う

名
作
中
の
名
作
を
、
自
由
闊か

っ

達た
つ

な
自
分
流
で
克
服
し
よ
う
。

酒さ
か

井い

臣し
ん

吾ご

酒
井
式
描
画
指
導
法

①
顔
の
傾
き
に
気
を
付
け
る
こ
と
。
似
て
い
な

く
と
も
全
く
気
に
し
な
い
こ
と
。
自
分
や
自

分
の
好
き
な
人
を
風
神
雷
神
に
す
る
な
ど
、

自
由
に
楽
し
く
描
く
こ
と
。

②
手
と
足
を
、
位
置
に
気
を
付
け
て
配
置
す
る
。

手
と
足
の
リ
ン
グ
か
ら
描
き
始
め
る
と
よ
い
。

手
足
は
「
大
き
め
」
に
描
く
こ
と
。

　

左
の
⑥
は
俵
屋
宗
達
筆
の
「
風
神
雷
神
図
」

を
私
が
児
童
用
に
模
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

③
手
と
足
を
つ
な
ぐ
。
筋
肉
モ
リ
モ
リ
を
強
調

し
な
が
ら
つ
な
ぐ
と
楽
し
い
。
風
神
雷
神
の

上
腕
の
出
ど
こ
ろ
が
、
肩
で
は
な
く
頭
部
に

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
要
注
意
。

　
　

ま
た
風
神
の
右
太
腿
と
雷
神
の
上
腕
は
上

へ
せ
り
上
が
っ
て
い
る
（
矢
印
参
照
）
の
が

ポ
イ
ン
ト
な
の
で
、
押
さ
え
て
お
く
と
よ
い
。

④
衣
服
、
風
袋
、
た
す
き
な
ど
を
描
き
入
れ
る
。

衣
服
は
複
雑
な
の
で
、
自
分
の
好
き
な
衣
服

を
自
由
に
描
く
と
よ
い
。

⑤
着
色
は
、
絵
の
具
で
も
ク
レ
パ
ス
で
も
、
こ

の
二
つ
の
混
合
で
も
可
。
子
供
の
実
態
に
合

わ
せ
て
取
り
入
れ
よ
う
。

　
　

こ
れ
は
、
私
が
低
学
年
の
子
供
に
な
っ
た

つ
も
り
で
描
い
た
も
の
。
描
い
て
い
て
本
当

に
楽
し
か
っ
た
。

⑨
は
、
私
が
二
十
枚
目
に
到
達
し
た
"オ
レ
流
"

の
境
地
。
思
い
切
っ
て
二
人
の
神
の
肌
色
も

金
地
の
バ
ッ
ク
ま
で
も
捨
て
て
み
た
。
子
供

た
ち
が
こ
ん
な
絵
を
描
い
た
ら
、
き
っ
と
宗

達
さ
ん
は
喜
ん
で
く
れ
る
だ
ろ
う
。

⑦
は
、
実
物
の
屏
風
絵
に
似
せ
て
私
が
描
い
た

も
の
。
苦
心
し
た
割
に
、
本
物
の
迫
力
に
は

ほ
ど
遠
い
も
の
に
な
っ
た
。
や
は
り
宗
達
さ

ん
の
絵
は
自
分
流
が
い
い
。

⑧
は
ど
う
だ
ろ
う
。
お
と
ぼ
け
顔
、
風
神
雷
神

と
も
に
メ
タ
ボ
気
味
で
、
愛
嬌
た
っ
ぷ
り
で

あ
る
。
二
人
で
楽
し
く
踊
っ
て
い
る
よ
う
。

尾形光琳、酒井抱一な
ど、多数の模写が残っ
ている。
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第17回

ま
し
た
。
母
の
家
も
そ
う
し
て
い
ま
し
た
。

「
元
気
で
朗
ら
か
で
、
あ
ん
な
に
優
秀
な
男
の

子
た
ち
が
、
特
攻
隊
に
な
っ
て
死
ん
で
い
っ
て

し
ま
う
な
ん
て
、
何
て
ひ
ど
い
こ
と
、
か
わ
い

そ
う
な
こ
と
な
ん
だ
ろ
う
」
と
、
私
は
ず
っ
と

聞
か
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
母
の
言
葉
の
影
響
も

あ
り
、
私
は
根
底
的
な
意
識
と
し
て
「
反
戦
平

和
を
」
と
い
う
の
を
も
ち
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

お
正
月
に
話
を
戻
す
と
、
少
女
時
代
の
経
験

か
ら
か
、
母
は
も
て
な
す
こ
と
が
大
好
き
で
し

た
。
昔
、
私
の
家
で
中
央
事
務
局
の
新
年
会
な

ど
を
よ
く
や
り
ま
し
た
が
、
私
も
母
も
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

母
の
正
月
料
理
は
、
昔
か
ら
あ
る
よ
う
な
普

通
の
も
の
で
す
。
今
で
も
、
と
て
も
懐
か
し
く

思
い
出
し
ま
す
。
白
菜
な
ど
を
塩
漬
け
に
し
た

も
の
が
、
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
私
は

煮
物
も
好
き
で
し
た
。
母
は
し
い
た
け
や
野
菜

を
単
品
で
別
々
に
煮
る
の
が
得
意
で
し
た
。

　

一
方
、
百
人
一
首
で
す
が
、
母
は
昔
、
前
述

の
特
攻
隊
の
子
た
ち
と
行
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

つ
ま
り
、
母
自
身
が
子
供
の
頃
か
ら
親
し
ん
だ

の
で
す
。
そ
し
て
、
私
が
小
学
校
二
年
生
の
頃
、

百
人
一
首
を
買
っ
て
く
れ
、
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

百
人
一
首
に
は
非
常
に
懐
か
し
い
母
親
の
思

い
出
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
今
に
ま
で
連
綿
と
続

い
て
き
た
と
い
う
感
じ
が
あ
り
ま
す
。

　
も
う
す
ぐ
お
正
月
で
す
。
コ
ロ
ナ
で
分
散
参

拝
を
勧
め
る
神
社
が
多
数
出
る
な
ど
、
例
年
と

は
違
う
過
ご
し
方
に
な
り
そ
う
で
す
。
向
山
先

生
の
お
正
月
の
思
い
出
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

昔
、
ご
自
宅
で
事
務
局
が
新
年
会
を
や
り
ま

し
た
ね
。
お
母
様
の
お
煮
し
め
と
お
漬
物
は
最

高
で
し
た
。
向
山
先
生
の
お
正
月
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　
母
親
の
料
理
と
百
人
一
首
で
す
。

　

お
正
月
で
思
い
出
す
の
は
、
母
親
が
作
っ
た

料
理
と
百
人
一
首
で
す
。
私
の
母
は
茨
城
県
土

浦
市
の
出
身
で
す
。
母
の
少
女
時
代
、
家
の
近

く
の
霞
ケ
浦
の
と
こ
ろ
に
は
、
土
浦
航
空
隊
の

予
科
練
の
練
習
基
地
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
に

は
、
全
国
の
優
秀
な
中
学
三
年
か
ら
高
校
一
年

く
ら
い
の
男
の
子
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

近
隣
の
旧
家
で
は
、
彼
ら
を
正
月
な
ど
の
休
み

に
迎
え
入
れ
て
、
食
事
な
ど
を
振
る
舞
っ
て
い

お正月の過ごし方について

※有効期間：
2020年12月15日～
2021年3月14日
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巻 頭 論 文

オピニオン　　　教育界で起こっていること今

本誌編集長

谷
たに

和
かず

樹
き

②
声
（
声
量
・
ト
ー
ン
）

③
目
線

④
称
賛
・
激
励

⑤
リ
ズ
ム
・
テ
ン
ポ

⑥
対
応
・
応
答

⑦
作
業
・
確
認

　

例
え
ば
「
①
表
情
（
笑
顔
）」
で
あ
る
。

　

次
の
二
つ
が
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
で

は
基
本
的
な
要
素
だ
。

ⅰ
授
業
を
笑
顔
で
始
め
て
い
る
。

ⅱ
笑
顔
を
最
後
ま
で
維
持
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
そ
れ
に
加
え

て
、
次
の
技
術
的
な
項
目
も
い
る
。

ⅲ
笑
顔
が
よ
く
見
え
る
レ
イ
ア
ウ
ト

　

次
回
、
②
以
降
の
項
目
に
つ
い
て
も
オ
ン

ラ
イ
ン
に
合
っ
た
内
容
を
紹
介
す
る
。

（
つ
づ
く
）

⑴ https://obsproject.com
/ja

⑵ https://prezi.com
/ja/

イ
ン
に
お
け
る
授
業
技
能
」
の
研
究
は
ほ
ぼ

出
尽
く
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
が

始
ま
っ
て
、
最
新
技
術
と
そ
れ
ま
で
の
知
見

と
を
組
み
合
わ
せ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

　

つ
ま
り
、
こ
う
い
う
こ
と
だ
。

　

同
時
双
方
向
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
は
、

そ
れ
に
応
じ
た
、
教
師
の
授
業
技
量
・

技
術
が
重
要
で
あ
る
。

　

あ
ま
り
に
も
当
然
の
こ
と
に
思
え
る
。

　

し
か
し
、
実
際
に
で
き
る
か
ど
う
か
は
別

の
問
題
だ
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
な
っ
た
途
端
に
「
作
業
指

示
」
が
少
な
く
な
る
人
も
い
た
。「
確
認
」

を
し
な
い
人
も
い
た
。

　

そ
こ
で
、ザ
ッ
と
だ
が
、次
の
よ
う
な
「
オ

ン
ラ
イ
ン
に
合
っ
た
教
師
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
ス

キ
ル
」
と
い
う
項
目
を
、
各
地
の
オ
ン
ラ
イ

ン
セ
ミ
ナ
ー
で
提
示
し
て
き
た
。

■
オ
ン
ラ
イ
ン
に
合
っ
た
教
師
の
ベ
ー

シ
ッ
ク
ス
キ
ル

①
表
情
（
笑
顔
）

　

そ
の
際
の
「
教
師
の
表
情
」
は
、
極
め
て

重
要
な
要
素
で
あ
る
。

　

五
月
。
子
ど
も
観
光
大
使
の
全
国
大
会
。

幼
稚
園
か
ら
大
人
ま
で
、
私
は
四
百
人
以
上

に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業
を
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　

こ
だ
わ
っ
た
の
が
次
の
こ
と
で
あ
る
。

　

表
情
を
し
っ
か
り
と
見
せ
た
い
。

　

当
時
、
先
生
方
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た「
Ｏ
Ｂ
Ｓ
 ⑴
」と「Prezi V

ideo

 ⑵
」

を
使
っ
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

　

無
論
、
ど
ん
な
場
合
で
も
必
ず
表
情
を
見

せ
る
こ
と
が
い
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

教
師
の
顔
を
見
せ
な
い
で
、
資
料
だ
け
を
見

せ
た
方
が
い
い
場
合
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
お
お
む
ね
、
教
師
が
し
っ
か
り

と
表
情
を
見
せ
て
い
る
方
が
よ
い
。

２　

同
時
双
方
向
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に

　
　

お
け
る
「
教
師
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
ス
キ
ル
」

　

そ
う
い
っ
た
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
海
外

の
研
究
に
も
あ
た
っ
て
み
た
。
欧
米
で
は
、

お
お
む
ね
二
〇
一
〇
年
頃
ま
で
に
「
オ
ン
ラ

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
「
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
技
量
検
定
」の

創
設
＝
基
礎
研
究
（
１
）

そ
も
そ
も
「
オ
ン
ラ
イ
ン
の
授
業
だ
け
が
上
手
」
と
い
う
人
は
い
な
い
。
対
面
の
授
業
が
下
手
な
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
も

下
手
だ
。
し
か
し
、
対
面
の
授
業
が
上
手
で
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
若
干
落
ち
る
人
も
い
る
。
そ
れ
は
「
オ
ン
ラ
イ

ン
に
合
っ
た
授
業
技
量
・
技
術
」
を
意
識
し
な
い
か
ら
だ
。

　

教
師
の
表
情
が
見
え
に
く
い
。

「Zoom

」
の
機
能
で
画
面
の
横
の
方
に
教

師
の
顔
が
少
し
見
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で

は
不
満
だ
っ
た
。

　

提
示
さ
れ
て
い
る
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
が
こ

の
授
業
の
メ
イ
ン
な
の
か
？　

教
師
は
そ
れ

を
単
に
見
せ
て
、
説
明
し
た
り
、
発
問
し
た

り
す
れ
ば
い
い
の
か
？　

そ
ん
な
ニ
ュ
ア
ン

ス
が
、
ど
こ
か
感
じ
取
れ
て
仕
方
が
な
か
っ

た
。

　

教
室
で
の
対
面
授
業
は
、
本
来
そ
う
い
っ

た
も
の
で
は
な
い
。
教
師
が
し
っ
か
り
と
子

供
に
向
か
う
。
課
題
を
投
げ
掛
け
る
。
対
応

す
る
。
そ
う
し
な
が
ら
、
教
師
に
よ
っ
て
次

の
資
料
が
提
示
さ
れ
て
い
く
。

１　

同
時
双
方
向
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に

　
　

お
け
る
「
教
師
の
表
情
・
笑
顔
」

に
こ
や
か
な
表
情
・
温
か
な
表
情

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
の
Ｅ
・
Ｄ
表
に

出
て
く
る
重
要
項
目
の
一
つ
だ
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
の
授
業
で
も
「
表
情
・
笑
顔
」

は
大
切
で
あ
る
。

　

二
〇
二
〇
年
四
月
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
授
業
が
各
地

で
紹
介
さ
れ
始
め
た
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
セ
ミ

ナ
ー
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
頃
、
私
に
は
非
常
に
不
満
な

こ
と
が
あ
っ
た
。
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向
山
洋
一
氏
は
日
本
の
教
育
史
上
、
最
も
た

く
さ
ん
の
本
を
執
筆
し
た
教
師
で
す
。
そ
れ
と

同
時
に
、
恐
ら
く
「
最
も
た
く
さ
ん
の
本
を
読

ん
だ
教
師
」
で
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

か
つ
て
、
氏
の
自
宅
前
を
通
り
か
か
っ
て
窓

か
ら
中
を
ふ
と
の
ぞ
い
た
人
が
、
図
書
館
と
間

違
え
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

次
ペ
ー
ジ
の
写
真
は
、
氏
の
自
宅
の
書
棚
を

お
弟
子
さ
ん
た
ち
が
整
理
し
た
と
き
の
写
真
で

す
。

　

私
も
実
際
に
拝
見
し
ま
し
た
。

　

一
体
何
万
冊
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

図
書
館
と
間
違
う
の
も
無
理
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

向
山
氏
は
若
い
頃
か
ら
「
毎
日
二
冊
」
を
読

破
し
て
か
ら
就
寝
し
て
い
ま
し
た
。

　

単
純
に
計
算
し
て
「
月
に
六
十
冊
」
で
す
。

そ
れ
と
は
別
に
、
研
究
や
調
べ
物
、
日
々
の
実

践
の
た
め
に
ま
と
め
て
読
む
よ
う
な
場
合
も

多
々
あ
り
ま
す
。

　

読
書
量
は
月
に
百
冊
は
超
え
て
い
た
で
し
ょ

う
。
今
で
も
ほ
と
ん
ど
毎
日
本
屋
に
寄
っ
て
、

必
ず
数
冊
を
買
っ
て
こ
ら
れ
る
と
い
い
ま
す
。

「
こ
の
膨
大
な
本
を
全
部
読
ん
だ
の
で
す
か
」

と
の
質
問
に
、

「
九
五
％
は
読
ん
だ
と
思
う
」

と
答
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

向
山
氏
の
卓
越
し
た
教
師
力
、
人
間
力
、
そ

の
知
見
と
実
践
力
と
決
断
力
、
起
業
力
等
々
、

並
々
な
ら
な
い
実
力
の
源
泉
に
は
こ
の
読
書
量

が
あ
る
。
そ
れ
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

２

　

さ
て
、
向
山
氏
ほ
ど
は
難
し
く
て

も
、
や
は
り
人
は
、
取
り
分
け
教
師

は
、
も
っ
と
読
書
を
す
べ
き
だ
と
思

う
の
で
す
。

　

教
師
が
本
を
読
ま
な
い
の
に
、
ク

ラ
ス
の
子
供
が
本
を
好
き
に
な
る
は

ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
は
か
つ
て
、
大
学
生
に
、

「
谷
先
生
の
読
書
術
を
教
え
て
く
だ

さ
い
」

と
質
問
を
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
答
え

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

１
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、「﹃
一
日
一
冊
﹄

が
最
低
ラ
イ
ン
で
す
。」
と
伝
え
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
月
に
三
十
冊
で
す
。
こ
れ
に
は
教

育
雑
誌
は
含
め
ま
せ
ん
。
で
も
、
漫
画
や
ビ

ジ
ネ
ス
雑
誌
な
ど
は
含
め
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。

２
学
生
の
み
な
さ
ん
は
、
月
に
三
十
冊
の
単
行

本
を
買
う
の
は
大
変
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、

教
員
に
な
っ
て
給
料
を
も
ら
う
よ
う
に
な
れ

ば
、
給
料
の
五
~
十
％
は
本
に
割
く
よ
う
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

４
教
師
と
い
う
職
業
は
、
人
に
知
識
を
伝
え
る

仕
事
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
何
千
年
も
か
か
っ

て
人
類
が
到
達
し
て
き
た
英
知
の
一
端
を
、

数
年
間
で
、
洗
練
さ
れ
た
技
量
で
伝
え
て
い

く
こ
と
が
、
そ
の
仕
事
の
中
心
な
の
で
す
。

そ
の
よ
う
な
知
的
な
仕
事
を
選
ん
だ
人
は
、

当
然
、
読
書
が
日
常
の
一
部
に
な
っ
て
い
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

︵﹃
谷
和
樹
の
学
級
経
営
と
仕
事
術
﹄

︵
谷
和
樹
著　

騒
人
社
︶
一
四
六
ペ
ー
ジ
︶

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

３

　

コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
し
に
く
い
中
で
す
が
、
読

書
の
時
間
を
つ
く
る
に
は
逆
に
チ
ャ
ン
ス
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
特
集
で
は
、
読
書
を
人
生
の
一
部
に
さ

れ
て
い
る
達
人
の
皆
様
の
お
薦
め
本
と
読
書
術

を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
即
し
て
ご
教
示
願

い
ま
し
た
。
多
く
の
方
の
参
考
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

（
本
誌
編
集
長　

谷
和
樹
）

向山型
読書で教師力を高める

wit
hコ
ロナの

冬に

wit
hコ
ロナの

冬に 2021年2021年

１月号１月号
特集特集

私
とお薦めお薦め

本本の 読書術」
「

◇本を読むことが教師人生を変える
◇若手に薦めてきた本
◇本の読み方
◇この本を読め
◇私が今年読んだ　ベスト５
◇この本のこの部分
◇読書会

イラスト：渡邊瑞穂
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１

一
年
間
百
冊
の
読
書
を
自
分
に
課
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
に
、
長
期
の

活
動
自
粛
を
強
い
ら
れ
た
。
私
も
、
自
宅
で
の

仕
事
が
多
く
な
っ
た
。
通
勤
中
の
読
書
の
楽
し

み
が
奪
わ
れ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
の
授
業
や
会
議

ば
か
り
。
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
九
月
十
五

日
ま
で
に
読
ん
だ
本
は
七
十
六
冊
。
四
月
か
ら

の
五
か
月
半
で
こ
の
数
字
だ
か
ら
、
三
月
末
ま

で
に
は
百
五
十
冊
を
超
え
る
だ
ろ
う
。

　

私
は
、
読
了
し
た
書
名
・
筆
者
名
と
、
累
積

冊
数
を
手
帳
に
記
す
。四
十
年
前
か
ら
の
習
慣
だ
。

　

長
い
間
、
毎
月
十
冊
ほ
ど
の
教
育
月
刊
誌
の

ほ
か
に
、年
百
冊
の
読
書
を
自
分
に
課
し
て
き
た
。

　

一
九
九
八
年
以
来
、
百
冊
に
届
か
な
か
っ
た

の
は
二
回
。
泰
明
小
学
校
長
に
赴
任
し
た
二
〇

〇
七
年
と
、
そ
の
次
の
二
〇
〇
八
年
。
学
校
の

懸
案
事
項
の
処
理
、
東
京
都
小
学
校
長
会
副
会

長
、
全
国
連
合
小
学
校
長
会
調
査
研
究
部
長
な

ど
、
多
忙
な
日
が
続
い
た
た
め
だ
。

２

近
頃
、
私
が
読
ん
だ
本

　

今
年
度
読
ん
だ
本
の
半
分
ほ
ど
を
紹
介
す
る
。

・﹃
戦
後
日
記
﹄︵
三
島
由
紀
夫
著　

中
央
公
論
新
社
︶・﹃
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
真
実
﹄︵
岩
田
健
太
郎
著　

Ｋ
Ｋ

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
ズ
︶・﹃
伸
び
る
こ
ど
も
は
○
○
が
す
ご

い
﹄︵
榎
本
博
明
著　

日
本
経
済
新
聞
出
版
︶・﹃
行
動
心

理
捜
査
官
・
楯
岡
絵
麻
﹄︵
佐
藤
青
南
著　

宝
島
社
︶・﹃
ペ

ス
ト
﹄︵
カ
ミ
ュ
著　

新
潮
社
︶・﹃
教
師
崩
壊
﹄︵
妹
尾

昌
俊
著　

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
︶・﹃
教
育
格
差
﹄︵
松
岡
亮
二

著　

筑
摩
書
房
︶・﹃
都
知
事
失
格
﹄︵
桝
添
要
一
著　

小

学
館
︶・﹃
内
閣
官
房
長
官
﹄︵
大
下
英
治
著　

エ
ム
デ
ィ

エ
ヌ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
︶・﹃
限
界
の
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ

ン
﹄︵
榊
淳
司
著　

集
英
社
︶・﹃
も
う
一
つ
の
全
共
闘
﹄︵
芝

工
大
闘
争
史
を
語
る
会
著　

柘
植
書
房
新
社
︶・﹃
湘
南

夫
人
﹄︵
石
原
慎
太
郎
著　

講
談
社
︶・﹃
ヤ
ク
ザ
に
学
ぶ

組
織
論
﹄︵
山
平
重
樹
著　

筑
摩
書
房
︶・﹃
三
河
吉
田
藩
・

お
国
入
り
道
中
記
﹄︵
久
住
裕
一
郎
著　

集
英
社
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
︶・﹃
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
黄
昏
れ
て
﹄︵
垣

谷
美
雨
著　

新
潮
社
︶・﹃
大
東
京
23
区
散
歩
﹄︵
泉
麻
人
・

村
松
昭
著　

講
談
社
︶・﹃
感
染
症
﹄︵
井
上
栄
著　

中
央

公
論
新
社
︶・﹃
首
都
圏
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
﹄︵
大
原
省
吾
著

幻
冬
舎
︶・﹃
新
型
コ
ロ
ナ
と
貧
困
女
子
﹄︵
中
村
淳
彦
著

宝
島
社
︶・﹃
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
入
門
﹄︵
村
上
芽
・
渡
辺
珠
子
著

日
本
経
済
新
聞
出
版
社
︶・﹃
女
帝
小
池
百
合
子
﹄︵
石
井

妙
子
著　

文
藝
春
秋
︶・﹃
教
師
の
悩
み
﹄︵
諸
富
祥
彦
著

ワ
ニ
ブ
ッ
ク
ス
︶・﹃
コ
ロ
ナ
が
加
速
す
る
格
差
消
費
﹄︵
三

浦
展
著　

朝
日
新
聞
出
版
︶・﹃
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
大
崩
壊

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
神
話
の
終
わ
り
﹄︵
磯
山
友
幸
ほ
か
著

宝
島
社
︶・﹃
世
界
史
を
変
え
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
﹄︵
小
長

谷
正
明
著　

幻
冬
舎
︶・﹃
村
山
富
市
回
顧
録
﹄︵
薬
師
寺

克
行
編　

岩
波
書
店
︶・﹃
ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
構
造
と
対

処
・
予
防
﹄︵
加
納
寛
子
ほ
か
著　

金
子
書
房
︶・﹃
サ
ザ

エ
さ
ん
と
長
谷
川
町
子
﹄︵
工
藤
美
代
子
著　

幻
冬
舎
︶・

﹃
疫
病
2
0
2
0
﹄︵
門
田
隆
将
著　

産
経
新
聞
出
版
︶・

﹃
モ
ン
ス
タ
ー
部
下
﹄︵
石
川
弘
子
著　

日
本
経
済
新
聞

出
版
︶・﹃
発
達
障
害
の
ウ
ソ
﹄︵
米
田
倫
康
著　

扶
桑
社
︶・

﹃
日
本
の
民
俗
６
︿
村
の
暮
ら
し
﹀﹄︵
湯
川
洋
司
ほ
か
著

吉
川
弘
文
館
︶・﹃
路
地
の
子
﹄︵
上
原
善
広
著　

新
潮
社
︶・

﹃
日
本
国
勢
図
会
２
０
２
０
／
２
１
﹄︵
矢
野
恒
太
記
念

会
編　

矢
野
恒
太
記
念
会
︶・﹃
路
上
観
察
学
入
門
﹄︵
赤

瀬
川
原
平
ほ
か
編　

筑
摩
書
房
︶・﹃
変
な
お
じ
さ
ん
﹄︵
志

村
け
ん
著　

日
経
Ｂ
Ｐ
社
︶・﹃
長
期
政
権
の
あ
と
﹄︵
佐

藤
優
・
山
口
二
郎
著　

祥
伝
社
︶・﹃
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
﹄

︵
保
坂
直
紀
著　

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
︶・﹃
日
本
の
民
俗

２︵
山
と
川
︶﹄︵
湯
川
洋
司
ほ
か
著　

吉
川
弘
文
館
︶・﹃
ゴ

ミ
収
集
と
い
う
仕
事
﹄︵
藤
井
誠
一
郎
著　

コ
モ
ン
ズ
︶

　

濫
読
で
あ
る
。
興
味
の
あ
る
本
を
読
む
。
つ

ま
ら
な
い
と
思
っ
た
ら
、
途
中
で
も
や
め
る
。

常
に
、
二
~
三
冊
は
並
行
し
て
読
む
。

３

感
銘
を
受
け
た
「
晩
夏
」︵
井
上
靖
︶

　

今
年
読
ん
で
き
て
最
も
感
銘
し
た
の
は

「﹃
教
科
書
名
短
篇　

少
年
時
代
﹄（
ヘ
ッ
セ
ほ

か
著　

中
央
公
論
新
社
）　

二
〇
一
六
年　

七

百
円
」。
こ
れ
は
、
中
学
校
国
語
教
科
書
（
一

九
四
六
年
度
か
ら
二
〇
一
二
年
度
発
行
）
に
掲

載
さ
れ
た
文
学
作
品
の
中
か
ら
、
少
年
時
代
を

主
題
と
し
た
も
の
を
集
め
た
短
編
集
。

　

ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
の
「
少
年
の
日
の
思
い

出
」
や
魯ろ

迅じ
ん

の
「
故
郷
」
な
ど
十
二
作
品
が
収

め
ら
れ
て
い
る
。
ど
れ
も
名
品
だ
が
、
特
に
井い

の

上う
え

靖や
す
し

の
「
晩
夏
」
に
感
銘
し
た
。

　

こ
の
作
品
は
一
九
五
二
年
に
発
表
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
一
九
七
八
年
の
教
育
出
版
、
一
九

七
八
年
の
日
本
書
籍
新
社
の
中
学
校
二
年
の
教

科
書
に
掲
載
さ
れ
た
。
伊
豆
半
島
の
夏
の
終
わ

り
の
海
岸
。
東
京
か
ら
避
暑
に
来
た
中
学
生
の

少
女
に
淡
い
恋
心
を
抱
く
少
年
の
物
語
で
あ
る
。

　

一
九
六
四
年
頃
の
中
学
生
︱
今
は
五
十
代
半

ば
に
な
っ
て
い
る
世
代
が
学
ん
だ
教
科
書
で
あ

る
。
多
感
な
青
春
前
期
の
時
代
に
、
な
ん
と
す

ば
ら
し
い
作
品
に
出
会
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

　

こ
の
自
粛
生
活
で
、
私
は
二
回
落
涙
し
た
。

一
回
目
は
、「
晩
夏
」
を
二
度
読
ん
だ
後
、
二

回
目
は
さ
だ
ま
さ
し
作
詞
作
曲
の
「
親
父
の
一

番
長
い
日
」
を
十
二
分
三
十
秒
の
Ｃ
Ｄ
で
聞
い

た
後
。
コ
ロ
ナ
で
、
普
段
と
は
異
な
る
自
分
が

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

４

読
書
で
ハ
レ
の
日
を
待
と
う

　

本
稿
は
「
お
薦
め
し
た
い
こ
の
本
」
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
本
は
自
分
の
好
み
で
求
め
る
も

の
。
他
人
様
に
薦
め
る
よ
う
な
強
い
意
図
は
な

い
。
例
え
ば
﹃
ペ
ス
ト
﹄
は
コ
ロ
ナ
禍
の
今
、

時
宜
を
得
た
本
で
あ
る
。
こ
れ
を
書
い
た
カ

ミ
ュ
は
、
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
た
が
、

実
存
主
義
的
な
主
張
は
、
今
の
若
い
世
代
に
は

理
解
し
が
た
い
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
感
染

症
の
本
は
幾
つ
か
読
ん
で
識
見
を
高
め
た
い
。

　

教
師
人
生
を
豊
か
に
す
る
処
方
は
三
つ
。「
本

を
読
む
、
旅
に
出
る
、
人
に
会
う
」
の
三
つ
で

あ
る
。
今
は
ひ
た
す
ら
、
読
書
に
親
し
み
、
晴

れ
て
、
旅
に
出
た
り
人
に
会
っ
た
り
す
る
日
を

心
待
ち
に
し
て
過
ご
そ
う
。

　

た
く
さ
ん
の
本
に
触
れ
て
も
、
出
会
い
の
機

会
は
限
ら
れ
て
い
る
。
琴
線
に
触
れ
る
本
は
、

そ
う
簡
単
に
は
な
い
。
確
か
な
こ
と
は
、
読
書

が
貧
弱
だ
と
、「
教
師
人
生
を
変
え
る
ほ
ど
の

本
」
に
は
出
会
え
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

濫読のススメ
教師人生を豊かにするのは「本を読む、旅に出る、
人に会う」の３つ。しばらくは、行動の自粛も続く。
鍵は読書生活にある。濫読でいい。好きな本を読む。

向
むこう

山
やま

行
ゆき

雄
お敬愛大学国際学部教授・

こども教育学科長
全国連合小学校長会顧問

本を読むことが
教師人生を変える

～私の読書術とTOSS教師に
薦めたいこの本～
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授業力向上と
その要因となる読書を！

向山洋一氏の本の選択基準はたった２つ。
役に立つこと、面白いことである、
といつも主張する。

　

向
山
氏
が
推
薦
す
る
本
を
調
べ
る
な
ら
、
こ

の
本
が
欠
か
せ
な
い
。
手
前
み
そ
だ
が
、
拙
著

﹃
向
山
流
読
書
法
で
学
級
・
授
業
づ
く
り
の
基

礎
を
磨
く
﹄（
板
倉
弘
幸
著　

明
治
図
書
）
上

下
巻
の
二
冊
で
あ
る
。
本
誌
一
九
九
四
年
四
月

号
か
ら
約
十
年
以
上
に
わ
た
る
、
向
山
氏
の
読

書
本
に
つ
い
て
の
連
載
を
ま
と
め
て
い
る
。

　

当
時
は
毎
月
の
連
載
な
の
で
、
約
十
年
で
お

よ
そ
百
二
十
冊
以
上
の
本
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
目
次
を
見
れ
ば
、
向
山
氏
が
ど
の
よ
う

な
本
を
読
ん
で
い
る
か
が
分
か
る
。
以
下
、
上

下
巻
の
目
次
、
全
十
章
で
あ
る
。

一　

向
山
氏
の
読
書
に
お
け
る
選
択
基
準
を
解

明
す
る

二　

向
山
氏
の
著
作
や
シ
リ
ー
ズ
本
を
分
析
す

る
三　

一
〇
〇
〇
年
先
を
見
据
え
た
教
育
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
図
る

四　

学
力
保
障
と
教
科
指
導
の
原
則
を
類
書
か

ら
学
ぶ

五　

授
業
の
技
量
を
磨
き
、
高
め
る
た
め
に
身

に
付
け
て
お
く
こ
と

六　

教
育
は
す
ぐ
れ
た
思
想
と
技
術
に
支
え
ら

れ
る

七　

仕
事
術
と
情
報
活
用
術
を
取
り
入
れ
る

八　

人
物
の
生
き
方
と
成
功
哲
学
に
ふ
れ
る

九　

す
ぐ
れ
た
主
張
は
汲
め
ど
も
尽
き
ぬ
深
さ

が
あ
る

十　

教
養
の
た
め
に
面
白
本
も
傍
ら
に
置
い
て

よ
む
べ
し

１

当
時
の
向
山
氏
の
著
作
は
こ
れ
だ

　

向
山
氏
が
、
若
手
教
師
に
薦
め
る
本
は
第
二
、

四
、
五
章
か
ら
の
選
択
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

ま
ず
、
第
二
章
を
読
む
と
、
一
九
九
〇
年
か

ら
二
〇
〇
〇
年
初
頭
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
向

山
氏
の
著
作
が
見
え
て
く
る
。
以
下
書
名
と

︿
強
調
点
﹀
を
幾
つ
か
列
挙
し
て
み
る
。

①
﹃
い
か
な
る
場
で
も
貫
く
教
師
の
授
業
行
為

の
原
則
﹄（
向
山
洋
一
著　

明
治
図
書
）︿
昔
か

ら
一
貫
し
た
向
山
氏
の
主
張
﹀

②
﹃
心
を
育
て
る
家
庭
学
習
法
﹄（
向
山
洋
一

著　

主
婦
の
友
社
）︿
向
山
式
道
徳
教
育
の
現

代
版
が
こ
の
本
﹀

③
﹃
向
山
洋
一
は
障
害
児
教
育
に
ど
う
取
り
組

ん
だ
か
﹄（
向
山
洋
一
・
大
場
龍
男
著　

明
治

図
書
）︿
教
育
・
教
師
の
原
点
は
障
害
児
教
育
に
﹀

④
﹃
教
え
方
の
基
礎
基
本
小
事
典
学
年
別
﹄（
向

山
洋
一
・
板
倉
弘
幸
編　

明
治
図
書
）︿
法
則

化
の
小
事
典
。
一
か
月
の
う
ち
に
全
巻
増
刷
﹀

⑤
﹃
学
校
の
失
敗
﹄（
向
山
洋
一
著　

扶
桑
社
）

︿
学
級
集
団
を
統
率
す
る
力
こ
そ
必
要
﹀

　

そ
の
ほ
か
、﹃
お
父
さ
ん
が
子
ど
も
に
教
え

る
算
数
﹄（
向
山
洋
一
編　

主
婦
の
友
社
）、﹃
こ

ん
な
先
生
に
教
え
ら
れ
た
ら
ダ
メ
に
な
る
！
﹄

（
向
山
洋
一
著　

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）、﹃
教
室
の

障
害
児
﹄
誌
（
明
治
図
書
）、﹃
学
校
は
甦
る
！
﹄

（
向
山
洋
一
著　

扶
桑
社
）、﹃
子
ど
も
を
変
え

た
"親
の
一
言
"
作
文
25
選
﹄（
東
京
子
ど
も
教

育
セ
ン
タ
ー
教
室
編　

Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）、﹃
メ

イ
キ
ン
グ
オ
ブ
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
﹄（
向
山
洋

一
監
修　

ト
ス・イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）
等
。

２

教
科
指
導
系
と
修
業
系
が
お
薦
め

　

教
科
指
導
の
本
は
第
四
、
五
章
か
ら
選
択
し

た
。
次
の
二
冊
を
特
に
推
し
た
い
。

⑴
﹃
必
達
目
標
で
学
力
保
証
の
シ
ス
テ
ム
を
つ

く
ろ
う
﹄︵
吉
永
順
一
著　

明
治
図
書
︶

⑵
﹃
方
法
序
説
﹄︵
デ
カ
ル
ト
著　

岩
波
書
店
︶

⑴
は
、
吉
永
順
一
校
長
の
研
究
実
践
記
録
で

あ
る
。
向
山
氏
が
、「
全
校
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
だ
、
学
力
保
障
を
目
指
し
た
歴
史
的
文
献
」

と
絶
賛
し
た
一
書
だ
。
本
書
は
校
長
と
し
て
の

視
点
か
ら
学
校
の
研
究
に
関
し
て
ま
と
め
た
も

の
だ
が
、
若
い
教
師
も
そ
こ
か
ら
幾
つ
も
の

エ
ッ
セ
ン
ス
を
学
び
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

特
に
圧
倒
さ
れ
る
の
が
「
必
達
目
標
」
で
あ

る
。
必
達
目
標
と
は
、「
学
年
修
了
後
に
は
、

こ
こ
ま
で
の
学
力
を
保
障
す
る
」
と
い
う
学
校

と
し
て
の
公
約
で
あ
る
。
読
み
書
き
算
な
ど
数

値
目
標
と
し
て
限
定
し
て
い
る
が
、
学
校
の
目

標
と
し
て
こ
こ
ま
で
掲
げ
て
い
る
こ
と
が
も
の

凄
い
。
向
山
氏
も
「
日
本
初
の
快
挙
」
と
書
い

て
い
る
。
自
分
の
学
級
で
の
目
標
を
掲
げ
る
こ

と
か
ら
始
め
る
と
よ
い
。

　

⑵
が
デ
カ
ル
ト
の
著
作
で
あ
る
こ
と
は
、
多

く
の
人
は
御
存
じ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
こ

で
示
さ
れ
た
四
つ
の
規
則
を
知
る
人
は
少
な
い
。

か
つ
て
算
数
セ
ミ
ナ
ー
で
向
山
氏
が
話
の
冒
頭

で
語
り
だ
し
た
。（
文
責
・
板
倉
）

１　

前
提
と
す
べ
き
は
真
な
る
も
の

２　

研
究
の
対
象
は
細
か
く
、
狭
く
限
定

３　

構
造
や
順
序
を
明
確
に
せ
よ

４　

こ
れ
か
ら
出
会
う
問
題
ま
で
研
究
の
対
象
に

　

こ
の
四
つ
の
規
則
は
、
デ
カ
ル
ト
が
学
問
や

自
分
の
思
想
改
革
の
た
め
の
方
法
と
し
て
考
え

出
し
た
も
の
で
あ
る
。
私
は
こ
れ
に
向
山
型
算

数
と
の
類
似
性
を
見
い
だ
し
た
。
つ
ま
り
、
腹

の
底
か
ら
の
実
感
、
分
け
れ
ば
分
か
る
、
ジ
ャ

ン
プ
と
助
走
問
題
、
も
う
一
歩
の
詰
め
、
と
い

う
よ
う
に
で
あ
る
。

　

修
業
系
の
お
薦
め
と
し
て
次
を
挙
げ
る
。

︵
１
︶﹃
一
語
千
鈞
﹄（
致
知
出
版
社
）

︵
２
︶﹃
記
憶
力
を
強
く
す
る
﹄（
講
談
社
）

︵
１
︶
は
国
民
教
育
の
父
・
森
信
三
氏
の
箴し

ん

言げ
ん

で
あ
る
。
か
つ
て
夏
の
セ
ミ
ナ
ー
で
向
山
氏
が

絶
賛
し
た
。
幾
度
と
な
く
、
向
山
氏
は
森
氏
の

本
を
紹
介
し
て
い
る
。
中
で
も
心
に
突
き
刺
さ

る
言
葉
が
あ
っ
た
。「
眼
に
見
え
ざ
る
物
さ
え

正
せ
な
い
程
度
で
、
刻
々
に
転
変
し
て
止
ま
ぬ

人
間
の
心
の
洞
察
な
ど
、
出
来
よ
う
は
ず
が
な

い
」
ま
さ
に
こ
の
通
り
で
あ
る
。

︵
２
︶
は
脳
科
学
を
も
と
に
問
題
提
起
を
す
る
、

池
谷
裕
二
氏
の
本
で
あ
る
。
私
は
こ
の
本
か
ら

向
山
氏
の
仮
説
「
加
速
的
な
成
長
曲
線
」
が
、

池
谷
氏
の
「
累
積
の
効
果
」
の
曲
線
と
共
通
す

る
こ
と
に
気
付
く
。
つ
ま
り
、
か
つ
て
経
験
則

と
し
て
主
張
さ
れ
た
内
容
が
、
実
は
科
学
的
な

根
拠
に
裏
打
ち
を
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
た
の
だ
。

▲向山氏の若き時代の読書本

板
いた

倉
くら

弘
ひろ

幸
ゆき

東京都台東区立大正小学校

向山洋一氏が若手に
薦めてきた本はこれだ
～板倉だけが伝えられる
向山読書のマニアック

トレース～
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１

教
師
の
四
割
は
、
月
に
一
冊
も
本
を
読
ま
な
い

　

多
く
の
学
校
の
課
題
は
、「
シ
ス
テ
ム
」
と
「
教
師
の

授
業
力
」
に
集
約
で
き
る
。

　

二
十
代
は
、
追
試
で
授
業
力
を
高
め
る
。

　

三
十
代
以
降
は
、
一
次
資
料
（
文
献
）
の
読
み
込
み
か

ら
時
代
の
要
請
を
見
抜
き
、
新
た
な
問
題
提
起
を
す
る
。

「
知
的
な
授
業
力
」
は
、
読
書
の
量
と
質
に
規
定
さ
れ
る
。

言
い
訳
せ
ず
「
時
間
を
決
め
て
読
む
」
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

２

私
が
薦
め
る
こ
の
本

︻
学
習
指
導
要
領
の
「
背
景
」
を
知
る
︼

①
﹃
資
質
・
能
力
[
理
論
編
]﹄︵
国
立
教
育
政
策
研
究
所

編　

東
洋
館
出
版
社
︶

　

今
回
の
学
習
指
導
要
領
の
柱
で
あ
る
「
三
つ
の
資
質
・

能
力
」
の
枠
組
み
を
知
る
た
め
に
は
、
こ
の
本
が
最
適
。

研
究
主
任
は
、
必
読
。

②
﹃
社
会
情
動
的
ス
キ
ル　

学
び
に
向
か
う
力
﹄︵
経
済

協
力
開
発
機
構
︵
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
︶
編
著　

明
石
書
店
︶

　

三
つ
の
資
質
・
能
力
の
中
で
「
学
び
に
向
か
う
力
」（
非

認
知
能
力
）
の
必
要
性
と
対
策
を
、
世
界
的
な
規
模
の
調

査
を
も
と
に
紹
介
し
て
い
る
。
四
十
年
後
に
し
か
結
果
が

出
な
い
と
言
わ
れ
る
「
非
認
知
能
力
の
授
業
で
の
導
入
」

は
重
要
な
テ
ー
マ
だ
。

︻
読
解
力
を
付
け
る
本
︼

③
﹃「
頭
が
い
い
」
の
正
体
は
読
解
力
﹄︵
樋
口
裕
一
著　

幻
冬
舎
︶

　

基
礎
的
読
解
力
の
育
成
は
、
日
本
の
今
後
十
年
間
の
国

家
的
課
題
で
も
あ
る
。「
読
解
力
」
は
、
読
書
を
す
れ
ば

付
く
の
か
？　

語
彙
力
が
あ
れ
ば
付
く
の
か
？　

ど
う
も

明
確
で
は
な
い
し
、
実
感
が
な
い
し
、
曖
昧
だ
。
全
国
学

テ
を
含
め
て
疑
問
に
答
え
て
く
れ
る
の
が
こ
の
本
だ
。

④
﹃
図
解
vs
文
章
﹄︵
久
恒
啓
一
・
樋
口
裕
一
ほ
か
著　

プ
レ
ジ
デ
ン
ト
社
︶

　

私
の
「
図
読
（
仮
称
）」
に
よ
る
読
解
指
導
が
爆
発
的
に

広
が
っ
て
い
る
。
向
山
型
分
析
批
評
Ｂ
型
（
作
品
全
体
を

扱
う
授
業
）
が
、
図
読
に
よ
っ
て
誰
で
も
授
業
可
能
と
な

る
。「
支
援
学
級
の
子
供
た
ち
が
主
題
ま
で
考
え
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
い
う
報
告
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
（
北
海
道
:

吉
田
氏
）。
こ
の
本
に
は
、図
解
に
よ
る
読
解
力
の
育
成（
久

恒
）
と
「
樋
口
式
四
部
構
成
」
に
よ
る
「
文
章
構
成
法
に

よ
る
読
解
力
の
育
成
」
が
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

︻
学
習
科
学
の
知
見
を
知
る
本
︼

⑤
﹃
教
育
効
果
を
可
視
化
す
る
学
習
科
学
﹄︵
ジ
ョ
ン
・

ハ
ッ
テ
ィ
、
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
イ
エ
ー
ツ
著　

北
大
路
書
房
︶

「
勘
と
経
験
に
よ
る
教
育
活
動
」
か
ら
脱
却
す
る
た
め
の

一
書
。
向
山
型
指
導
法
の
有
効
性
を
裏
付
け
る
一
書
で
も

あ
る
。

１

教
材
研
究
に
お
け
る
読
書

　

向
山
氏
と
同
学
年
を
組
ん
だ
年
、
研
究
発
表
が
あ
っ
た
。

向
山
氏
が
研
究
推
進
委
員
長
。
我
々
五
学
年
四
ク
ラ
ス
は
、

環
境
問
題
を
討
論
す
る
授
業
に
方
向
付
け
た
。

「
ゴ
ル
フ
場
建
設
」
の
写
真
を
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
私
は
、

そ
の
一
枚
の
写
真
を
ど
う
扱
う
か
考
え
て
い
た
。
そ
の
と

き
、
向
山
氏
が
、

「
ゴ
ル
フ
場
が
一
番
多
い
県
は
ど
こ
な
の
か
、
な
ぜ
な
の

か
、
ゴ
ル
フ
場
建
設
に
は
幾
ら
掛
か
り
、
ど
の
く
ら
い
の

土
地
が
必
要
な
の
か
」

と
尋
ね
た
。
私
は
何
一
つ
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
と

き
薦
め
ら
れ
た
の
が
宮
脇
昭
の
﹃
植
物
と
人
間
﹄（
Ｎ
Ｈ

Ｋ
出
版
）。
自
力
か
ら
は
絶
対
手
に
し
な
か
っ
た
本
だ
っ

た
。
向
山
氏
の
幾
つ
か
の
質
問
に
答
え
る
た
め
に
、
夢
中

で
、
本
を
探
し
た
。
何
冊
か
読
む
う
ち
に
、
い
つ
の
間
に

か
、
教
材
研
究
が
深
ま
っ
て
い
た
。
毎
年
の
よ
う
に
研
究

授
業
は
し
て
い
た
が
、
教
材
研
究
が
面
白
い
と
感
じ
た
の

は
初
め
て
だ
っ
た
。「
子
供
た
ち
か
ら
出
て
く
る
で
あ
ろ

う
課
題
を
教
師
が
想
定
で
き
る
」
と
い
う
感
覚
を
初
め
て

味
わ
っ
た
。

２

知
は
力

　

佐
藤
富
雄
の
本
も
、
向
山
氏
か
ら
薦
め
ら
れ
て
読
ん
だ
。

何
よ
り
、
荒
れ
た
ク
ラ
ス
の
子
供
た
ち
に
話
す
と
、
説
教

よ
り
は
る
か
に
効
果
が
あ
っ
た
。「
ジ
ャ
ン
プ
す
る
能
力

を
失
っ
た
蚤の
み

の
話
」「
金
に
変
わ
る
石
の
話
」
な
ど
は
毎

年
、
子
供
た
ち
に
話
し
て
い
た
。

「
あ
る
科
学
者
が
ね
、
実
験
し
た
の
。
一
メ
ー
ト
ル
く
ら

い
ジ
ャ
ン
プ
力
が
あ
る
蚤
を
集
め
て
、
三
十
セ
ン
チ
く
ら

い
の
高
さ
の
入
れ
物
に
入
れ
る
と
、
何
度
も
天
井
に
ぶ
つ

か
っ
て
い
た
け
ど
、
そ
の
う
ち
に
天
井
に
ぶ
つ
か
ら
な
い

よ
う
に
ジ
ャ
ン
プ
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
。
ど
う
し
て
だ

と
思
う
？
」

「
蚤
が
学
習
し
た
ん
だ
よ
。
賢
い
ね
」

と
子
供
た
ち
は
、
答
え
た
。

「
科
学
者
は
ね
、
毎
日
実
力
を
出
し
て
い
な
い
と
、
ジ
ャ

ン
プ
す
る
力
が
な
く
な
っ
ち
ゃ
う
と
言
っ
て
い
る
の
。
み

ん
な
は
、
今
日
何
パ
ー
セ
ン
ト
の
力
を
出
し
て
い
る
？
」

　

ど
の
子
も
こ
の
話
に
は
耳
を
傾
け
た
。

　

向
山
氏
は
、
本
屋
が
大
好
き
。
今
も
週
二
回
ほ
ど
本
を

買
い
に
行
く
。
ビ
ジ
ネ
ス
書
、
サ
ス
ペ
ン
ス
、
漫
画
等
々
。

　

私
は
昔
か
ら
、
サ
ス
ペ
ン
ス
以
外
は
読
ん
だ
こ
と
が
な

い
く
ら
い
の
サ
ス
ペ
ン
ス
好
き
。
森
村
誠
一
の
サ
ス
ペ
ン

ス
は
﹃
星
の
旗　

上
・
下
﹄（
角
川
グ
ル
ー
プ
パ
ブ
リ
ッ

シ
ン
グ
）
な
ど
、
ど
れ
も
面
白
い
。
向
山
氏
は
森
村
誠
一

の
大
フ
ァ
ン
。
そ
の
お
か
げ
で
、
森
村
氏
ご
本
人
に
お
会

い
し
た
こ
と
が
あ
る
。
知
的
な
方
だ
っ
た
。

面白い本を読めばいい
向山洋一氏は本に書かれた話をよくしてくださった。
向山氏の話の方が、本より分かりやすく面白かった。

一次資料を読め！
学習指導要領はバイブルだ。その「背景」と
新たな「学習科学」の知見から学ぶことが
求められる時代。

向山氏から習った
本の読み方

～そして今、私が
薦めるこの本～

向山氏から習った
本の読み方

～そして今、私が
薦めるこの本～

椿
つばき

原
はら

正
まさ

和
かず

師
もろ

尾
お

喜
き

代
よ

子
こ

熊本県・教授法創造研究所 株式会社 騒人社
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い
い
本
は
、
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
貫
か
れ
て
い
る
。

本
を
閉
じ
て
も
広
が
り
を
も
つ
。
シ
ナ
リ
オ
が
映
画
の
設

計
書
な
ら
⋮
⋮
定
規
と
コ
ン
パ
ス
が
い
る
！　

著
者
開
眼

の
一
瞬
で
あ
る
。
き
っ
か
け
は
設
計
技
師
の
言
葉
だ
っ
た
。

「
物
の
大
小
と
か
、
複
雑
と
か
単
純
と
か
関
係
な
い
。
空

を
飛
ぶ
飛
行
機
で
あ
れ
戦
艦
大
和
で
あ
れ
、
ま
た
顕
微
鏡

の
必
要
な
百
分
の
一
ミ
リ
単
位
の
小
物
で
あ
れ
、
な
ん

だ
っ
て
、
線
を
引
く
の
は
み
ん
な
同
じ
⋮
⋮
定
規
と
コ
ン

パ
ス
さ
え
あ
れ
ば
ね
」

　

得
ら
れ
た
知
識
が
実
用
的
な
価
値
を
生
み
出
す
ま
で
に

は
大
き
な
時
間
差
が
あ
る
。
著
者
の
橋
本
忍
の
場
合
も
例

外
で
は
な
か
っ
た
。
橋
本
の
師
匠
は
映
画
監
督
の
伊
丹
万

作
。「
視
点
は
ど
こ
だ
、
ど
こ
に
あ
る
！
」「
視
点
が
迷
っ

て
い
る
！
」「
作
者
の
目
は
何
を
見
て
い
る
！
」。
こ
う
し

た
言
葉
の
多
く
は
橋
本
に
は
消
化
不
良
だ
っ
た
。
あ
る
と

き
橋
本
は
、
伊
丹
の
指
導
か
ら
重
大
な
発
見
を
し
た
。

　

伊
丹
は
、
橋
本
の
脚
本
を
「
読
み
物
」
と
し
て
で
は
な

く
、「
映
画
の
設
計
書
」
と
し
て
見
て
い
る
。
様
々
な
設

計
の
ラ
イ
ン
（
線
）
が
交
錯
し
、
形
作
る
、
造
形
物
と
し

て
捉
え
て
い
る
。
シ
ナ
リ
オ
を
設
計
書
の
青
写
真
に
置
き

換
え
て
み
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
一
目
瞭
然
。
設
計
書
に
欠
落

す
る
線
、
あ
や
ふ
や
な
線
、
余
分
な
線
な
ど
が
あ
れ
ば
、

一
目
見
た
だ
け
で
、
そ
の
設
計
図
は
意
味
を
な
さ
な
い
。

「
自
分
も
ほ
し
い
、
い
つ
の
日
に
か
は
そ
の
定
規
と
コ
ン

パ
ス
が
」

　

手
職
の
積
み
重
ね
か
ら
く
る
、
勘
と
コ
ツ
の
よ
う
な
も

の
…
…
自
分
自
身
の
定
規
と
か
コ
ン
パ
ス
み
た
い
な
も
の

を
身
に
付
け
れ
ば
、
他
人
の
作
品
に
接
し
た
場
合
、
そ
の

定
規
や
コ
ン
パ
ス
が
瞬
時
に
セ
ン
サ
ー
と
し
て
作
動
し
、

優
れ
た
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
と
の
区
別
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
。
願
え
ば
叶
う
。
黒
澤
明
と
の
出
会
い
で
あ
る
。

徹
底
し
た
意
識
の
強
さ
と
深
さ
、
手
職
と
し
て
の
た
ゆ
ま

ぬ
修
練
に
よ
っ
て
、
黒
澤
は
独
自
の
定
規
と
コ
ン
パ
ス
を

手
に
し
て
い
た
。

﹃
複
眼
の
映
像
﹄
は
橋
本
忍
と
黒
澤
明
が
、
名
作
「
七
人

の
侍
」
の
制
作
過
程
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
二
人
と
も

残
っ
て
い
る
体
力
の
全
て
を
振
り
絞
り
、
た
だ
気
迫
と
気

力
だ
け
で
書
い
た
。
橋
本
は
心
か
ら
実
感
し
た
。

「
や
っ
と
自
分
な
り
の
定
規
と
コ
ン
パ
ス
を
掴
ん
だ
。
こ

れ
で
何
で
も
書
け
る
」

　

世
界
的
な
評
価
を
得
た
映
画
制
作
を
、
い
か
に
自
分
の

仕
事
に
引
き
寄
せ
る
か
。
そ
の
時
々
の
こ
と
を
原
理
原
則

ま
で
詰
め
て
い
っ
た
の
が
向
山
洋
一
氏
で
あ
る
。

「
私
が
一
年
担
任
の
と
き
、
千
葉
大
四
年
生
に
教
え
ま
し

た
。
授
業
は
同
じ
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
一
言
で
言
う
と

シ
ス
テ
ム
も
組
み
立
て
も
定
規
コ
ン
パ
ス
も
指
導
案
も
企

画
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
仕
事
や
実
践
を
通
し
て
そ
れ
を

身
に
付
け
よ
」︵
二
〇
〇
七
年
十
一
月
二
十
四
日
︶
 ※

　

森
信
三
は
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
に
小
学
校
教
員
を

務
め
て
い
る
。
二
十
歳
だ
っ
た
。
二
年
ほ
ど
の
勤
務
だ
っ

た
。
後
年
、
大
学
で
学
生
に
行
っ
た
講
義
記
録
が
本
書
で

あ
る
。

　

本
書
に
は
、
学
級
担
任
と
し
て
の
心
構
え
、
学
校
経
営
、

保
護
者
や
地
域
と
の
関
係
、
教
員
と
し
て
の
一
日
に
つ
い

て
、森
の
教
育
思
想
が
書
か
れ
て
い
る
。若
い
教
員
に
と
っ

て
は
必
読
の
書
で
あ
る
。

　

森
は
言
う
。

　

一
学
級
を
担
任
し
て
い
る
教
師
の
喜
び
と
い
う
も

の
は
、
そ
れ
ら
は
役
人
や
裁
判
官
な
ど
の
場
合
と
は

全
然
別
種
の
深
い
魂
の
喜
び
だ
と
い
っ
て
よ
い
と
思

う
の
で
す
。
で
は
ど
う
い
う
点
で
違
う
か
と
申
し
ま

す
と
、
端
的
に
い
え
ば
、
そ
れ
は
い
の
ち
と
い
の
ち

の
触
れ
合
う
喜
び
だ
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

こ
れ
こ
そ
は
教
師
に
の
み
与
え
ら
れ
る
深
い
恩
恵
だ

と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

（
二
七
ペ
ー
ジ
）

「
い
の
ち
と
い
の
ち
の
触
れ
合
う
喜
び
」
を
ど
う
解
釈
す

る
の
か
。
森
は
こ
の
言
葉
の
前
に
教
員
の
「
責
任
」
に
つ

い
て
言
及
し
て
い
る
。「
責
任
」
と
「
い
の
ち
の
触
れ
合

い
」、
こ
の
二
つ
の
言
葉
が
導
く
キ
ー
ワ
ー
ド
は
何
か
。

そ
れ
は
「
覚
悟
」
で
あ
る
。
緊
急
時
に
教
え
子
の
「
い
の

ち
」
を
守
れ
る
の
か
、
覚
悟
を
も
っ
た
行
動
を
取
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
、
そ
の
よ
う
な
意
味
が
僅
か
十
四
文
字
に

凝
縮
さ
れ
て
い
る
。

　

教
員
に
な
っ
た
そ
の
日
か
ら
、
担
任
を
受
け
持
っ
た
そ

の
日
か
ら
、
喜
び
の
裏
側
に
あ
る
覚
悟
を
意
識
し
て
ほ
し

い
。

　

毎
年
、
私
は
本
書
を
め
く
る
。
大
学
で
の
免
許
更
新
講

習
で
「
教
育
相
談
」
と
い
う
講
義
を
担
当
し
て
い
る
か
ら

だ
。
内
容
は
「
学
級
崩
壊
へ
の
対
応
」「
い
じ
め
対
応
」「
不

登
校
対
応
」「
特
別
支
援
教
育
」
で
あ
る
。

　

最
新
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
事
例
を
提
示
し
、
教
員
と

し
て
取
り
組
む
姿
勢
を
話
す
。
そ
の
デ
ー
タ
を
調
べ
て
い

て
愕が
く

然ぜ
ん

と
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

不
登
校
の
要
因
に
関
す
る
調
査
が
あ
る
。
教
員
の
回
答

で
は
「
家
庭
に
原
因
が
あ
る
」
が
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
最

も
多
い
。
し
か
し
、
子
供
の
回
答
で
は
「
教
員
と
の
関
係

に
原
因
が
あ
る
」
が
最
も
多
く
、
二
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
る
。
こ
の
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
の
原
因
は
何
か
。
原
因
の

一
つ
に
、
私
は
教
員
の
「
責
任
」「
覚
悟
」
の
希
薄
さ
が

あ
る
よ
う
に
思
え
る
。（
子
供
の
回
答
は
二
〇
一
八
年
度

Ｎ
Ｈ
Ｋ
調
査
。
不
登
校
の
中
学
生
対
象
。
教
員
の
回
答
は

文
科
省
調
査
）

　

ど
の
教
員
に
も
、
教
育
の
本
質
を
再
認
識
で
き
る
本
書

が
必
要
で
あ
る
。

『私と黒澤明　複眼の映像』
（橋本忍著　文藝春秋）
自分自身の定規とコンパスを身に付ければ、
優れたものとそうでないものとの区別ができるようになる。

教育の本質を突く名著
『理想の小学教師像』
（森信三著　致知出版社）
教育の原点に戻り、教員として覚悟をもつ。

教師よ、
この本を読め。

～読書を生活の一部に
してきた私の経験～

教師よ、
この本を読め。

～読書を生活の一部に
してきた私の経験～

松
まつ

藤
ふじ

司
つかさ

吉
よし

永
なが

順
じゅん

一
いちNPO法人 

教師と子どもの支援活動理事長 TOSS熊本

※
T
O
S
S
―S
N
S
ダ
イ
ア
リ
ー
よ
り
。
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１
﹃
身
銭
を
切
れ
﹄︵
ナ
シ
ー
ム
・
ニ
コ
ラ
ス
・
タ
レ
ブ

著　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
︶

「
身
銭
を
切
る
」
こ
と
の
重
要
性
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
学
ぶ

人
間
で
あ
れ
ば
誰
も
が
身
を
も
っ
て
納
得
し
て
い
る
。
身

銭
を
切
る
と
は
、
リ
ス
ク
を
取
る
こ
と
で
あ
る
。
リ
ス
ク

を
取
ら
な
け
れ
ば
得
る
も
の
は
な
い
。
筆
者
に
よ
る
と
、

リ
ス
ク
を
取
っ
て
行
動
す
る
こ
と
な
く
、
口
先
だ
け
で
こ

と
を
済
ま
す
無
責
任
な
者
た
ち
が
数
多
く
存
在
す
る
。
そ

う
い
う
輩や
か
ら

の
言
動
が
生
み
出
す
弊
害
を
、
筆
者
は
厳
し
く

批
判
す
る
。
内
容
は
﹃
反は
ん

脆ぜ
い

弱じ
ゃ
く

性せ
い

﹄（
ナ
シ
ー
ム
・
ニ
コ

ラ
ス
・
タ
レ
ブ
著　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）
と
重
な
る
。
ど

ち
ら
も
読
む
こ
と
を
勧
め
る
。

２
﹃
ア
フ
タ
ー
デ
ジ
タ
ル
２
﹄︵
藤
井
保
文
、
尾
原
和
啓

著　

日
経
Ｂ
Ｐ
︶

　

ア
フ
タ
ー
デ
ジ
タ
ル
の
世
界
観
や
Ｏ
Ｍ
Ｏ
の
概
念
、
先

進
企
業
の
取
組
を
紹
介
し
た
前
作
に
対
し
、
本
書
で
は
一

層
具
体
的
な
「
精
神
（
の
在
り
方
）」
と
「
能
力
」、
そ
し

て
「
方
法
論
」
が
扱
わ
れ
て
い
る
。
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
 ※

な
ビ
ジ
ネ
ス
と
顧
客
関
係
を
両
立
さ
せ
る
話
や
激
変
す
る

産
業
構
造
へ
の
対
応
策
等
は
、
我
々
教
師
の
仕
事
に
直
接

関
係
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
目
の
前
の
子
供
た

ち
が
（
も
ち
ろ
ん
我
々
も
）
生
き
る
社
会
に
つ
い
て
変
化

の
流
れ
を
捉
え
、
そ
の
仕
組
み
を
理
解
し
て
お
く
こ
と
は

極
め
て
重
要
だ
。「
Ｕ
Ｘ
へ
の
注
力
な
き
Ｄ
Ｘ
」
の
一
節

で
は
、
産
業
界
の
失
敗
と
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ

導
入
に
揺
れ
る
教
育
界
の
現
状
と
が
重
な
っ
て
見
え
、
し

ば
し
沈
思
黙
考
さ
せ
ら
れ
た
。

３
﹃
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
﹄︵
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
エ
プ
ス
タ
イ
ン
著

日
経
Ｂ
Ｐ
︶

　

一
言
で
言
え
ば
、「
ウ
ッ
ズ
対
フ
ェ
デ
ラ
ー
」
で
あ
る
。

チ
ェ
ス
や
ゴ
ル
フ
の
よ
う
に
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
、
正
確
な

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
得
ら
れ
る
世
界
で
は
、
狭
い
分
野
で

ひ
た
す
ら
に
経
験
を
積
ん
だ
人
材
が
有
利
で
あ
る
。
一
方
、

教
育
や
金
融
、
創
造
的
活
動
分
野
の
よ
う
に
ル
ー
ル
や
パ

タ
ー
ン
が
不
明
瞭
・
不
完
全
で
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
遅

く
不
正
確
な
環
境
で
は
、
経
験
を
積
ん
で
も
自
信
が
付
く

だ
け
で
、
の
み
な
ら
ず
経
験
に
よ
っ
て
誤
っ
た
学
習
が
強

化
さ
れ
る
恐
れ
も
あ
る
。
加
熱
す
る
「
早
期
教
育
」
や
「
早

期
の
専
門
特
化
」
に
事
実
を
も
っ
て
異
議
を
唱
え
た
良
書
。

４
﹃
疫
病
２
０
２
０
﹄︵
門
田
隆
将
著　

産
経
新
聞
出
版
︶

　

発
売
日
に
購
入
し
、
筆
者
一
流
の
取
材
力
と
圧
倒
的
な

筆
力
と
を
堪
能
し
た
。
我
が
国
の
コ
ロ
ナ
対
応
に
つ
い
て

事
実
を
知
り
た
い
な
ら
ば
必
読
の
一
冊
で
あ
る
。

５
﹃
青
春
の
読
書
﹄︵
渡
部
昇
一
著　

ワ
ッ
ク
︶

　

筆
者
の
読
書
遍
歴
を
つ
づ
っ
た
大
著
。
幼
少
期
か
ら
学

生
時
代
、
今
に
至
る
私
自
身
の
読
書
遍
歴
を
思
い
起
こ
し
、

重
ね
な
が
ら
楽
し
ん
だ
。
六
四
ペ
ー
ジ
の
連
載
で
紹
介
し

た
向
山
洋
一
氏
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
ぜ
ひ
一
読
さ
れ
た
い
。

　

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
は
世
界
が
激
変
す
る
。
そ
れ
を
踏
ま

え
て
五
冊
を
紹
介
す
る
。

１
﹃
学
校
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
﹄︵
堀
田
龍
也
ほ
か
著　

さ
く

ら
社
︶

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
前
倒
し
に
よ
り
、
一
人
一

台
Ｐ
Ｃ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
授
業
推
進
す
る
日
が
目
の
前
に

迫
っ
て
い
る
。
自
身
の
学
校
で
今
、
ど
の
よ
う
な
準
備
を

す
る
べ
き
か
が
明
確
に
な
る
一
冊
。

　

特
に
堀
田
氏
が
示
す
「
育
て
る
べ
き
人
材
像
の
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
」
の
三
項
目
、「
学
校
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
」
に
つ

い
て
は
、
全
職
員
に
共
有
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

２
﹃
ア
フ
タ
ー
デ
ジ
タ
ル
﹄︵
藤
井
保
文
、
尾
原
和
啓
著

　

日
経
Ｂ
Ｐ
︶

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
に
よ
っ
て
、
日
本
中
が
「
外
出
自

粛
」
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
今
ま
で
フ
ィ
ジ

カ
ル
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
の
ほ
と
ん
ど
が
「
オ
ン
ラ
イ

ン
」
に
移
行
し
た
。
実
際
に
、「Zoom

」
な
ど
で
の
遠
隔

授
業
を
経
験
す
る
学
校
も
出
て
き
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
 ※
の
際
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
必
要
か
、
オ
フ
ラ
イ
ン
で
は
何
が
必
要
か

な
ど
、
社
会
全
体
に
目
線
を
向
け
る
形
で
書
か
れ
て
い
る
。

３
﹃
反は
ん

脆ぜ
い

弱じ
ゃ
く

性せ
い

﹄︵
ナ
シ
ー
ム
・
ニ
コ
ラ
ス
・
タ
レ
ブ
著

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
︶

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
今
ま
で
「
絶
対
に
大
丈
夫
だ
」
と
思
っ

て
い
た
こ
と
が
崩
壊
し
た
。
教
師
こ
そ
、
こ
の
本
の
中
に

あ
る
「
反
脆
さ
」
と
い
う
柔
軟
な
発
想
を
身
に
付
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
一
読
す
る
と
、
難
し
い
印
象
を
受
け
る
。

し
か
し
、
諦
め
ず
に
読
み
進
め
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

４
﹃
新
・
観
光
立
国
論
﹄︵
デ
ー
ビ
ッ
ト
・
ア
ト
キ
ン
ソ

ン
著　

東
洋
経
済
新
報
社
︶

　

新
型
コ
ロ
ナ
流
行
は
、
観
光
業
に
も
大
き
な
影
を
落
と

し
た
。
教
師
に
と
っ
て
、「
地
域
と
の
連
携
」
を
考
え
る

際
に
、
子
供
た
ち
と
地
域
の
魅
力
に
つ
い
て
教
え
る
視
点

は
重
要
で
あ
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
一
〇
〇
％
近
く
壊
滅

し
た
今
、
日
本
が
ど
の
よ
う
に
復
活
し
て
い
く
か
を
子
供

た
ち
と
考
え
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
基
本
的
な
デ
ー
タ
と

し
て
こ
の
本
を
読
ん
で
お
く
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。

５
﹃
日
本
の
論
点
２
０
１
８
~
１
９
﹄︵
大
前
研
一
著　

プ
レ
ジ
デ
ン
ト
社
︶

　

二
〇
一
七
年
に
発
売
さ
れ
た
本
で
あ
る
。
こ
こ
に
書
か

れ
て
い
る
「
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」

の
未
来
は
ま
さ
に
、
二
〇
二
〇
年
の
現
在
の
姿
そ
の
ま
ま

で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
ふ
と
思
い
出
し
、
思
わ
ず
読
み
返

し
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
未
来
予
測
系
の
本
は
、
そ
の
年
に
買
っ
て

お
き
一
読
し
て
お
く
。
数
年
後
に
再
度
、
読
み
直
し
て
み

る
と
い
う
作
業
が
と
て
も
効
果
的
で
あ
る
。
ま
さ
に
時
代

の
潮
流
に
合
わ
せ
る
に
は
「
先
読
み
」
が
重
要
な
の
だ
。

「ベスト」でなく、
直感で選んだこの５冊
人様に本を薦めるのは難しい。その人の読書遍歴を知って初めて
「次なる一書」を提案できるものだからだ。書籍Ａを理解するには、
前提として書籍Ｂが必要だ。本を読むとは連続的、重層的な営みなのだ。

時代の潮流に合わせる読書は
「先読み」を目指す
アフターコロナの激変する世界を乗り切るこの５冊。

私が今年読んだ本のラン
キング ベスト５を公開
～超お薦め本とそのポイ
ントを教えます～

私が今年読んだ本のラン
キング ベスト５を公開
～超お薦め本とそのポイ
ントを教えます～

小
こ

嶋
じま

悠
ゆう

紀
き

長
は

谷
せ

川
がわ

博
ひろ

之
ゆき

長野県長野市立川田小学校 埼玉県熊谷市立奈良中学校

※
持
続
可
能
な
。

※
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
変
革
。
デ
ジ
タ
ル
が
デ
フ
ォ
ル
ト
︵
通
常
︶
に
な
っ
て
い
く
こ
と
。



w
i
t
h
コ
ロ
ナ
の
冬
に
向
山
型
読
書
で
教
師
力
を
高
め
る

私
の
「
お
薦
め
本
」
と
読
書
術
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１

単
位
を
寄
せ
集
め
て
免
許
取
得
し
た
け
ど

　

教
員
免
許
に
必
要
な
科
目
を
履
修
し
始
め
た
の
は
、
工

学
部
の
三
年
に
な
っ
て
か
ら
だ
っ
た
。
他
学
部
の
授
業
に

出
て
単
位
を
寄
せ
集
め
た
。
テ
ス
ト
の
解
答
用
紙
に
「
教

師
に
な
る
た
め
、
こ
の
単
位
が
必
要
だ
」
と
嘆
願
文
を
書

い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
旧
版
の
ま
え
が
き
に
あ
る
よ
う
に
、

「
無
免
許
」
で
教
師
人
生
を
始
め
た
。
し
か
も
、
荒
れ
で

有
名
な
学
校
。
ス
タ
ー
ト
の
理
科
授
業
は
、
仮
説
実
験
授

業
で
何
と
か
乗
り
切
っ
た
が
、
立
ち
歩
き
や
お
し
ゃ
べ
り

に
対
し
て
、
モ
グ
ラ
た
た
き
状
態
で
の
授
業
だ
っ
た
。
喉

が
痛
く
な
る
ほ
ど
の
声
で
叫
ぶ
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
。

２

付
箋
、
マ
ー
カ
ー
だ
ら
け
、
手
垢
で
黒
く
な
っ
た

「
こ
の
部
分
が
」
と
挙
げ
始
め
た
ら
、
き
り
が
な
い
ほ
ど

本
書
か
ら
学
ん
だ
。
い
や
、
今
も
読
み
返
し
て
学
ん
で
い

る
。
ま
さ
に
バ
イ
ブ
ル
。
本
書
で
ダ
メ
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
当
て
は
ま
る
こ
と
だ
ら
け
だ
っ
た
。

①
発
問
・
指
示
は
短
く
限
定
し
て
述
べ
よ
。︵
二
一
ペ
ー
ジ
︶

　

恥
ず
か
し
い
こ
と
に
、
発
問
や
指
示
と
い
う
概
念
も
な

く
、
ダ
ラ
ダ
ラ
と
話
し
て
い
た
。「
三
十
秒
を
超
え
る
説

明
は
ダ
メ
で
す
」
に
当
て
は
ま
る
こ
と
ば
か
り
だ
っ
た
。

②
手
に
何
か
持
っ
て
い
る
状
態
で
指
示
し
た
の
は
指
示
し

た
う
ち
に
入
ら
な
い
。︵
二
九
ペ
ー
ジ
︶

　

も
の
を
手
放
さ
な
く
て
は
、
注
意
が
教
師
に
向
か
な
い
。

こ
の
こ
と
を
実
感
し
た
の
は
、
保
育
園
で
の
授
業
だ
。
保

育
士
の
「
手
は
お
膝
」
と
い
う
指
示
に
納
得
。

③「
も
の
」
が
な
い
「
理
科
の
授
業
」
は
、
理
科
の
授
業

と
は
呼
び
難
い
。︵
三
四
ペ
ー
ジ
︶

　

こ
の
一
文
で
、「
も
の
な
し
」
理
科
授
業
を
徹
底
排
除
。

石
一
つ
、
草
一
本
で
も
持
ち
込
む
よ
う
に
し
た
。
も
の
に

子
供
た
ち
の
視
線
が
集
中
す
る
。
教
科
書
の
写
真
に
比
べ
、

本
物
の
も
つ
質
感
、
触
っ
た
感
触
の
効
果
は
計
り
知
れ
な

い
ほ
ど
大
き
い
。
観
察
実
験
も
、
と
こ
と
ん
行
っ
た
。

　

高
校
入
試
か
ら
帰
っ
て
き
て
、「
問
題
文
を
見
る
と
実

験
場
面
が
頭
に
思
い
浮
か
ん
で
、
理
科
は
簡
単
だ
っ
た
」

と
言
っ
た
生
徒
が
い
た
。
学
力
向
上
に
も
つ
な
が
っ
た
。

④
せ
め
て
次
の
よ
う
に
聞
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
分
か
ら
な

い
人
い
ま
す
か
？
︵
四
四
ペ
ー
ジ
︶

　

追
試
し
て
ビ
ッ
ク
リ
。
学
年
ト
ッ
プ
の
生
徒
が
手
を
挙

げ
た
。
分
か
ら
な
く
て
も
「
分
か
り
ま
せ
ん
」
と
言
え
な

い
生
徒
た
ち
な
の
だ
。
そ
の
後
は
、「
ち
ゃ
ん
と
聞
い
て

い
て
も
分
か
ら
な
い
の
は
、
先
生
の
責
任
。
何
度
で
も
分

か
ら
な
い
と
言
っ
て
ね
。
分
か
る
ま
で
質
問
し
て
ね
」
と

言
う
よ
う
に
し
て
い
る
。
大
学
の
授
業
で
も
、学
生
が
「
こ

の
授
業
で
は
質
問
し
や
す
い
」
と
言
っ
て
く
れ
る
。

＊
ペ
ー
ジ
は
、
学
芸
み
ら
い
社
の
新
版

　

最
初
に
読
ん
だ
向
山
洋
一
氏
の
本
は
﹃
子
供
を
動
か
す

法
則
と
応
用
﹄（
明
治
図
書
）。
財
布
を
空
に
し
て
手
に
し

た
数
冊
。
そ
れ
が
私
の
人
生
を
変
え
た
。
中
で
も
本
書
は

衝
撃
的
だ
っ
た
。
初
め
て
の
教
育
書
一
気
読
み
だ
っ
た
。

　

私
た
ち
教
師
は
、
子
供
と
い
う
弱
い
人
間
を
対
象

と
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、
な
り
ふ
り
か
ま
わ
ず
や
れ
ば
、

子
供
を
動
か
せ
る
こ
と
も
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
よ
う

な
場
合
は
、
子
供
が
傷
つ
い
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

（
二
八
ペ
ー
ジ
）

「
な
り
ふ
り
か
ま
わ
ず
」
や
っ
て
し
ま
う
の
は
、
教
師
に

「
技
術
」
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
新
卒
二
年
目
の
私
に
は
、

当
然
そ
れ
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
自
分
に
「
技
術
」
が

身
に
付
く
ま
で
「
な
り
ふ
り
か
ま
わ
ず
」
や
ら
な
い
で
済

む
ほ
ど
、
ク
ー
ル
で
は
な
か
っ
た
。
熱
か
っ
た
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
、目
の
前
の
子
供
た
ち
に
は
「
全
力
」
で
ぶ
つ
か
っ

た
。
全
取
り
組
み
を
ガ
チ
ン
コ
で
や
っ
た
。
肩
に
力
が
入

り
過
ぎ
の
上
、
不
器
用
。
子
供
た
ち
は
さ
ぞ
迷
惑
だ
っ
た

だ
ろ
う
。
だ
が
、
私
は
こ
の
文
を
知
っ
て
い
た
。
今
の
自

分
に
は
無
理
で
も
、
い
ず
れ
「
技
術
」
を
身
に
付
け
れ
ば

「
な
り
ふ
り
か
ま
わ
ず
」
が
な
く
な
る
と
信
じ
て
い
た
。

だ
か
ら
勉
強
（
修
業
）
を
続
け
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。「
最

初
に
出
会
っ
た
本
物
の
書
物
（
師
匠
）」
に
人
生
は
規
定

さ
れ
る
。「
な
り
ふ
り
か
ま
わ
ず
」
や
ら
な
く
て
済
む
よ

う
に
な
る
の
に
、
そ
れ
か
ら
四
半
世
紀
程
を
要
し
た
。
随

分
長
い
道
の
り
だ
っ
た
が
、「
頂
が
見
え
て
い
る
」
こ
と

が
最
大
の
強
み
だ
っ
た
。
芸
道
と
は
、
お
お
む
ね
こ
う
だ
。

趣
味
で
や
る
な
ら
、
そ
れ
が
一
番
楽
し
い
。
し
か
し
、
職

人
と
し
て
一
芸
に
秀
で
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
並
の
人
生

は
送
れ
な
い
。教
師
の
世
界
は
素
人
集
団
だ
。趣
味
で
や
っ

て
い
る
よ
う
な
人
た
ち
が
ほ
と
ん
ど
。
だ
か
ら
、
か
つ
て

の
私
の
よ
う
に
「
熱
い
」
だ
け
の
教
師
は
「
な
り
ふ
り
か

ま
わ
ず
」
で
子
供
た
ち
を
傷
つ
け
る
。
し
か
し
、
熱
の
な

い
教
師
が
「
職
人
」
の
域
ま
で
達
す
る
こ
と
は
、
絶
対
に

な
い
。
趣
味
は
趣
味
、
素
人
は
素
人
で
あ
る
。
自
分
で
は

分
か
ら
な
い
。

「
子
供
を
傷
つ
け
ず
に
指
導
（
授
業
）
す
る
」
こ
れ
は
、

私
の
永
遠
の
テ
ー
マ
だ
っ
た
。
二
〇
代
で
こ
れ
を
イ
ン

プ
ッ
ト
さ
れ
た
私
は
、
学
校
の
全
て
の
仕
事
を
通
じ
て
、

こ
こ
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
傾
注
し
た
。
特
別
支
援
学
級
を
担

任
し
た
と
き
は
、
特
に
「
弱
い
人
間
」
と
毎
日
を
過
ご
し

な
が
ら
、
学
校
が
彼
ら
を
「
傷
つ
け
て
い
る
」
の
を
実
感

し
た
。
入
っ
て
み
な
け
れ
ば
見
え
な
い
こ
と
だ
ら
け
だ
っ

た
。
入
る
前
の
私
も
、
同
様
に
彼
ら
を
山
ほ
ど
「
傷
つ
け

て
」
い
た
の
で
あ
る
。「
優
し
い
先
生
」
に
な
る
の
で
は

な
い
。「
腕
の
良
い
先
生
」
が
優
し
い
の
で
あ
る
。
教
師

を
辞
め
て
か
ら
も
な
お
、
い
や
ま
す
ま
す
、
私
の
教
育
観

の
原
点
は
こ
の
書
に
あ
る
。

20代で出会えたからこそ
真綿にしみた言葉
「教育技術の法則化運動」に初期から参加できた教師は幸せだ。
激動の時代を共に闘った歴戦の勇士達。華やかで輝いていた。
学校でもけんかをするが、サークルでも合宿でもやっていた。
皆が真剣に「教育（界）」を変えようと思っていた。その連帯は、
向山洋一氏が紡ぎ出す「言葉」に依拠していた。ほかは無い。

『新版　授業の腕を上げる法則』
（向山洋一著　学芸みらい社）
は、私の教師人生のバイブル

教員免許を何とか取得したが、発問・指示などの意識ゼロで
教師人生をスタート。手あかが付くほどバイブルのように
読み返している。読むたびに学びがある。

向山氏の「この本の
この部分」が、私の
教師人生を変えた

～向山洋一氏の著書から
何をどう学んだのか～

向山氏の「この本の
この部分」が、私の
教師人生を変えた

～向山洋一氏の著書から
何をどう学んだのか～

小
こ

森
もり

栄
えい

治
じ

伴
ばん

一
かず

孝
たか

日本理科教育支援センター T-Tuber（元長崎県教員）
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コ
ロ
ナ
の
冬
に
向
山
型
読
書
で
教
師
力
を
高
め
る

私
の
「
お
薦
め
本
」
と
読
書
術

特集
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１

心
に
突
き
刺
さ
っ
た
向
山
洋
一
氏
と
伴
一
孝
氏
の
言
葉

読
書
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
顔
を
見
れ
ば
分
か
る
。

　

向
山
氏
の
こ
の
言
葉
は
、
読
書
を
苦
手
だ
と
思
っ
て
い

た
私
に
は
衝
撃
だ
っ
た
。
私
は
き
っ
と
読
ん
で
い
な
い
こ

と
が
分
か
る
顔
を
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

向
山
氏
の
三
番
弟
子
で
あ
り
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検

定
十
段
の
伴
氏
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

一
週
間
の
読
書
量
=
十
冊
×
段
位

　

私
は
、Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
授
業
技
量
検
定
七
段
で
あ
る
。
十（
冊
）

×
七（
段
）。つ
ま
り
、
週
に
七
十
冊
読
む
必
要
が
あ
る
。

　

ま
ず
は
、「
質
よ
り
量
」
と
決
め
た
。
私
は
、
読
書
量

を
増
や
す
た
め
に
様
々
な
工
夫
を
し
た
。
そ
の
一
つ
が

「
読
書
会
」
で
あ
る
。
強
制
的
に
本
を
読
む
場
を
設
定
し

た
の
で
あ
る
。

２

読
書
会
三
種

　

私
が
企
画
す
る
読
書
会
は
三
パ
タ
ー
ン
あ
る
。

Ａ　

講
師
を
招
い
て
行
う
読
書
会　

二
~
三
時
間

Ｂ　

自
宅
で
行
う
読
書
会
（
お
茶
会
付
き
）　

二
時
間

Ｃ　

例
会
や
懇
親
会
、朝
活
等
で
行
う
読
書
会　

約
十
分

　

こ
れ
ま
で
伴
氏
を
招
き
、
Ａ
の
読
書
会
を
八
回
開
催
し

た
。
以
下
は
、
そ
の
内
容
で
あ
る
。

１　

向
山
洋
一
氏
全
集
百
冊
読
書
会

２　

向
山
洋
一
氏
著
書
百
冊
読
書
会

２　

法
則
化
シ
リ
ー
ズ
百
冊
読
書
会

３　

伴
一
孝
氏
著
作
百
冊
読
書
会

４　

教
養
書
百
冊
読
書
会

５　

読
書
入
門
の
会　

課
題
図
書
﹃
ア
イ
デ
ア
の
つ

く
り
方
﹄（
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
Ｗ
・
ヤ
ン
グ
著　

Ｃ
Ｃ

Ｃ
メ
デ
ィ
ア
ハ
ウ
ス
）

６
~
８　

好
き
な
本
十
冊
持
参
読
書
会

　

読
書
会
は
、
当
日
ま
で
の
「
本
探
し
」
か
ら
始
ま
る
。

自
然
と
本
に
触
れ
る
機
会
が
増
え
た
。

　

百
冊
の
本
を
二
時
間
以
内
で
読
む
。
感
想
を
言
い
合
う

時
間
も
必
要
で
あ
る
か
ら
、
実
質
は
も
っ
と
短
く
な
る
。

短
い
時
間
で
ぱ
っ
と
読
ん
で
、
感
想
を
言
う
経
験
を
繰
り

返
す
こ
と
で
、
脳
が
鍛
え
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
感
じ
た
。

「
め
く
る
だ
け
で
い
い
」

と
伴
氏
は
言
う
。
読
書
会
を
通
し
て
、
世
の
中
に
は
す
ば

ら
し
い
本
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
そ
れ
ら
の
本
に
出
会
う
た

め
に
は
、
と
に
か
く
一
冊
で
も
多
く
の
本
を
め
く
る
必
要

が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
も
「Zoom

」
で
読
書
会
を
続
け
て
い
る
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
読
書
会
の
ル
ー
ル
は
二
つ
。

①
課
題
本
を
読
ん
で
参
加
す
る
。

②
全
員
感
想
を
話
す
が
、
感
想
に
対
し
て
批
判
は
し
な
い

（
何
を
思
っ
て
も
自
由
）。

　

読
書
会
の
名
前
は
、「
価
値
が
三
倍
以
上
に
な
る
デ
ィ
ー

プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
読
書
会
」。「
で
き
る
人
の
読
書
術
」（
堀

紘
一
著　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）
を
参
考
に
、
こ
の
読
書
会

を
企
画
し
た
。

　

読
書
に
勝
ち
負
け
は
な
い
が
、
一
冊
の
本
を
巡
っ
て

二
人
で
感
想
戦
を
行
う
と
、
自
分
一
人
の
読
書
で
は
得

ら
れ
な
い
気
付
き
と
学
び
が
あ
る
。
そ
れ
が
本
を
読
む

デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
効
果
を
一
層
高
め
て
く
れ
る
。

⑴
各
月
の
担
当
者
が
、
事
前
に
一
冊
の
お
薦
め
本
を
紹
介

す
る
。
こ
れ
ま
で
に
レ
コ
メ
ン
ド
さ
れ
た
本
は
﹃
カ
ー

ネ
ギ
ー
話
し
方
教
室
﹄（
Ｄ
・
カ
ー
ネ
ギ
ー
著　

ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
社
）、﹃
疫
病
２
０
２
０
﹄（
門
田
隆
将
著　

産
経
新
聞
出
版
）、﹃
リ
ー
ダ
ー
の
本
義
﹄（
門
田
隆
将

著　

日
経
Ｂ
Ｐ
）。

⑵
メ
ン
バ
ー
は
、
読
書
会
ま
で
に
本
を
読
む
。

⑶
読
書
会
で
、
自
分
の
感
想
を
言
う
。

　

こ
れ
だ
け
だ
。
開
催
時
間
は
一
時
間
。
小
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
感
想
を
言
う
。

　

一
時
間
、
小
グ
ル
ー
プ
で
感
想
を
言
う
だ
け
で
楽
し
い

の
？　

そ
ん
な
心
配
は
杞き

憂ゆ
う

。
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
時
間
が

足
り
な
い
ほ
ど
盛
り
上
が
る
。

　

グ
ル
ー
プ
の
進
行
は
、輪
番
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー（
進

行
役
、
誘
導
役
）
が
行
う
。

　

誰
か
に
「
正
解
」
を
教
え
て
も
ら
お
う
と
い
う
ス
タ
ン

ス
で
参
加
し
て
も
全
く
意
味
が
な
い
。
自
分
の
感
想
を
素

直
に
話
す
こ
と
が
、
大
切
な
の
だ
。
正
解
を
話
す
の
で
は

な
く
、
素
直
に
思
っ
た
こ
と
、
考
え
た
こ
と
を
話
す
。「
良

書
」
を
囲
ん
で
そ
う
し
た
話
を
す
る
場
は
、
大
人
に
な
っ

た
今
、
と
て
も
貴
重
な
場
で
あ
る
。

　

何
人
か
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

◆
知
的
な
営
み
に
参
加
で
き
て
、
平
日
夜
に
ワ
ク
ワ
ク
し

ま
し
た
。
な
ん
だ
か
斜
め
に
構
え
た
語
り
に
な
っ
て
し

ま
い
、
反
省
し
て
い
た
次
第
で
す
。
伸
び
伸
び
語
り
合

い
な
が
ら
、
議
論
も
し
て
み
た
い
で
す
。︵
水
本
氏
︶

◆
こ
の
本
を
ス
タ
ー
ト
と
し
て
読
み
た
い
本
が
む
く
む
く

と
湧
い
て
き
た
。
読
書
会
の
良
い
と
こ
ろ
は
深
読
み
が

で
き
る
こ
と
と
、
広
く
読
書
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
る

と
こ
ろ
だ
。
来
月
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
。︵
溝
端
氏
︶

◆
手
塚
先
生
！

　

皆
さ
ん
、
楽
し
い
会
で
し
た
。
最
高
に
！

　

感
謝
し
ま
す
。︵
町
田
氏
︶

価値が３倍以上になる
ディープラーニング読書会
読書会は、自分の内側に眠っている宝と出合う時間。
自分の言葉に自信が湧く。

「読書会」の機会を作ることで、
読書量を増やし、読書が常の
集団にする
向山洋一氏「読書をしているかどうかは、顔を見れば分かる」
伴一孝氏「一週間の読書量＝十冊×段位」
心に突き刺さる言葉で私の読書人生が始まった。
読書量が多い人と読書会をすることで、本の選び方、読み方が
変わり、量から質へ転換され、自分を高めることができる。

楽しくて学びがいっぱい
「読書会」のススメ
～どんな本を読んでどんな
楽しい話をしているのか
ちょっぴり教えます～

楽しくて学びがいっぱい
「読書会」のススメ
～どんな本を読んでどんな
楽しい話をしているのか
ちょっぴり教えます～

井
い

戸
ど

砂
さ

織
おり

手
て

塚
づか

美
み

和
わ

愛知県豊田市立東保見小学校 静岡県静岡市立清水有度第二小学校
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た
か
を
書
こ
う

・
こ
の
話
か
ら
学
ん
だ
三
つ
の

こ
と
を
書
こ
う

　

読
み
終
わ
っ
た
子
が
教
師
の
と
こ

ろ
に
や
っ
て
き
た
ら
、「
ブ
ッ
ク
レ

ポ
ー
ト
」
の
カ
ー
ド
を
選
ば
せ
、

「
ど
れ
で
も
選
ん
で
、
自
由
に
書
い

て
ご
ら
ん
」

と
言
え
ば
い
い
。

・
自
分
で
読
み
た
い
本
を
選
ぶ
。

・
多
く
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
か
ら
好
き

な
も
の
を
選
ぶ
。

・
書
い
た
も
の
を
読
み
合
っ
て
返
事

を
書
く
。

　

そ
う
い
っ
た
、「
選
択
す
る
」
活

動
が
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

び
へ
と
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。

　

欧
米
で
は
、「
ブ
ッ
ク
レ
ポ
ー
ト
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
非
常
に
数
多
く

の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
が
作
成
さ
れ
て
い

る
。

　

例
え
ば
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
ズ
・
ペ
イ
・

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
ズ
（
ア
メ
リ
カ
の
教

師
百
十
万
人
が
集
い
、
授
業
プ
ラ
ン

や
教
材
を
売
買
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
・

マ
ー
ケ
ッ
ト
プ
レ
イ
ス
）
で
検
索
す

る
と
、
山
の
よ
う
に
出
て
く
る
。

　

こ
の
よ
う
な
も
の
を
、
日
本
で
も

開
発
し
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
だ
。

　

私
が
購
入
し
た
低
学
年
用
の
ブ
ッ

ク
レ
ポ
ー
ト
に
は
、
二
十
一
の
テ
ン

プ
レ
ー
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

　

例
え
ば
次
の
よ
う
な
項
目
が
あ
る
。

・
一
番
面
白
か
っ
た
と
こ
ろ

・
絵
に
描
い
て
み
よ
う

・
主
人
公
は
誰

・
主
人
公
を
説
明
す
る
形
容
詞

を
六
つ
書
こ
う

・
始
め
、
中
、
終
わ
り
で
要
約

し
よ
う

・
問
題
を
ど
う
や
っ
て
解
決
し

何
冊
あ
る
と
思
う
？

　

十
冊
あ
る
と
思
う
？

　

も
っ
と
た
く
さ
ん
あ
る
と
思

う
人
？

　

な
ど
の
よ
う
に
子
供
た
ち
を
引
き

付
け
な
が
ら
、

「
も
っ
と
あ
り
ま
す
！
」

と
言
っ
て
、
そ
れ
ら
の
本
を
出
す
。

指
示
２

ど
れ
で
も
、
読
み
た

い
本
を
読
ん
で
い
い
で
す
。

　
　

読
み
終
わ
っ
た
ら
、
先
生

の
と
こ
ろ
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

以
上
で
全
体
へ
の
指
示
は
終
了
で

あ
る
。
用
意
す
る
本
は
い
ず
れ
も
短

め
の
話
が
い
い
だ
ろ
う
。

　

読
ん
だ
本
を
カ
ー
ド
に
書
い

て
、
友
達
に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

　

五
五
ペ
ー
ジ
に
、
そ
う
書
い
て
あ

る
。
こ
の
単
元
が
ね
ら
っ
て
い
る
活

動
は
、
こ
れ
な
の
だ
。

３
「
ブ
ッ
ク
レ
ポ
ー
ト
」
を

書
か
せ
る
読
書
指
導
の
実
際

　

年
間
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
、
読
書
指

導
は
こ
こ
で
は
扱
わ
な
い
と
い
う
判

断
が
学
年
で
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
も
ち
ろ
ん
別
で
あ
る
。
先
生
方

が
年
度
当
初
に
計
画
す
る
こ
と
だ
。

　

し
か
し
、
教
科
書
に
沿
っ
て
こ
の

単
元
を
生
か
す
の
で
あ
れ
ば
、
こ
こ

で
は
読
書
指
導
を
し
な
け
れ
ば
意
味

が
な
い
。

　

教
科
書
に
例
示
さ
れ
て
い
る
「
読

書
カ
ー
ド
」
に
は
、
次
の
こ
と
を
書

く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

・
本
の
題
名

・
出
て
く
る
人
や
動
物

・
好
き
な
と
こ
ろ
、
面
白
か
っ

た
と
こ
ろ

・
自
分
の
名
前

　

こ
の
「
木
や
り
ん
ご
の
形
を
し
た

カ
ー
ド
」
を
い
っ
ぱ
い
作
っ
て
お
く

必
要
が
あ
る
。

２
「
読
書
」と「
ブ
ッ
ク
レ
ポ
ー

ト
」
を
中
心
に
す
る
授
業

　

私
な
ら
、
次
の
よ
う
に
授
業
す
る
。

指
示
１
「
お
か
ゆ
の
お
な
べ
」

と
い
う
お
話
だ
ね
。
読
ん
で

み
よ
う
。

　

ま
ず
は
楽
し
く
、
最
後
ま
で
読
み

聞
か
せ
を
す
る
。

説
明
面
白
か
っ
た
ね
。
こ
ん
な

面
白
い
本
が
ほ
か
に
も
い
っ

ぱ
い
あ
る
ん
だ
よ
。

　

教
科
書
四
二
ペ
ー
ジ
を
開
か
せ
る
。

　

み
ん
な
は
、
ど
れ
が
読
み
た

い
で
す
か
。

　

教
科
書
に
は
六
冊
も
紹
介
さ

れ
て
い
る
ね
。
で
も
ね
、
図
書

室
に
は
も
っ
と
い
っ
ぱ
い
あ
る

ん
で
す
よ
。
先
生
、
ち
ょ
っ
と

教
室
に
持
っ
て
き
た
ん
だ
け
ど
、

「
ぐ
つ
ぐ
つ
」
や
「
こ
と
こ
と
」
な

ど
が
予
想
さ
れ
る
反
応
だ
と
い
う
。

　

こ
れ
も
楽
し
い
授
業
に
な
り
そ
う

だ
。
し
か
し
、「
ぐ
つ
ぐ
つ
」
や
「
こ

と
こ
と
」
等
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
の

オ
ノ
マ
ト
ペ
で
留
ま
っ
て
い
る
の
で

は
、
い
ま
一
歩
つ
ま
ら
な
い
。

「
ぐ
わ
ら
ん　

ぐ
わ
ら
ん
」

「
ぶ
つ
ぷ
つ
ぷ
る
ぷ
つ
」

　

等
々
…
…

「
本
当
に
そ
ん
な
音
が
す
る
の
か

な
」
と
批
判
的
に
考
え
、
お
鍋
が
煮

え
る
と
こ
ろ
を
リ
ア
ル
に
想
像
し
、

子
供
し
か
考
え
付
か
な
い
よ
う
な
言

葉
が
た
く
さ
ん
出
て
く
る
授
業
な
ら

ば
、
さ
ら
に
面
白
く
な
る
だ
ろ
う
。

　

い
ず
れ
も
、
い
い
ア
イ
デ
ア
だ
と

思
う
。
授
業
の
中
心
を
こ
の
物
語
の

読
解
に
お
い
た
な
ら
ば
、
あ
り
得
る

展
開
だ
。

　

し
か
し
、
こ
の
単
元
が
ね
ら
っ
て

い
る
の
は
、
本
来
は
そ
う
い
っ
た
こ

と
で
は
な
い
。

１
言
葉
に
着
目
さ
せ
、

物
語
を
読
解
さ
せ
る
授
業

　

サ
ー
ク
ル
で
先
生
方
に
授
業
し
て

も
ら
っ
た
。

　

先
生
方
の
多
く
は
「
お
か
ゆ
の
お

な
べ
」
を
読
解
さ
せ
よ
う
と
す
る
授

業
を
考
え
た
。

発
問
例
１
「
お
な
べ
は
と
ま
り

ま
せ
ん
。」
と
、
同
じ
意
味
の

文
は
ど
れ
で
す
か
。

発
問
例
２

お
鍋
か
ら
お
か
ゆ

が
出
て
く
る
の
が
止
ま
ら
な

か
っ
た
の
は
、
女
の
子
じ
ゃ

な
く
て
、
お
母
さ
ん
が
呪
文

を
言
っ
た
か
ら
駄
目
だ
っ
た

ん
だ
よ
ね
。

　

い
ず
れ
も
「
言
葉
」
に
着
目
さ
せ

て
い
る
。
意
見
が
分
か
れ
る
可
能
性

が
高
い
。

　

楽
し
い
授
業
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

あ
る
い
は
、「
オ
ノ
マ
ト
ペ
」
に

着
目
さ
せ
る
授
業
も
あ
っ
た
。

発
問
例
３

お
鍋
は
「
ぐ
ら
ぐ

ら
」
と
煮
え
る
の
か
な
。
ほ

か
に
も
煮
え
方
は
あ
り
ま
す

か
。
書
い
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

読書指導を楽しくす
る多彩な「ブックレ
ポート」のすすめ

「むかしばなしをよもう『おか
ゆのおなべ』」の授業展開例。

東京都・玉川大学教職大学院 教授

谷
たに

和
かず

樹
き

TOSS授業技量検定十段
谷和樹の国語授業

4・8・1月号特別企画！ 谷和樹の国語・算数授業算
国

国語
Japanese1年

構成：松
まつ

山
やま

英
ひで

樹
き

神奈川県川崎市立西御幸小学校

D
D

光村図書・1年下・p.44-45

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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教
師
:
お
隣
同
士
で
聞
き
合
い
っ
こ

を
し
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。

＊
多
く
の
子
が
合
格
し
た
頃
に
⋮
⋮

教
師
:
そ
れ
で
は
、
自
信
の
あ
る
人

か
ら
先
生
が
聞
い
て
あ
げ
ま
す
。

＊
教
師
の
と
こ
ろ
に
来
た
子
か
ら
、

教
師
の
前
で
ス
ピ
ー
チ
を
さ
せ
る
。

　

最
初
は
ほ
と
ん
ど
「
不
合
格
」
に

な
る
。

「
声
が
聞
こ
え
ま
せ
ん
、
不
合
格
」

「
先
生
を
見
な
が
ら
言
っ
て
ね
。
不

合
格
」

「
止
ま
っ
ち
ゃ
っ
た
ね
。
不
合
格
」

　

こ
の
よ
う
に
、
自
分
が
選
ん
だ
メ

モ
を
も
と
に
、
ス
ピ
ー
チ
を
練
習
さ

せ
、
評
定
す
る
。
ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
。

テ
ン
ポ
よ
く
す
る
こ
と
。
明
る
く
に

こ
や
か
に
す
る
こ
と
。

　

次
の
時
間
か
ら
、「
み
ん
な
の
前

で
発
表
」
し
て
い
く
よ
う
に
さ
せ
る
。

欧
米
の
子
供
た
ち
は
、「Show

 and 
T

ell

」
で
ス
ピ
ー
チ
を
学
習
し
て
い

る
。
数
種
の
メ
モ
を
知
り
、
選
択
し
、

そ
し
て
体
験
す
る
こ
と
が
、
ス
ピ
ー

チ
の
向
上
に
つ
な
が
る
。

︵「
せ
つ
め
い
メ
モ　

３
」︶

教
師
:
自
分
た
ち
で
読
ん
で
ご
ら
ん

な
さ
い
。

教
師
:
こ
れ
は
ど
ん
な
説
明
の
や
り

方
で
す
か
？

児
童
:
本
当
に
や
っ
て
見
せ
る
や
り

方
で
す
。

教
師
:
実
演
っ
て
い
う
の
は
、
本
当

に
や
っ
て
見
せ
る
こ
と
だ
ね
。

５
ス
ピ
ー
チ
が
変
わ
る
！

教
師
:
そ
れ
で
は
、
実
際
に
挑
戦
し

て
み
ま
す
。

教
師
:
ど
れ
か
、
好
き
な
メ
モ
を
選

び
な
さ
い
。

教
師
:
選
べ
た
ら
、
自
分
が
説
明
し

た
い
昔
の
遊
び
の
説
明
メ
モ
を

つ
く
り
ま
す
。

︵
記
入
し
や
す
い
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
型

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
配
付
︶

教
師
:
で
き
た
ら
持
っ
て
来
な
さ
い
。

＊
個
別
に
指
導
す
る
。
合
格
・
不
合

格
を
評
定
し
て
あ
げ
る
。

教
師
:
合
格
し
た
人
か
ら
、
ス
ピ
ー

チ
の
練
習
を
し
て
い
な
さ
い
。

ら
ん
な
さ
い
。

児
童
:
ど
う
し
た
ら
勝
ち
な
の
か
。

児
童
:
手
順
。

教
師
:
遊
び
の
手
順
で
す
ね
。

４
ス
ピ
ー
チ
が
激
変
す
る

「
せ
つ
め
い
メ
モ　

３
！
」

教
師
:
な
ん
と
！　

説
明
メ
モ
の
書

き
方
は
、
ま
だ
あ
り
ま
す
。

教
師
:
最
後
は
何
で
す
か
？

児
童
:
感
想
で
す
。

教
師
:
真
ん
中
に
は
二
つ
書
い
て
あ

り
ま
す
。
お
隣
の
人
に
言
っ
て
ご

教
師
:
最
初
に
何
が
書
い
て
あ
り
ま

す
か
？

児
童
:
全
体
を
一
言
で
説
明
し
て
い

ま
す
。

１
教
科
書
ど
お
り
の
「
せ
つ
め

い
メ
モ
」

教
師
:
前
の
時
間
に
昔
の
遊
び
を

い
っ
ぱ
い
し
ま
し
た
ね
。
今
日
は
、

遊
び
を
お
友
達
に
説
明
し
ま
す
。

教
師
:
九
九
ペ
ー
ジ
。「
せ
つ
め
い

の
メ
モ
」。
見
付
け
た
ら
指
を
お

き
ま
す
。「
せ
つ
め
い
の
メ
モ
」
と

い
う
言
葉
も
、
四
角
で
囲
み
ま
す
。

＊
以
下
、
教
科
書
の
「
せ
つ
め
い
メ

モ
」
を
順
に
読
み
な
が
ら
、
テ
ン
ポ

よ
く
進
め
る
。

２
お
手
本
ス
ピ
ー
チ
を
体
験

教
師
:
教
科
書
。
女
の
子
が
「
せ
つ

め
い
メ
モ
」
を
見
て
ス
ピ
ー
チ
を

し
ま
し
た
。
読
み
ま
す
。

教
師
:
説
明
が
長
い
の
で
、
聞
き
や

す
い
よ
う
に
工
夫
が
あ
り
ま
し

た
。
ど
ん
な
工
夫
で
す
か
？

児
童
:
順
序
を
表
す
言
葉
を
使
っ
て

い
ま
す
。

教
師
:
そ
う
だ
ね
。
順
序
を
表
す
言

葉
を
三
つ
言
え
た
ら
座
り
ま
す
。

３
ほ
か
に
も
あ
る
！　
「
せ
つ

め
い
メ
モ
」
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

教
師
:
説
明
メ
モ
の
書
き
方
は
、
一

つ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

︵「
せ
つ
め
い
メ
モ　

２
」
を
配
付
︶

構成：奈
な

良
ら

部
べ

芙
ふ

由
ゆ

子
こ

静岡県富士宮市立大宮小学校

TOSS授業技量検定八段
手塚美和の国語授業

4・8・1月号特別企画！ 手塚美和の国語・算数授業算
国

静岡県静岡市立公立小学校

手
て

塚
づか

美
み

和
わ

３種類のメモフォー
マットが、スピーチを
変える！

「説明メモ」の選択でスピーチが変
わることを体験し、主体的に学習
に向かう意欲を高める。

構成：奈
な

良
ら

部
べ

芙
ふ

由
ゆ

子
こ

静岡県富士宮市立大宮小学校

教育出版・２年下・p.98-99
「むかしのあそびをせつめいしよう」

国語
Japanese2年
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立
式
が
一
目
瞭
然
に
な
る
。

　

式
を
立
て
な
さ
い
。

　

式
は
、
一
気
に
「
４
×
２
×
３
」

と
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
関
係
図
も

大
切
な
ス
キ
ル
な
の
で
、
合
わ
せ
て

書
き
方
を
指
導
す
る
。

　

算
数
Ｌ
Ｄ
の
児
童
は
、
数
字
の
表

記
と
量
感
が
つ
な
が
り
に
く
い
。

　

こ
れ
は
算
数
Ｌ
Ｄ
で
も
、
直
観
的

に
理
解
で
き
る
手
法
で
あ
る
。

②
関
係
を
書
き
込
む

　

三
つ
の
車
の
関
係
を
書
き
込
む
。

ま
ず
は
、
赤
か
ら
確
定
す
る
。

　

一
番
小
さ
い
の
は
、
ど
れ
で

す
か
。

　

そ
れ
か
ら
、
中
・
大
を
そ
れ
ぞ
れ

書
き
込
ん
で
い
く
。
赤
の
車
は
、
４

ｍ
と
い
う
こ
と
も
分
か
っ
て
い
る
の

で
、
書
き
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

③
倍
を
書
き
込
む

　

倍
を
書
く
と
こ
ろ
は
、
４
ｍ
に
ラ

イ
ン
を
そ
ろ
え
て
お
く
。
す
る
と
、

生
な
の
で
、
小
数
倍
や
分
数
倍
は
あ

り
え
な
い
。
大
小
が
直
観
的
に
分
か

る
よ
う
に
な
る
。
し
か
も
文
章
題
の

加
工
は
、
必
要
が
な
く
な
る
の
だ
。

　

そ
れ
か
ら
、「
長
さ
を
書
き
込
み

な
さ
い
」
で
長
さ
ま
で
確
定
す
る
。

③
倍
を
書
き
込
む

　

こ
こ
ま
で
来
れ
ば
、
立
式
で
き
る
。

　

□
を
使
っ
て
、
式
を
書
き
な

さ
い
。

　

式
は
、
４
×
□
=
８
と
な
る
。

　

□
を
求
め
る
方
法
は
、
教
え
る
。

「
か
け
算
の
逆
は
、
何
算
？
」
を
問

い
、
８
÷
４
に
な
る
こ
と
を
教
え
る
。

４
三
つ
に
な
っ
て
も
原
理
は

同
じ
で
あ
る

　

教
科
書
一
八
ペ
ー
ジ
に
は
、
三
つ

で
の
比
較
が
あ
る
。

　

こ
れ
も
テ
ー
プ
図
に
起
こ
す
。
ポ

イ
ン
ト
は
、
教
室
で
図
の
長
さ
が
共

通
理
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
バ
ラ

バ
ラ
の
図
に
な
ら
な
い
よ
う
に
そ
ろ

え
さ
せ
る
。

　

ま
ず
は
、
余
白
を
確
保
す
る
。

「
上
か
ら
五
行
空
け
な
さ
い
」

①
テ
ー
プ
図
を
三
つ
か
く

「
二
マ
ス
分
の
長
方
形
を
か
き
な
さ

い
」

「
で
き
た
ら
﹃
で
き
ま
し
た
﹄」

　

一
気
に
進
ま
な
い
で
一
つ
か
い
て

は
、
作
業
状
況
の
確
認
を
す
る
。

「
そ
の
上
に
、
一
行
空
け
て
、
四
マ

ス
の
長
方
形
を
か
き
な
さ
い
」

　

こ
こ
も
か
い
た
ら
、
確
認
す
る
。

「
そ
の
上
に
、
一
行
空
け
て
、
六
マ

ス
の
長
方
形
を
か
き
な
さ
い
」

　

か
き
終
わ
っ
た
ら
、
再
度
確
認
を

取
る
。

３
テ
ー
プ
図
を
か
い
て
、
立
式

へ
と
導
く　

ま
ず
は
、
余
白
を

取
ら
せ
る
。

　

上
か
ら
三
行

空
け
な
さ
い
。

①
テ
ー
プ
図
を
二
つ
か
く

　

二
マ
ス
分
の
長
方
形
を
か
き
な
さ

い
。
そ
の
上
に
、
一
行
空
け
て
、
四

マ
ス
分
の
長
方
形
を
か
き
な
さ
い
。

②
関
係
を
書
き
込
む　

ま
ず
は
、
上

と
下
の
テ
ー
プ

図
に
何
を
か
く

か
を
確
定
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

大
き
い
の
は
、
ど
ち
ら
で
す
か
。

　

こ
れ
で
、
上
下
が
決
ま
る
。
三
年

　

図
を
見
れ
ば
、
す
ぐ
に
分
か
る
。

　

次
は
、
立
式
で
あ
る
。

　

教
科
書
に
は
、
こ
の
後
関
係
図
を

使
っ
て
、
立
式
と
な
っ
て
い
る
。

　

だ
が
、
三
年
生
に
は
難
し
い
立
式

に
な
っ
て
い
る
。
大
人
で
も
説
明
が

つ
か
な
い
。

「
倍
の
計
算
は
、
わ
り
算
で
求
め
る

の
で
す
」
と
言
っ
て
も
、
納
得
で
き

な
い
ま
ま
で
混
乱
が
起
こ
る
だ
け
に

な
っ
て
し
ま
う
。
よ
り
子
供
の
思
考

の
流
れ
に
沿
っ
た
も
の
に
し
た
い
。

１
面
積
図
が
使
え
な
い
三
年
生
の
倍

の
計
算
を
ど
う
乗
り
越
え
る
か

　

倍
の
計
算
を
解
く
に
は
、

①
文
章
題
の
加
工

②
面
積
図
、
数
直
線
図
、
ク
ロ

ス
の
い
ず
れ
か

③
立
式　

と
い
う
手
順
と
な
る
。

　

だ
が
、
三
年
生
で
は
文
章
題
の
加

工
は
で
き
て
も
、
面
積
図
・
数
直
線

図
・
ク
ロ
ス
は
、
面
積
を
学
習
し
て

い
な
い
の
で
、
使
う
こ
と
が
で
き
な

い
。
教
科
書
に
は
、
関
係
図
が
か
か

れ
て
い
る
が
、
子
供
に
は
ピ
ン
と
来

な
い
。
立
式
ま
で
の
道
順
を
ど
う
つ

け
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

２
絵
を
使
っ
て
、
ゴ
ー
ル
へ
と

直
行
す
る

　

状
況
が
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
挿

絵
が
あ
る
 ※
。

　

ま
ず
は
、
ゴ
ー
ル
が

分
か
る
こ
と
で
、
難
し

い
単
元
も
安
心
し
て
解

け
る
。

　

こ
こ
で
ま
ず
、
図
を

使
っ
て
直
観
的
に
理
解

さ
せ
る
よ
う
に
し
た
い
。

　

青
は
、
赤
の
何
倍
で
す
か
。

面積図の使えない３年
生での「倍の数」は、
直観的に分からせる
ことで攻略できる
３年生では、面積図・数直線図・クロス
が使えない。文章題と立式をつなぐツー
ルはある。教科書を一工夫加工する。

啓林館・３年下・p.14-18

TOSS授業技量検定十段
河田孝文の算数授業

4・8・1月号特別企画！ 河田孝文の国語・算数授業算
国

山口県下関市立楢崎小学校

河
かわ

田
た

孝
たか

文
ふみ

構成：下
しも

窪
くぼ

理
り

政
せい

山口県下関市立長府小学校

算数
Mathematics3年

※
教
科
書
を
も
と
に
か
き
起
こ
し
ま
し
た
。
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チ
ェ
ッ
ク
の
確
認
、
補
充
問
題
の
答

え
合
わ
せ
を
指
示
。
最
後
に
、「
で

き
た
！
」「
も
う
終
わ
り
?!
」
で
授

業
が
終
わ
る
こ
と
が
、
三
学
期
の
授

業
開
き
に
は
と
て
も
重
要
で
あ
る
。

６
整
数
×
小
数
の
筆
算

　

第
二
時
は
、
筆
算
と
な
る
。

　

前
時
、
式
か
ら
式
へ
の
10
倍
の
矢

印
↓
は
縦
向
き
、
筆
算
で
横
向
き
に

な
る
。
こ
れ
で
は
混
乱
す
る
。

10
倍
の
「
０
」
の
分
だ
け
小
数
点

を
右
に
動
か
す
。

1
10
の
「
０
」
の
分

だ
け
左
に
戻
す
。

　

そ
れ
を
「
作
業
化
」

し
た
も
の
が
、
上
の

ノ
ー
ト
の
書
き
方
で

あ
る
。
波
の
よ
う
に

矢
印
を
書
い
て
小
数

点
を
動
か
す
方
法
や

「
ピ
コ
ピ
コ
」
と
作

業
を
言
葉
に
し
て
作
業
す
る
方
法
も

あ
る
。
目
の
前
の
子
供
が
一
番
分
か

り
や
す
い
方
法
を
選
択
し
た
い
。

　

次
時
の
筆
算
の
と
き
に
も
通
じ
る

ス
キ
ル
と
し
て
教
え
る
。

５
説
明
す
る

　

学
習
指
導
要
領
で
は
、
数
や
式
、

図
な
ど
様
々
な
表
現
の
手
段
を
用
い

て
考
え
た
り
説
明
・
表
現
し
た
り
す

る
学
習
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。

ふ
り
か
え
ろ
う
に
書
い
て
あ
る

話
し
方
の
型
を
使
っ
て
、
説
明
す
る

練
習
を
積
み
上
げ
た
い
。

・
小
数
×
整
数
の
計
算
の
し
か
た
で

大
切
な
考
え
方
は
、
…
…
だ
と
分

か
り
ま
し
た
。（
整
数
の
計
算
に

直
せ
ば
い
い
こ
と
）

・
あ
お
い
さ
ん
や
さ
く
ら
さ
ん
の
考

え
方
な
ら
…
…
の
で
、
と
て
も
い

い
と
思
い
ま
し
た
。（
い
つ
で
も

使
え
る
等
）

︿
既
習
の
内
容
を
活
用
す
る
こ
と
﹀

に
よ
っ
て
、︿
新
し
い
知
識
や
方
法

を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
﹀
こ
と

を
言
語
化
し
た
い
。こ
れ
が
統
合
的
・

発
展
的
な
考
え
方
で
あ
る
。

　

教
科
書
を
見
直
し
て
、
で
き
た

た
だ
け
で
す
。
教
科
書
を
見
な
が

ら
説
明
し
て
ご
ら
ん
。

マ
ー
ク
２
~
練
習
問
題
~　

指
示
6
「
全
部
で
何
問
で
す
か
？

（
３
問
）

　

青
い
問
題
は
何
問
で
す
か
？

（
１
問
）

　

そ
れ
は
何
番
で
す
か
？
（
①
）

青
い
問
題
は
先
生
に
見
せ
ま
す
。

は
じ
め
」

　

練
習
問
題
の
場
面
で
、「
ど
こ
や

る
の
？
」
と
指
示
し
た
ば
か
り
の
内

容
を
聞
き
返
す
児
童
が
い
る
。
何
を

ど
れ
だ
け
す
る
の
か
が
分
か
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
分
け
て
聞
く
。
す
る

と
、
よ
く
伝
わ
る
。

　

青
問
題
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。
間

違
っ
て
い
て
も
説
明
し
な
い
。

　

早
く
終
わ
っ
た
子
は
、（
教
科
書

巻
末
の
）
補
充
問
題
を
や
っ
て
答
え

合
わ
せ
を
す
る
。
こ
の
流
れ
は
決
め

て
お
く
。
書
い
て
掲
示
し
て
も
よ
い
。

答
え
合
わ
せ
の
板
書
は
、
早
く
終

わ
っ
た
子
か
ら
書
く
場
合
が
多
い
が
、

よ
り
多
く
の
子
供
が
板
書
で
き
る
よ

う
に
意
図
的
に
教
師
が
指
名
す
る
と

き
も
あ
る
。
書
か
せ
て
い
る
間
に
つ

ま
ず
き
の
あ
る
子
供
に
指
導
を
す
る
。

４
答
え
合
わ
せ

　

最
後
の
児
童
が
書
き
終
わ
る
か
終

わ
ら
な
い
と
こ
ろ
で
、
答
え
合
わ
せ

を
始
め
る
。

　

読
み
方
を
教
え
て
、
そ
の
と
お
り

に
話
す
こ
と
が
大
事
。
読
み
方
は
、

考
え
た
道
筋
を
評
価
で
き
る
。
ま
た
、

何
度
も
手
順
を
聞
く
こ
と
で
、
答
え

合
わ
せ
中
も
反
復
し
て
練
習
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
。

0.4
×
２
は
、
0.4
を
10
倍
し
て

４
。
答
え
が
10
倍
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
10
で
割
っ
て
0.8
で
す
。

~
習
熟
バ
ー
ジ
ョ
ン
~

　

小
数
点
以
下
の

数
字
に
○
を
付
け

る
。
一
つ
付
け
た

ら
、
答
え
に
も
下

の
位
か
ら
一
つ
○

を
付
け
る
。

ち
ゃ
ん
が
吹
き
出
し
の
中
で
ヒ
ン
ト

を
く
れ
て
い
る
。（
教
科
書
の
扱
い

方
と
し
て
、
ラ
ビ
ち
ゃ
ん
を
手
掛
か

り
に
す
る
こ
と
を
学
習
し
て
お
く
）

　

教
科
書
に
は
、
三
通
り
の
考
え
方

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

・
dL
に
変
換
し
て
考
え
る

・
0.1
を
元
に
し
て
考
え
る

・
か
け
算
の
き
ま
り
で
考
え
る

　

意
味
理
解
は
、
上

記
を
ノ
ー
ト
に
写
す

こ
と
に
よ
っ
て
理
解

さ
せ
る
。

　

思
考
の
ポ
イ
ン
ト

は
、「
整
数
の
計
算
に

直
せ
ば
で
き
る
」
こ

と
で
あ
る
。
次
の
「
小

数
の
わ
り
算
」
で
も
、

同
様
の
思
考
場
面
で
用
い
る
。
既
習

事
項
を
使
っ
て
考
え
る
こ
と
を
、
思

考
の
型
と
し
て
積
み
重
ね
た
い
。

３
類
題
・
練
習
問
題

マ
ー
ク
１　

~
類
題
~　

指
示
5
例
題
の
数
字
を
入
れ
替
え

（
0.2
×
６
）

　
︵
書
け
た
ら
︶
赤
鉛
筆
で
、
閉
じ

た
○
を
付
け
な
さ
い
。

発
問
6
ま
た
、
そ
の
式
で
よ
い
わ

け
を
、
そ
の
下
の
数
直
線
を
使
っ

て
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

　

元
に
あ
た
る
の
は
、
ど
の
数
字
で

す
か
？　

（
１
）
一
人
分
の
牛
乳
は
0.2
。

指
示
2
１
か
ら
６
に
→
を
書
い
て

「
６
倍
」
と
書
き
な
さ
い
。
0.2
か

ら
も
→
を
同
じ
向
き
に
書
い
て

□
ま
で
。
何
倍
と
書
き
ま
す
か
？

（
６
倍
）

指
示
3
数
直
線
で
も
式
を
言
い
ま

す
。（
0.2
×
６
）

指
示
4
こ
の
数
直
線
を
ノ
ー
ト
に

写
し
ま
す
。

※
教
科
書
で
囲
み
の
右
上
に
鉛
筆

マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
る
と
き
は
数
直

線
を
書
か
せ
た
い
と
い
う
指
示
。

２
「
し
く
み
」
の
理
解

「
小
数
×
整
数
の
計
算
の
仕
方
」
が

未
習
事
項
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ラ
ビ

１
導
入　

既
習
事
項

　

ケ
ー
キ
の
材
料
一
人
分
を
声
に
出

し
て
読
む
。

「
六
人
分
を
作
る
こ
と
に
し
た
よ
」

　

教
科
書

に
書
き
込

み
な
が
ら

答
え
さ
せ

て
い
く
。

発
問
1
デ
ザ
ー
ト
の
も
と
は
何
袋

必
要
で
す
か
？

（
６
袋
）

発
問
2
式
は
何
で
す
か
？　

（
１
×
６
）

発
問
3
い
ち
ご
は
何
個
で
す
か
？

式
を
言
い
ま
す
。

（
24
個
）（
４
×
６
）

発
問
4
で
は
、
牛
乳
は
？

指
示
1
二
〇
一
ペ
ー
ジ
。（
問
題

を
読
む
）

　

六
人
分
作
る

に
は
、
全
部
で

何
リ
ッ
ト
ル
の

牛
乳
が
必
要
で

す
か
？

発
問
5
1
青
の
線

　

の
中
に
式
を
書
き

　

ま
し
ょ
う
。

作業を通して仕組み
を理解させ、スキル
の習熟を図る
既習内容を活用することに
よって、新しい知識や方法を
生み出すことができる。
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鈴木恭子の算数授業
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国
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鈴
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木
き

恭
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子
こ

算数
Mathematics4年

大日本図書・４年・p.200-203
「小数と整数のかけ算・わり算を考えよう」

※ 図版は教科書をもとにかき起こしました。
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国

栃木県真岡市立真岡東小学校
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崎
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国語
Japanese5年

が
楽
し
く
な
っ
て
く
る
。

　

話
を
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
に
戻
す
が
、

兵
十
に
入
っ
た
話
者
は
、
次
の
瞬
間
、

ご
ん
に
戻
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
兵

十
は
か
け
よ
っ
て
き
ま
し
た
。」
と

い
う
一
文
か
ら
分
か
る
。
つ
ま
り
、

ご
ん
に
入
れ
た
の
は
、
ほ
ん
の
一
瞬

だ
け
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
も
、
す
ぐ

に
兵
十
に
戻
す
必
要
が
あ
っ
た
。
そ

の
理
由
は
、
向
山
実
践
に
詳
し
い
。

兵
十
が
最
初
に
見
た
の
は
、「
う
ち

の
中
」
で
あ
り
、
ご
ん
で
は
な
い
。

つ
ま
り
、
ご
ん
は
眼
中
に
な
い
の
だ
。

そ
れ
よ
り
も
、
う
ち
の
中
を
い
た
ず

ら
さ
れ
て
い
な
い
か
、
心
配
だ
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
余
計
に

ご
ん
の
哀
れ
さ
が
際
立
っ
て
く
る
。

そ
し
て
、
固
め
た
栗
が
目
に
付
き
、

ご
ん
に
目
を
落
と
す
の
で
あ
る
。
こ

こ
で
初
め
て
、
差
し
入
れ
ら
れ
て
い

た
物
は
、
ご
ん
の
償
い
だ
っ
た
こ
と

が
分
か
る
。
こ
の
一
連
の
流
れ
の
テ

ン
ポ
の
良
さ
が
、
読
者
を
一
気
に
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
へ
と
誘
う
。「
話
者
」

は
、
実
に
奥
が
深
い
。

　

同
様
に
「
大
造
じ
い
さ
ん
と
ガ

ン
」
も
考
え
る
。

　

そ
れ
ま
で
、
ず
っ
と
大
造
じ
い
さ

ん
の
目
を
通
し
て
書
か
れ
て
い
た
物

語
が
、
残
雪
と
ハ
ヤ
ブ
サ
の
戦
い
の

場
面
だ
け
、
残
雪
に
移
動
し
て
い
る
。

そ
れ
は
、「
残
雪
の
目
に
は
」
と
い

う
言
葉
か
ら
分
か
る
。
話
者
が
残
雪

に
入
ら
な
け
れ
ば
、
残
雪
が
見
て
い

る
物
は
分
か
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

で
は
、
こ
こ
で
も
考
え
て
み
よ
う
。

な
ぜ
、
話
者
を
大
造
じ
い
さ
ん
か
ら

残
雪
に
移
し
た
の
か
。

　

残
雪
と
ハ
ヤ
ブ
サ
の
戦
い
は
、
大

造
じ
い
さ
ん
か
ら
見
て
、
か
な
り
上

空
で
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
戦
い
を
、

地
上
で
見
て
い
る
大
造
じ
い
さ
ん
の

目
を
通
し
て
読
ん
で
い
て
も
、
迫
力

が
全
く
な
い
。
だ
か
ら
、
ど
う
し
て

も
、
二
羽
の
近
く
に
も
っ
て
い
き
た

か
っ
た
の
だ
。

　

だ
か
ら
、
無
理
に
で
も
、
話
者
を

大
造
じ
い
さ
ん
か
ら
、
残
雪
に
移
動

さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
考
え
る
と
、

作
者
の
苦
労
な
ど
が
分
か
り
、
分
析

お
よ
そ
次
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
。

①
う
な
ぎ
を
逃
が
す
な
ど
、
い

た
ず
ら
を
す
る
き
つ
ね
で
あ

り
、「
ぬ
す
と
ぎ
つ
ね
」
と
兵

十
に
思
わ
れ
て
い
る
。

②
兵
十
の
母
の
死
去
に
際
し
て
、

母
が
う
な
ぎ
を
食
べ
た
か
っ

た
と
心
残
り
を
し
て
死
ん
だ

と
勝
手
に
思
い
込
ん
で
い
る
。

③
償
い
と
称
し
て
兵
十
に
栗
な

ど
を
届
け
続
け
る
。

④
兵
十
と
加
助
の
話
を
聞
き
た

く
て
、
危
険
を
冒
し
て
ま
で

近
づ
い
て
い
る
。

⑤
本
当
は
、
自
分
に
お
礼
を
言
っ

て
ほ
し
い
の
に
、
神
様
の
恵

み
と
思
わ
れ
、
不
平
を
言
っ

て
い
る
。（
真
の
償
い
に
は

な
っ
て
い
な
い
）

　

こ
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
い
る
ご

ん
を
、
読
者
は
裏
表
の
な
い
無む

垢く

な

存
在
と
捉
え
る
。
作
者
は
、
読
者
を

ご
ん
に
感
情
的
に
移
入
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
る
。

　

最
後
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
場
面

で
は
、
特
に
読
者
を
ハ
ラ
ハ
ラ
さ
せ

た
い
。

　

し
か
し
、
ご
ん
は
兵
十
が
銃
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
そ

の
ま
ま
ご
ん
の
目
を
通
し
て
進
展
す

る
と
、
弾
丸
は
突
然
や
っ
て
き
て
、

ご
ん
は
倒
れ
て
終
わ
る
。
こ
れ
で
は
、

読
者
は
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
す
る
間

も
な
い
。

　

そ
こ
で
、
作
者
は
、
一
旦
話
者
を

兵
十
に
移
し
て
、
銃
を
持
っ
て
ご
ん

を
狙
い
撃
ち
す
る
姿
を
描
い
て
い
る
。

そ
う
す
る
こ
と
で
ご
ん
に
感
情
移
入

し
た
読
者
は
「
撃
た
な
い
で
」「
逃

げ
て
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
。

　

つ
ま
り
、
物
語
が
最
高
潮
に
盛
り

上
が
る
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
効
果
を

狙
っ
て
、
作
者
は
お
き
て
破
り
の
話

者
の
転
換
を
し
て
い
る
と
、
私
は
推

測
す
る
。
こ
れ
を
、
初
め
か
ら
「
こ

の
話
者
の
移
動
は
、
単
な
る
作
者
の

ミ
ス
で
す
」
と
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
は
、
宝
の
持
ち
腐
れ
と
な
っ
て

し
ま
う
。

ん
」
と
い
う
き
つ
ね
の
目
を
通
し
て

書
か
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
は
「
~
と
思
い
ま
し
た
」
と

い
う
表
現
か
ら
明
ら
か
だ
ろ
う
。
話

者
が
ご
ん
の
中
に
入
ら
な
け
れ
ば
、

ご
ん
の
気
持
ち
は
分
か
ら
な
い
か
ら

で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
最
後
の
六
の
場
面
に

な
る
と
、
一
転
、
話
者
は
兵
十
に
入

る
。
次
の
文
章
が
、
そ
の
根
拠
と
な

る
手
掛
か
り
で
あ
る
。

　

こ
な
い
だ
、
う
な
ぎ
を
ぬ
す

み
や
が
っ
た
あ
の
ご
ん
ぎ
つ
ね

め
が
、
ま
た
い
た
ず
ら
を
し
に

来
た
な
。

　

こ
の
文
に
は
、
カ
ギ
括
弧
が
付
い

て
い
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
話
し

言
葉
で
は
な
く
、
頭
で
思
っ
た
こ
と

に
な
る
。

　

な
ぜ
、
新
美
は
、
こ
の
よ
う
な
話

者
の
移
動
を
行
っ
た
の
か
。

　

こ
の
場
面
に
至
る
ま
で
の
ご
ん
と

兵
十
の
関
係
は
、
ご
ん
視
点
で
、
お

　

と
こ
ろ
が
、
有
名
教
材
で
、
長
き

に
わ
た
っ
て
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
物
語
で
、
あ
る
特
定
の
場
所
だ

け
、
話
者
が
移
動
し
て
い
る
教
材
が

あ
る
。

　

そ
れ
が
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
で
あ
り

「
大
造
じ
い
さ
ん
と
ガ
ン
」
で
あ
る
。

「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
の
作
者
は
、
新
美

南
吉
で
、
こ
の
作
品
は
彼
が
十
八
歳

の
時
に
執
筆
を
し
た
。
ほ
ぼ
高
校
生

の
作
品
で
あ
る
。

　

そ
う
考
え
る
と
、
単
な
る
作
者
の

ミ
ス
で
話
者
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る

の
か
と
考
え
て
し
ま
う
。
し
か
し
、

こ
の
物
語
は
彼
が
師
事
し
た
鈴
木
三

重
吉
が
彼
の
死
後
に
刊
行
し
て
い
る
。

当
然
三
重
吉
が
推す
い

敲こ
う

を
し
て
い
る

は
ず
で
あ
る
。
と
な
れ
ば
、
こ
れ
は

ミ
ス
で
は
無
く
、
意
図
的
に
話
者
を

入
れ
替
え
て
い
る
と
考
え
た
方
が
理

に
か
な
っ
て
い
る
。

　

で
は
、
な
ぜ
、
話
者
を
入
れ
替
え

た
の
か
。
そ
れ
を
、
子
供
た
ち
に
分

析
さ
せ
る
。

「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
は
一
貫
し
て
、「
ご

　

国
語
の
授
業
で
物
語
を
扱
う
と
き

に
、
必
ず
指
導
し
た
い
の
が
視
点
で

あ
る
。

　

視
点
は
、
物
語
の
語
り
手
で
あ
る

「
話
者
」
の
見
方
に
よ
っ
て
、
幾
つ

か
に
類
別
さ
れ
る
。

　

例
え
ば
、「
私
」
の
目
を
通
し
て

書
か
れ
て
い
れ
ば
「
一
人
称
視
点
」

と
な
る
。

「
太
郎
君
」
な
ど
、
誰
か
特
定
の
一

人
の
目
を
通
し
て
書
か
れ
て
い
れ
ば

「
三
人
称
限
定
視
点
」
と
い
い
、
多

く
の
人
の
目
を
通
し
て
書
か
れ
て
い

れ
ば
「
三
人
称
全
知
視
点
」
と
い
う
。

　

時
に
は
、
誰
か
特
定
の
人
物
に
入

ら
ず
、
周
り
か
ら
客
観
的
に
書
か
れ

て
い
る
「
三
人
称
客
観
視
点
」
と
い

う
書
か
れ
方
も
あ
る
。「
昔
々
あ
る

と
こ
ろ
に
~
」
で
始
ま
る
昔
話
な
ど

は
、
こ
の
類
い
が
多
い
。

　

視
点
は
、
中
心
人
物
の
特
定
に
繋

が
り
、
物
語
の
主
題
を
読
み
解
く
の

に
は
欠
か
せ
な
い
、
い
わ
ゆ
る
「
分

析
の
物
差
し
」
で
あ
る
。

　

通
常
は
、
誰
か
特
定
の
人
物
に
入

る
と
、
固
定
化
す
る
。
そ
の
人
物
に

入
っ
た
り
、
入
ら
な
か
っ
た
り
と
い

う
書
か
れ
方
で
は
、
読
者
が
混
乱
す

る
か
ら
で
あ
る
。
特
に
小
学
生
を
対

象
と
し
た
教
科
書
教
材
で
は
、
こ
う

い
っ
た
混
乱
は
で
き
る
だ
け
避
け
た

い
。

今こそ分析批評で、
授業を活性化しよう

「話者」それは実に奥の深い
分析のものさしである。
話者の移動をどう考えるかで、
物語の読み方が、がらりと変
わってくる。
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あ
れ
こ
れ
考
え
さ
せ
た
い
。

　

表
を
全
部
書
か
な
く
て
も
答

え
を
求
め
ら
れ
る
方
法
を
、
考

え
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
式
で
も

言
葉
で
も
図
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

　

先
生
が
一
目
で
分
か
る
よ
う

に
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

　

優
れ
た
ノ
ー
ト
の
子
に
板
書
さ
せ

る
。「
先
生
が
一
目
で
分
か
る
」
条

件
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
か
ら
、
ク
ラ

ス
全
体
に
見
せ
て
も
分
か
り
や
す
い
。

大
き
な
表
も
使
っ
て
説
明
さ
せ
る
。

３
表
の
一
部
ま
で
を
チ
ェ
ッ
ク

　

練
習
問
題
。
基
本
は
「
表
」
だ
。

　

表
を
書
き
ま
す
。
最
初
の
４

つ
分
ま
で
書
け
た
ら
持
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
。

「
体
力
派
」
の
解
き
方
が
で
き
た
ら
、

「
頭
脳
派
」
の
解
き
方
で
も
解
か
せ

た
い
。

１
０
０
円
の

ノ
ー
ト
35
冊
。

　

そ
の
後
、

「
変
わ
り
方

の
き
ま
り
を

み
つ
け
て
求

め
る
」
解
き

方
つ
ま
り

「
頭
脳
派
」

の
解
き
方
に

挑
戦
さ
せ
る
。

　

答
え
が
分

か
っ
て
い
る

か
ら
安
心
し

て
「
解
き

方
」
を
考
え

ら
れ
る
の
だ
。

「
体
力
派
」

の
解
き
方
が

で
き
た
ら
、

「
頭
脳
派
」

の
解
き
方
で

も
解
か
せ
た

い
。

　

こ
こ
は
、

　

こ
う
読
み
ま
す
。

　

１
２
０
円
の
ノ
ー
ト
０
冊
、

１
０
０
円
の
ノ
ー
ト
50
冊
、
売

上
高
５
０
０
０
円
。
さ
ん
は
い
。

　

次
、
読
ん
で
ご
ら
ん
。

「
１
２
０
円
の
ノ
ー
ト
１
冊
、
１
０

０
円
の
ノ
ー
ト
49
冊
、
売
上
高
５
０

２
０
円
」「
１
２
０
円
の
ノ
ー
ト
２

冊
、
１
０
０
円
の
ノ
ー
ト
48
冊
、
売

上
高
５
０
４
０
円
」

　

ス
ト
ッ
プ
。
そ
の
先
、
表
は

切
れ
て
い
ま
す
ね
。
指
さ
し
て

ご
ら
ん
。
お
隣
と
確
認
。
切
れ

て
い
る
の
は
「
こ
の
先
ま
だ
続

き
ま
す
よ
」
と
い
う
意
味
で
す
。

２
一
部
ま
で
を
チ
ェ
ッ
ク

　

ノ
ー
ト
を
こ
の
よ
う
に
横
に

し
て
、
表
を
長
く
書
き
ま
す
。

　

切
れ
て
い
る
と
こ
ろ
ま
で
の

表
を
ノ
ー
ト
に
そ
っ
く
り
そ
の

ま
ま
写
し
な
さ
い
。
ノ
ー
ト
の

１
マ
ス
に
１
つ
ず
つ
書
き
ま
す
。

書
け
た
ら
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
。

　

写
す
こ
と
に
時
間
が
か
か
る
子
が

多
い
ク
ラ
ス
な
ら
、
こ
う
指
示
す
る
。

　

切
れ
て
い
る
表
の
「
枠
」
だ

け
書
い
て
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
。
言
葉
や
数
字
は
書
き
ま
せ
ん
。

　

ノ
ー
ト
チ
ェ
ッ
ク
で
合
格
の
子
は
、

表
の
続
き
を
書
い
て
完
成
さ
せ
る
。

　

そ
の
間
に
、
一
番
苦
手
な
子
に
赤

鉛
筆
で
薄
く
表
を
書
い
て
や
っ
て
な

ぞ
ら
せ
る
。
早
く
表
を
書
け
た
子
数

人
に
指
示
す
る
。

　

協
力
し
て
、
黒
板
い
っ
ぱ
い

に
長
い
表
を
１
つ
書
き
な
さ
い
。

　

表
か
ら
答
え
が
分
か
る
。

　

答
え　

１
２
０
円
の
ノ
ー
ト
15
冊
、

１
冊
、
２
冊
、
３
冊
…
…
と
増
や
し

て
、
売
上
高
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る

か
、
表
に
書
い
て
調
べ
ま
し
ょ
う
」

　

こ
の
授
業
は
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
。

　

表
を
い
か
に
書
か
せ
る
か
。

　

表
か
ら
答
え
を
導
く
こ
と
が
最
初

の
学
習
で
あ
る
。
コ
ツ
コ
ツ
と
丁
寧

に
表
を
書
く
。「
体
力
派
」
の
解
き

方
で
あ
る
。

　

一
度
に
表
を
全
部
書
か
せ
た
ら
、

個
人
差
が
大
き
す
ぎ
る
。
分
け
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

　

事
前
に
教
材
研
究
と
し
て
、
子
供

と
同
じ
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ノ
ー
ト
に
表
を
書

い
て
み
た
。
通
常
の
書
き
方
で
は
書

き
き
れ
な
い
。
ノ
ー
ト
を
横
に
し
て

な
ら
ギ
リ
ギ
リ
書
け
る
。
１
マ
ス
に

「
５
０
０
０
」
と
書
く
の
は
手
間
取

る
。
自
分
で
書
い
て
み
る
か
ら
分
か

る
こ
と
で
あ
る
。

　

表
を
書
く
前
に
読
ま
せ
た
い
。

「
読
み
方
」
は
教
師
が
教
え
る
。

「
㋐
売
れ
た
50
冊
全
部
が
１
０
０
円

の
ノ
ー
ト
だ
と
し
た
ら
、
売
上
高
は

何
円
に
な
り
ま
す
か
。」

　

説
明
し
な
い
。

　

ノ
ー
ト
に
式
と
答
え
を
書
き

な
さ
い
。

　

式　

１
０
０
×
50
=
５
０
０
０

　

答
え　

５
０
０
０
円

　

当
然
の
こ
と
で
す
が
、
日
付
・

ペ
ー
ジ
は
書
い
て
あ
り
ま
す
ね
。

　

こ
れ
は
と
っ
て
も
簡
単
で
す
。

な
ぜ
で
す
か
。

「
教
科
書
に
書
い
て
あ
り
ま
す
」

「
さ
く
ら
さ
ん
の
吹
き
出
し
で
す
」

　

教
科
書
が
き
ち
ん
と
読
め
る

子
は
賢
い
！

「
㋑
１
２
０
円
の
ノ
ー
ト
の
数
を
、

　

表
の
枠
を
正
し
く
書
き
、
数
値
を

正
し
く
書
く
作
業
で
は
、
個
人
差
が

生
ま
れ
や
す
い
。
途
中
で
チ
ェ
ッ
ク

し
て
や
る
こ
と
だ
。

１
ポ
イ
ン
ト
は
表
の
書
か
せ
方

　

六
年
「
表
を
使
っ
て
考
え
よ
う

（
２
）」（
啓
林
館
）
で
考
え
て
み
よ
う
。

　

１
冊
１
２
０
円
の
ノ
ー
ト
と

１
冊
１
０
０
円
の
ノ
ー
ト
が
、

合
わ
せ
て
50
冊
売
れ
ま
し
た
。

　

ノ
ー
ト
50
冊
の
売
上
高
は
５

３
０
０
円
で
し
た
。

　

１
２
０
円
の
ノ
ー
ト
と
１
０

０
円
の
ノ
ー
ト
は
、
そ
れ
ぞ
れ

何
冊
売
れ
ま
し
た
か
。

　

問
題
文
を
読
み
な
さ
い
。

　

正
し
く
読
め
て
い
な
い
子
、
読
ん

で
い
な
い
子
が
一
人
で
も
い
た
ら
、

も
う
一
度
読
ま
せ
る
。

　

問
題
文
が
し
っ
か
り
読
め
な

く
て
は
、
問
題
が
解
け
っ
こ
あ

り
ま
せ
ん
。

　

教
科
書
に
は
こ
の
問
題
を
解
く
た

め
の
ス
テ
ッ
プ
が
書
い
て
あ
る
。
そ

れ
が
㋐
と
㋑
で
あ
る
。

表を書かせて解く
問題の基本型
表の枠を正しく書き、数値を
正しく書く作業では、個人差
が生まれやすい。途中で
チェックしてやることだ。

啓林館・６年・p.178
「表を使って考えよう（２）」
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理科

て
み
る
と
分
か
る
。

２
身
の
回
り
の
様
々
な
セ
ン
サ
ー

　

街
灯
は
、
暗
く
な
る
と
明
か

り
が
つ
い
て
、
明
る
く
な
る
と

消
え
ま
す
。
街
灯
に
は
光
セ
ン

サ
ー
が
つ
い
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
も
の
に
セ
ン
サ
ー
が

使
わ
れ
て
い
る
か
探
し
ま
す
。

　

教
室
で
は
、
エ
ア
コ
ン
の
温
度
セ

ン
サ
ー
を
例
に
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
ト
イ
レ
の
水
道
に
は
人
感
セ
ン

サ
ー
、
玄
関
の
明
か
り
に
は
光
セ
ン

サ
ー
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　

様
々
な
セ
ン
サ
ー
が
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
の
便
利
さ
と
、
効
率
の
良
さ

に
気
付
か
せ
る
よ
う
に
す
る
。

　

機
材
が
そ
ろ
っ
て
い
る
場
合
は
、

モ
ー
タ
ー
と
温
度
セ
ン
サ
ー
を
組
み

合
わ
せ
た
扇
風
機
や
人
感
セ
ン
サ
ー

を
つ
け
た
モ
ー
タ
ー
カ
ー
な
ど
、
物

づ
く
り
と
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
組
み

合
わ
せ
た
体
験
を
さ
せ
る
と
よ
い
。

　

検
討
し
た
後
、
パ
ソ
コ
ン
で
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
作
っ
て
試
さ
せ
る
。

　

Ⓐ
は
、
近
く
に
人
が
い
な
い
と
き

に
二
十
秒
待
つ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
で
は
、
明
か
り
が
つ

い
て
い
る
と
き
に
も
、
つ
い
て
い
な

い
と
き
に
も
二
十
秒
待
つ
こ
と
に
な

る
。（
つ
い
て
い
な
い
状
態
で
二
十

秒
待
っ
て
い
る
と
き
に
は
、
人
が
近

づ
い
て
き
て
も
明
か
り
が
つ
か
な

い
！
）　

　

Ⓑ
な
ら
人
が
離
れ
て
も
二
十
秒
間

明
か
り
が
つ
い
て
い
る
こ
と
が
、
実

際
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
て
動
か
し

１
実
用
的
な
も
の
に
改
良
す
る

　

右
ペ
ー
ジ
の
「
人
が
近
づ
く
と
明

か
り
が
つ
き
、
い
な
く
な
っ
た
ら
消

え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
は
欠
点
が
あ

る
。「
セ
ン
サ
ー
か
ら
少
し
で
も
離

れ
る
と
明
か
り
が
消
え
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を

ヒ
ン
ト
に
考
え
さ
せ
る
。

　

実
際
に
ト
イ
レ
な
ど
で
は
、
部
屋

を
離
れ
て
、
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
明

か
り
が
消
え
る
。
す
ぐ
に
消
え
て
し

ま
う
と
不
便
な
だ
け
で
な
く
、
危
険

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

そ
こ
で
、「
セ
ン
サ
ー
か
ら
離
れ
て

か
ら
二
十
秒
た
っ
た
ら
明
か
り
が
消

え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
考
え
さ
せ
る
。

「
二
十
秒
待
つ
」
と
い
う
指
示
を
、

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
Ⓐ
と
Ⓑ
の
ど
ち

ら
に
入
れ
る
と
よ
い
か
を
検
討
さ
せ

る
。

トライ＆エラーで
プログラミングを
体験させる
頭の中で考えていても分か
らないことが、やってみる
と見えてくる。

福井県・理科サークル「クォーク」

上
うえ

木
き

朋
とも

子
こ

東京書籍・６年・p.157-161

＊
参
考
文
献
:﹃「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」

授
業
の
腕
が
上
が
る
新
法
則
﹄

︵
谷
和
樹
監
修　

許
鍾
萬
編
集

　

学
芸
み
ら
い
社
︶

「
ス
イ
ッ
チ
に
手
が
届
か
な
い
人
も

利
用
で
き
る
」「
消
し
忘
れ
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
」
な
ど
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
や
エ
コ
に
関
す
る
こ
と
が
出
さ

れ
る
。
そ
こ
で
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

は
人
や
環
境
の
た
め
に
役
に
立
つ
」

と
い
う
こ
と
を
説
明
す
る
。

２
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
体
験
す
る

　

人
が
近
づ
く
と
明
か
り
が
つ

き
、
い
な
く
な
っ
た
ら
消
え
る
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
つ
く
り
ま
す
。

　

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
考
え
る
。
ず
っ
と
人
感
セ
ン

サ
ー
が
働
く
よ
う
に
す
る
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
。

１
生
活
の
中
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

　

ス
イ
ッ
チ
を
押
し
て
い
な
い

の
に
明
か
り
が
つ
い
た
と
い
う

経
験
は
あ
り
ま
す
か
。

　

公
共
施
設
の
ト
イ
レ
や
家
の
車
庫

の
明
か
り
な
ど
、
知
っ
て
い
る
こ
と

を
発
表
さ
せ
る
。

　

自
動
で
つ
い
た
り
消
え
た
り

す
る
明
か
り
に
は
、
人
が
近
づ

い
た
こ
と
を
感
知
す
る
セ
ン

サ
ー
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
「
人
が
近
づ
い

た
ら
明
か
り
を
つ
け
て
、
い
な
く

な
っ
た
ら
消
す
」
と
い
う
指
示
が
入

力
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
へ
の
指
示
の
こ
と
を
「
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
」
と
い
う
こ
と
を
説
明
す
る
。

　

セ
ン
サ
ー
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

を
使
っ
た
明
か
り
は
、
ど
ん
な

と
こ
ろ
が
よ
い
で
す
か
。

身近なプログラミ
ングを知り、体験
する授業
ふだんの生活で見えてい
なかったプログラミング
の良さを発見させる。

福井県・理科サークル「クォーク」

上
うえ

木
き

朋
とも

子
こ

東京書籍・６年・p.157-161

Studuinoを使ったプログ
ラミング

手を近づけたら、明かり
がついた！

Studuinoを使ったⒷのプログラム

(人感センサー )
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書くことの成功体
験を与える

「読み書きシート」
の提案
TOSS型英語指導は、「聞き・
話す」を土台にして、「読み・
書き」を行う。
「①読む→②なぞる→③写
す→④自分の考えを書く」
というステップで、どの子
も無理なく、書くことを楽
しむことができる。

愛知県豊田市立東保見小学校

井
い

戸
ど

砂
さ

織
おり

5年英語 6年道徳

　TOSS型英語指導の「聞き・話す」指導を
土台にして、「読み・書き」指導の研究を行っ
ている。
　まず、「聞き・話す」指導を行う際に効果
的なことは単語や会話を示したイラストを用
意し、フラッシュカードやコンテンツにして
提示しながら、音をインプット、そしてアウ
トプットさせることである。「聞き・話す」
指導で、すらすらと単語やダイアローグを言
えるようにしてから、「読み・書き」指導を
行う。
　ここでは、サークルの仲間とともに開発し
た「書きシート」（上図）の使い方を紹介する。
① 　一番上にあるフラッシュカードの表（絵

だけ）と裏（絵と文字）を見て、ダイアロー
グを言う。

②　「読む」ところを指差し、一つ一つ指で
押さえながら、読む。既に言えるようになっ
ているダイアローグであるが、一つ一つ指

で押さえながらも、すらすら言えるように
なるまで声に出して読む。

③　薄い文字をなぞる。
④　上の手本を見て、写す。
⑤　下の段も同様に進める。
⑥　下の段では、自分が言いたいことを東京

書籍の「picture dictionary」を開いて写す。
　英語を読む際、単語を指で押さえながら読
むことは長野の小嶋悠紀氏から教わった。
　以下は、５年生児童の感想である。

・分かりやすくて楽しい。
・絵が付いているので分かりやすい。
・読む、なぞる、写すを繰り返すことで、覚

えられるから良かった。
・自分のことを書くことができてうれしかった。

「うつしまる」（光村教育図書）のように、
何をしたらよいかどの子にも分かり、書く楽
しさを味わうことができる教材である。

　学習指導要領対応　 道徳・英語・プログラミングの授業実践新

東京書籍・５年・p.54-59

ア
を
他
の
国
々
に
負
け
な
い
よ
う

な
経
済
の
発
展
し
た
国
に
す
る
よ

り
、
自
然
を
守
る
こ
と
を
優
先
し

ま
し
た
。
マ
ー
タ
イ
さ
ん
の
考
え

に
賛
成
で
す
か
。
反
対
で
す
か
。

︻
賛
成
︼
自
然
を
守
り
、
残
し
て
い

か
な
け
れ
ば
未
来
が
な
い
か
ら
。

︻
反
対
︼
経
済
が
発
展
し
た
方
が
国

が
豊
か
に
な
り
、
便
利
な
生
活
が

で
き
る
か
ら
。

　

経
済
の
発
展
を
と
る
か
、
豊
か
な

自
然
を
と
る
か
、
子
供
た
ち
は
悩
む

だ
ろ
う
。
オ
ー
プ
ン
エ
ン
ド
の
課
題

で
あ
る
。ど
ち
ら
の
考
え
も
尊
重
す
る
。

④
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

﹃
キ
ー
ワ
ー
ド
で
教
え
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
﹄

（
向
山
洋
一
監
修　

騒
人
社
）
の
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
12
「
つ
く
る
責
任
つ
か
う

責
任
」
を
印
刷
し
、
配
付
す
る
。
人

間
が
、
た
く
さ
ん
の
資
源
を
使
い
、

も
の
を
作
り
、
そ
れ
を
大
量
に
消
費

し
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
せ
る
。「
つ

く
る
責
任
つ
か
う
責
任
」
に
つ
い
て
、

自
分
の
考
え
を
も
ち
、
で
き
る
こ
と

が
書
け
れ
ば
よ
い
。

し
て
、
世
界
中
に
、
日
本
語
の
ま
ま

で
「
も
っ
た
い
な
い
」
を
広
め
た
。

①
資
料
の
読
み
聞
か
せ

　

ゆ
っ
く
り
と
間
を
取
り
な
が
ら
、

読
み
聞
か
せ
る
。

②
内
容
を
確
認
す
る

発
問
１
誰
が
、ど
う
し
た
話
で
す
か
。

・
マ
ー
タ
イ
さ
ん
が
、
環
境
を
保
護

し
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
話
。

指
示
１
マ
ー
タ
イ
さ
ん
が
ノ
ー
ベ

ル
賞
を
受
賞
で
き
た
の
は
、
ど
う

し
て
で
す
か
。
マ
ー
タ
イ
さ
ん
の

行
動
や
考
え
方
に
線
を
引
き
な

さ
い
。

指
示
２
ど
こ
に
線
を
引
い
た
か
指

名
な
し
で
発
表
し
ま
す
。

・
木
を
植
え
る
活
動
を
思
い
つ
き
ま

し
た
。

・
マ
ー
タ
イ
さ
ん
は
代
表
者
と
し
て
、

い
そ
が
し
い
日
々
を
送
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

・
行
く
手
に
立
ち
は
だ
か
る
問
題
か

ら
け
っ
し
て
に
げ
よ
う
と
し
な
い
。

③
主
発
問
を
行
う

発
問
２
マ
ー
タ
イ
さ
ん
は
、
ケ
ニ

１
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
認
知
度

　

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
行
っ
た

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
認
知
度
調
査
が
あ
る
。

二
十
八
か
国
、
十
六
歳
か
ら
七
十
四

歳
ま
で
の
約
二
万
人
が
調
査
対
象
と

な
り
、
日
本
で
は
約
千
人
が
対
象
と

な
っ
た
。
結
果
、
日
本
は
最
下
位
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
少
し
で
も
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
と
い
う
人
は
、
世
界
平
均

で
は
七
四
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
日

本
は
四
九
％
だ
っ
た
。
世
界
の
中
で

は
出
遅
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
学
習
指
導
要
領
の

目
玉
で
あ
り
、
学
校
教
育
の
中
で
取

り
組
む
べ
き
今
日
的
課
題
で
あ
る
。

道
徳
の
教
科
書
に
も
、
地
球
の
未
来

に
つ
い
て
多
面
的
・
多
角
的
に
考
え
、

持
続
可
能
な
社
会
の
創
造
に
つ
い
て

考
え
る
題
材
が
、
幾
つ
も
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
。

２
「
緑
の
闘
士
︱
ワ
ン
ガ
リ
・

マ
ー
タ
イ
︱
」
の
授
業

︿
あ
ら
す
じ
﹀

　

長
い
間
行
っ
て
き
た
環
境
保
護
活

動
が
評
価
さ
れ
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

を
受
賞
し
た
マ
ー
タ
イ
さ
ん
。
生
ま

れ
故
郷
ケ
ニ
ア
を
経
済
の
発
展
し
た

国
に
す
る
方
が
重
要
だ
と
考
え
る
人

た
ち
と
対
立
し
つ
つ
、
ケ
ニ
ア
の
自

然
環
境
を
守
る
活
動
を
続
け
た
。
そ

SDGsと関連付け
た授業プラン
持続可能な社会の創り手と
なる児童にSDGsの理念を伝
えていく。

兵庫県南あわじ市立榎列小学校

榎
えの

本
もと

寛
ひろ

之
ゆき

日本文教出版・６年・ p.48-51
「緑の闘士―ワンガリ・

マータイ―」
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　学習指導要領対応　 道徳・英語・プログラミングの授業実践新

教科で使える
プログラミング実践

SDGsとプログラ
ミングを組み合わ
せて授業しよう
社会科５年「環境をともに守
る」の学習で、持続可能な社
会の創り手を育てるプログラ
ミング教育を実践する。

北海道斜里町立斜里小学校

塩
しお

谷
や

直
なお

大
ひろ

グ
ラ
ミ
ン
グ
は
、
機
械
学
習
と
い

う
方
法
で
す
。
デ
ー
タ
を
た
く
さ

ん
学
習
さ
せ
る
ほ
ど
、
Ａ
Ｉ
の
間

違
い
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

授
業
後
、
子
供
た
ち
は
「
環
境
を

守
る
た
め
に
も
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が

使
わ
れ
て
い
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
」
と
い
う
感
想
を
書
い
て
い
た
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
の
た
め
に
は
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
も
重
要
で
あ
る
。
優

れ
た
教
材
を
活
用
し
て
、
今
後
も
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
践
を
続
け
て
い
く
。

で
「
Ａ
Ｉ
ｆ
ｏ
ｒ
Ｏ
ｃ
ｅ
ａ
ｎ
ｓ
」

に
挑
戦
さ
せ
た
。「
ゴ
ミ
な
の
か
、

魚
な
の
か
」
ク
リ
ッ
ク
し
な
が
ら
Ａ

Ｉ
に
デ
ー
タ
を
学
習
さ
せ
る
体
験
が

で
き
る
。
ど
の
子
も
笑
顔
で
取
り
組

ん
で
い
た
。
事
前
に
、
個
人
ア
カ
ウ

ン
ト
を
取
っ
て
お
い
た
の
で
、
子
供

た
ち
一
人
一
人
の
進
捗
状
況
が
教
師

の
パ
ソ
コ
ン
で
把
握
で
き
る
。
な
か

な
か
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
進
ま
な
い
児

童
に
は
、
さ
り
げ
な
く
サ
ポ
ー
ト
し

て
あ
げ
た
。

説
明
３
皆
さ
ん
が
体
験
し
た
プ
ロ

ト
を
海
に
入
れ
る
だ
け
で
、
ゴ
ミ

を
拾
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す

か
？

　

子
供
た
ち
は
「
人
工
知
能
な
ら
す

ぐ
に
で
き
そ
う
だ
」「
い
き
な
り
は

無
理
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」
と
つ
ぶ

や
い
て
い
た
。
そ
こ
で
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
た
動
画
を
見
せ
る
。
こ
の

動
画
は
「
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
Ｏ
Ｄ

Ｅ
（
ア
ワ
ー
オ
ブ
コ
ー
ド
）」 ※
と
い

う
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
サ
イ
ト
に

あ
る
「
Ａ
Ｉ
ｆ
ｏ
ｒ
Ｏ
ｃ
ｅ
ａ
ｎ

ｓ
」
と
い
う
無
料
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
ツ
ー
ル
か
ら
作
成
し
た
。

　

人
工
知
能
を
搭
載
し
た
だ
け
の
ロ

ボ
ッ
ト
を
海
に
投
入
し
て
も
、
ゴ
ミ

と
魚
の
区
別
は
で
き
な
い
。

発
問
２
Ａ
Ｉ
は
魚
と
ゴ
ミ
を
区
別

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
Ａ
Ｉ
に
あ
る
こ
と
を
し
な
く

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
何
だ
と
思
い

ま
す
か
。
相
談
し
て
ご
ら
ん
な
さ

い
。

「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
必
要
で
は
な

い
か
」「
そ
も
そ
も
ゴ
ミ
の
こ
と
を

教
え
な
い
と
駄
目
だ
」「
ゴ
ミ
は
こ

う
い
う
も
の
だ
と
教
え
て
あ
げ
な
い

と
い
け
な
い
」
な
ど
の
様
々
な
意
見

が
出
さ
れ
た
。
教
師
は
ど
の
意
見
も

認
め
て
、
褒
め
て
い
っ
た
。

４
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験

説
明
２
Ａ
Ｉ
は
そ
の
物
体
が
魚
か

ゴ
ミ
か
は
識
別
で
き
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
パ
タ
ー
ン
を
学
習
さ
せ
れ

ば
識
別
で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
が
Ａ

Ｉ
の
先
生
に
な
っ
て
、
学
習
さ
せ

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
後
、
一
人
一
台
の
パ
ソ
コ
ン

海
洋
ゴ
ミ
の
問
題
に
つ
い
て
学
習
で

き
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
教
師
が

見
付
け
た
海
洋
ゴ
ミ
の
画
像
を
数
枚

提
示
し
た
。
ゴ
ミ
で
海
が
汚
れ
て
い

る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
魚
や
亀
が

そ
の
ゴ
ミ
を
食
べ
て
、
死
ん
で
し
ま

う
こ
と
に
も
気
付
か
せ
た
。

　

次
の
時
間
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
用
い
た
調
べ
学
習
を
行
っ
た
。

指
示
海
の
豊
か
さ
を
守
る
た
め
の

事
例
を
、
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん

見
付
け
な
さ
い
。

　

見
付
け
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｕ
Ｒ

Ｌ
は
グ
ー
グ
ル
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
に
貼

り
付
け
さ
せ
、
共
有
し
た
。

３
Ａ
Ｉ
は
ゴ
ミ
を
区
別
で
き
る
か

　

次
の
時
間
は
、
共
有
し
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
交
流
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始

め
た
。

説
明
１

○
○
さ
ん
が
見
付
け
た

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
Ａ
Ｉ
︵
人
工
知

能
︶
で
解
決
し
よ
う
と
い
う
取
り

組
み
が
あ
り
ま
し
た
。

発
問
1
Ａ
Ｉ
を
搭
載
し
た
ロ
ボ
ッ

ン
グ
を
体
験
さ
せ
る
。︵
総
合
︶

⑦　

人
間
と
自
然
と
の
結
び
付
き
を

関
係
図
︵
サ
イ
ク
ル
図
︶
か
ら
読

み
取
ら
せ
る
。︵
社
会
︶

⑧　

ノ
ー
ト
に
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
で

ま
と
め
さ
せ
る
。︵
社
会
︶

　

本
稿
で
は
④
⑤
⑥
の
時
間
の
学
習

活
動
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

２
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
か
ら
調
べ
学
習

　

ま
ず
「
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
」

の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
取
り
組
ま
せ
る
。

色
を
塗
る
な
ど
の
作
業
を
通
し
て
、

１
単
元
計
画
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

﹃
キ
ー
ワ
ー
ド
で
教
え
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
﹄（
向
山
洋
一
監
修　

騒
人
社
）

の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

関
す
る
知
識
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
。
学
校
で
実
践
す
る

際
に
非
常
に
有
効
な
教
材
だ
。
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
は
新
学
習
指
導
要
領
の
重
要
な

キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
だ
。
社
会
科
の

学
習
と
つ
な
げ
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
を
単
元
計
画
に

組
み
込
ん
だ
。次
の
よ
う
に
計
画
し
た
。

社
会
科
︵
五
時
間
︶
・
総
合
的
な
学

習
の
時
間
︵
三
時
間
︶
合
計
八
時
間

①　

北
九
州
市
の
写
真
か
ら
環
境
の

変
化
を
読
み
取
ら
せ
る
。︵
社
会
︶

②　

公
害
と
環
境
問
題
の
違
い
を
教

え
る
。︵
社
会
︶

③　

北
九
州
エ
コ
タ
ウ
ン
の
環
境
問

題
に
対
す
る
取
り
組
み
を
、
資
料

か
ら
読
み
取
ら
せ
る
。︵
社
会
︶

④　

海
の
汚
れ
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
、

海
の
資
源
を
守
る
こ
と
の
大
切

さ
に
気
付
か
せ
る
。︵
総
合
︶

⑤　

調
べ
学
習
︵
総
合
︶

⑥　

海
を
守
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ

５年社会科
「環境をともに守る」

※ https://hourofcode.com
/jp
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中

学校
の授業実践

中

学校
の授業実践

理科

中学校中学校の授業実践

深い読みを実現す
るための「構成」
の指導
教えたいことは説明するの
ではなく、発問し、生徒に
発見させていくことが重要
である。

中

学校
の授業実践

中

学校
の授業実践

国語

東京都世田谷区立太子堂中学校

原
はら

田
だ

涼
りょう

子
こ

教室で体験でき
る！　モノを使っ
た「地震」の授業
２種類の「揺れ」をバネで
表す。
（小森栄治氏のバネを使っ
た実践を参考にした中１授
業実践）

神奈川県横浜市立港南台第一中学校

安
あん

藤
どう

京
きょう

祐
すけ

の
時
間
を
三
分
取
り
ま
す
。
話

す
内
容
を
ノ
ー
ト
に
書
き
ま
す
。

　

説
明
の
評
価
基
準
を
二
点
示
す
。

①
図
・
モ
ノ
を
用
い
た
か
。

②
波
の
特
徴
を
取
り
上
げ
た
か
。

事
前
に
見
せ
た
バ
ネ
を
動
か
す
か
、

教
科
書
の
図
を
活
用
さ
せ
る
。

「
今
考
え
た
説
明
を
、
お
隣
の
人
に

し
ま
す
。
十
五
秒
ず
つ
。
最
初
に
窓

側
の
人
か
ら
。
ス
タ
ー
ト
」

「
カ
タ
カ
タ
…
…
こ
の
よ
う
な
地
震

の
小
さ
な
揺
れ
は
P
波
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
バ
ネ
で
は
こ
の
よ
う
に
表

せ
ま
す
（
揺
ら
す
）。
揺
れ
の
伝
わ

る
速
さ
が
速
い
波
で
す
」

　

評
価
基
準
に
達
し
た
例
で
あ
る
。

説
明
し
た
後
に
は
相
互
評
価
す
る
。

　

速
報
は
何
を
感
じ
取
っ
て
知

ら
せ
て
い
ま
す
か
。
波
と
い
う
言

葉
を
使
っ
て
ノ
ー
ト
に
書
き
ま
す
。

S
波
の
前
に
来
る
P
波
を
感
知
し

て
速
報
を
出
す
こ
と
が
分
か
る
。

と
縦
波
の
P
波
を

表
す
。

S
波
は
二
人
で

行
う
。
一
人
は
端

を
持
つ
だ
け
。
も

う
一
人
は
バ
ネ
を
一

度
上
か
下
に
動
か

す
と
、
横
波
の
S

波
に
な
る
。（
P
波・

S
波
の
揺
れ
の
様

子
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

に
動
画
が
あ
る
）

３
実
際
に
説
明
さ
せ
る

　

最
初
に
教
師
が
模
範
を
示
す
。

「
こ
の
バ
ネ
を
見
て
く
だ
さ
い
。（
揺

ら
す
）
地
震
の
大
き
な
揺
れ
は
S
波

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
時
速
４
㎞
／

時
く
ら
い
の
揺
れ
を
表
し
ま
す
。
ユ

サ
ユ
サ
と
揺
れ
ま
す
」

　

今
の
説
明
が
だ
い
た
い
十
五

秒
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
み
な
さ

ん
は
P
波
の
説
明
を
し
て
く
だ
さ

い
。
教
科
書
な
ど
を
見
て
、
準
備

１
導
入
は
身
近
な
実
生
活
か
ら

　

何
の
音
で
す
か
？　

分
か
っ

た
ら
手
を
挙
げ
ま
す
。
少
し
嫌

な
音
で
す
。

　

そ
う
指
示
し
た
後
に
、
三
秒
ほ
ど

緊
急
地
震
速
報
を
流
す
。
地
震
が
来

る
前
に
速
報
が
鳴
る
か
ら
、
避
難
す

る
準
備
が
で
き
る
。

　

速
報
は
、
何
を
感
じ
取
っ
て

皆
さ
ん
に
知
ら
せ
て
い
ま
す
か
。

今
日
は
速
報
の
仕
組
み
を
学
び

ま
す
。

「
本
時
の
ね
ら
い
」
を
端
的
に
示
し

て
、
生
徒
が
捉
え
や
す
く
す
る
。

２
モ
ノ
を
活
用

　

教
科
書
を
読
ん
で
地
震
波
を
確
認

し
た
後
、
モ
ノ
を
使
う
。
こ
こ
で
波

の
特
徴
を
目
で
見
せ
て
押
さ
え
る
。

「
地
震
に
は
二
つ
の
揺
れ
が
あ
り
ま

す
。
初
期
微
動
と
主
要
動
。
二
つ
の

揺
れ
を
バ
ネ
で
表
現
し
ま
す
」

　

二
つ
の
揺
れ
は
波
の
よ
う
に
広
が

る
こ
と
を
取
り
上
げ

る
。（
初
期
微
動
の

波
を
P
波
、
主
要
動

の
波
を
S
波
）

　

持
ち
手
へ
バ
ネ
を

寄
せ
、
中
指
を
放
す

Ｐ波

Ｓ波

検
討
し
て
い
く
。

　

最
後
に
主
題
を
考
え
さ
せ
る
前
に
、

必
ず
扱
っ
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。

発
問
７

こ
の
物
語
の
冒
頭
に
は

「
現
在
」
の
場
面
が
あ
る
の
に
、

最
後
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
後
に

「
現
在
」
の
場
面
を
描
か
な
い
と
、

ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
り
ま
す
か
。

　

生
徒
は
「
と
て
も
暗
い
終
わ
り
方

に
な
る
」「
そ
れ
か
ら
﹃
客
﹄
が
ど

う
な
っ
た
の
か
、
物
語
の
続
き
が
気

に
な
る
」
と
い
っ
た
意
見
を
述
べ
る
。

発
問
８
「
客
」
に
と
っ
て
「
少
年

の
日
の
思
い
出
」
は
ど
の
よ
う
な

思
い
出
な
の
で
す
か
。

　

生
徒
は
「
悪
い
思
い
出
」「
忘
れ

ら
れ
な
い
苦
い
思
い
出
」
な
ど
と
言

う
。
そ
の
後
、
主
題
を
書
か
せ
る
。

　

構
成
を
扱
わ
な
い
と
「
人
は
一
度

犯
し
た
罪
を
償
う
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
い
っ
た
主
題
で
留
ま
る
。
構

成
を
き
ち
ん
と
扱
う
こ
と
で
「
人
は
、

子
供
の
頃
の
過
ち
を
大
人
に
な
っ
て

も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と

い
っ
た
主
題
に
深
ま
っ
て
い
く
。

る
登
場
人
物
は
、
板
書
で
整
理
す
る
。

　

登
場
人
物
が
明
確
に
な
っ
た
ら
、

話
者
を
確
定
す
る
。

発
問
３
1
場
面
の
話
者
は
誰
で
す

か
。︵
私
︶

発
問
４
2
場
面
の
話
者
は
誰
で
す

か
。︵
僕
︶

発
問
５
2
場
面
の
「
僕
」
は
、
1

場
面
の
誰
で
す
か
。︵
客
、
友
人
︶

発
問
６

つ
ま
り
、
こ
の
物
語
は

「
客
」
が
何
を
し
て
い
る
話
な
の

で
す
か
。

　

生
徒
は
「﹃
私
﹄
と
話
を
し
て
い

る
」「
昔
を
回
想
し
て
い
る
」
と
い
っ

た
こ
と
を
言
う
。
生
徒
の
言
葉
を
使

い
、
こ
の
物
語
は
「
大
人
に
な
っ
た

﹃
客
﹄
が
少
年
の
日
の
思
い
出
を

語
っ
て
い
る
話
」
で
あ
る
こ
と
を
押

さ
え
る
。
こ
こ
ま
で
確
認
し
て
初
め

て
、
読
解
に
入
る
。

２
深
い
読
み
へ

　

構
成
を
確
認
し
た
後
は
、
生
徒
が

疑
問
に
思
っ
た
点
や
、
生
徒
の
解
釈

が
分
か
れ
た
部
分
な
ど
を
発
問
し
、

　

ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
﹃
少
年
の
日

の
思
い
出
﹄
は
、
国
語
の
苦
手
な
生

徒
に
と
っ
て
は
難
解
な
教
材
で
あ
る
。

物
語
の
設
定
が
複
雑
だ
か
ら
だ
。
話

者
が
途
中
で
変
化
し
、
話
者
の
視
点

も
変
わ
る
。
読
み
取
れ
て
い
る
か
否

か
で
、
主
題
も
変
化
す
る
。

　

こ
の
物
語
で
「
深
い
読
み
」
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、「
構
成
」
を
読

み
取
ら
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

１
構
成
の
確
認

　

教
師
の
範
読
後
、
生
徒
に
作
品
を

自
力
分
析
さ
せ
、
発
表
さ
せ
る
。
そ

の
後
、
構
成
を
確
認
す
る
。

発
問
１
物
語
を
二
つ
に
分
け
る
と

す
る
と
、ど
こ
で
分
け
ら
れ
ま
す
か
。

指
示
そ
う
考
え
る
理
由
も
書
き
な

さ
い
。

　

生
徒
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「﹃
友
人
は
、
そ
の
間
に
次
の
よ
う

に
語
っ
た
。﹄
と
書
い
て
あ
る
の
で
、

こ
こ
か
ら
後
ろ
は
、「
友
人
」
の
話

に
な
る
か
ら
で
す
」

発
問
２
前
半
を
「
現
在
」
と
す
る

と
、
後
半
は
何
で
す
か
。︵
過
去
︶

　

私
は
便
宜
上
、
前
半
を
1
場
面
、

後
半
を
「
僕
」
の
年
齢
で
さ
ら
に
二

つ
に
分
け
、
2
①
場
面
、
2
②
場
面

と
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
場
面
ご
と
に
登
場
人
物

を
確
認
す
る
。
複
数
の
呼
び
名
が
あ
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講
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下
に
ヒ
ン
ト
の
図
が
あ
り
ま
す
。「
は
じ

め
12
匹
」
を
黒
で
囲
み
な
さ
い
。

　

お
は
じ
き
が
か
い
て
あ
り
ま
す
。
上
の

６
つ
の
●
の
上
に
「
６
ぴ

き
ふ
え
て
」
と
書
き
な
さ

い
。
下
の
４
つ
の
お
は
じ

き
に
何
と
書
き
ま
す
か
。

「
４
ひ
き
へ
っ
た
の
で
」

と
書
き
な
さ
い
。
つ
ま

り
、
何
匹
ど
う
し
た
の
で

す
か
。「
２
ひ
き
ふ
え
た
」

で
す
ね
。
は
じ
め
12
匹
で

２
匹
増
え
た
。
そ
れ
だ
け

を
繰
り
返
し
て
も
う
一

回
ノ
ー
ト
に
式
を
書
き

な
さ
い
。

式　

12
＋
２
＝
14

答
え　

14
ひ
き

「
４
ひ
き
へ
っ
た
の
で
」
が
す
ご
い
。
論
理
的

で
あ
る
。
図
か
ら
「
２
ひ
き
ふ
え
た
」
は
分
か

る
。し
つ
こ
く
教
え
る
な
、と
い
う
教
え
で
あ
る
。

で
隠
す
の
は
な
ぜ
か
。
一
言
の
趣
意
説
明
が
ほ

し
い
。
私
は
「
つ
な
ぎ
言
葉
」
と
呼
ぶ
。

「
こ
こ
だ
け
見
る
と
、
４
匹
増
え
て
４
匹
減
っ

た
こ
と
に
な
る
。
数
は
変
わ
り
ま
せ
ん
ね
。
だ

か
ら
４
と
４
を
消
し
ま
す
」

３
向
山
氏
の
授
業

　

向
山
氏
は
こ
こ
を
ど
う
授
業
し
た
か
。
二
十

年
前
の
教
科
書
。
大
き
な
挿
絵
を
扱
っ
た
。

　

下
に
絵
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。（
中
略
）

　

矢
印
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。
ど
う
違
い

ま
す
か
。
左
側
が
と
ん
が
っ
て
い
る
の
と

右
側
が
と
ん
が
っ
て
い
る
の
で
す
ね
。

　

上
の
矢
印
。「
６
匹
増
え
た
」
と
書
き
な

さ
い
。下
に
何
と
書
き
ま
す
か
。「
４
匹
減
っ

た
」
で
す
ね
。
書
き
な
さ
い
。

　

も
う
一
度
、
絵
だ
け
見
な
が
ら
先
生
の

言
う
の
を
聞
い
て
な
さ
い
。（
問
題
を
読
む
）

　

矢
印
の
向
き
に
着
目
さ
せ
て
い
る
。「
増
え

た
」
と
「
減
っ
た
」
で
向
き
が
違
う
の
だ
。

１
ひ
ど
い
挿
絵

　

問
題
の
右
に
挿
絵
が
あ
る
。
こ
れ
は
ひ
ど
い
。

　

小
さ
い
。
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ
し
て
い
る
。
色
や

輪
郭
が
薄
い
。
矢
印
が
分
か
り
に
く
い
。
教
科

書
会
社
は
こ
の
挿
絵
を
軽
視
し
て
い
る
。
こ
の

挿
絵
な
ら
ば
私
は
扱
わ
な
い
。

　

二
十
年
前
の
同
じ
教
科
書
の

挿
絵
と
比
べ
て
ほ
し
い
（
上
の

図
。
△
は
リ
ス
の
絵
）。
ペ
ー
ジ

半
分
ほ
ど
の
大
き
な
挿
絵
だ
。
数

え
た
り
書
き
込
ん
だ
り
す
る
作

業
が
で
き
た
。
後
に
出
る
だ
ん

ご
テ
ー
プ
図
と
連
動
し
て
い
た
。

２
図
を
ど
う
扱
う
か

　

サ
ル
を
●
で
表
し
た
だ
ん
ご
テ
ー
プ
図
の
扱

い
に
力
量
が
現
れ
る
。

　

北
海
道
の
布
村
氏
。
サ
ル
の
数

を
○
で
表
さ
せ
る
と
次
の
よ
う
に

な
る
。「
サ
ル
は
何
匹
に
な
り
ま

し
た
か
」。
残
っ
た
○
を
数
え
さ

せ
る
。
教
科
書
の
図
と
違
う
。
三

〇
点
。

　

滋
賀
の
溝
口
氏
。
は
じ
め
の
12

匹
と
加
わ
る
６
匹
は
、
ブ
ロ
ッ
ク

の
色
を
変
え
る
。
こ
れ
も
教
科
書

ど
お
り
で
は
な
い
。
三
〇
点
。

　

教
科
書
は
「
は
じ
め
12
匹
」
は

○
に
し
て
い
な
い
。
増
え
た
り

減
っ
た
り
す
る
サ
ル
だ
け
を
○
で

表
し
て
注
目
さ
せ
て
い
る
。

　

北
海
道
の
五
十
嵐
氏
。
増
え
た

４
匹
と
減
っ
た
４
匹
を
線
で
つ
な

い
で
（
消
し
て
？
）
い
る
。

意
味
あ
る
作
業
だ
。
式
も

工
夫
し
て
い
る
。
し
か

し
、
五
十
嵐
氏
の
図
に
は

大
き
な
ミ
ス
が
あ
る
。
方

向
を
表
す
矢
印
に
な
っ

て
い
な
い
の
だ
。
六
〇
点

マ
イ
ナ
ス
一
〇
点
。

　

福
井
の
光
川
氏
は
先

生
問
題
を
出
し
た
。

は
じ
め
12
匹
、
６
匹
来

て
、
６
匹
帰
っ
た
。
は
じ

め
の
12
匹
か
ら
増
え
ま
す

か
、
変
わ
ら
な
い
で
す

か
。「
変
わ
ら
な
い
で
す
」

式
に
す
る
と
こ
う
な
り

ま
す
。
６
︱
６
=
０　

12
＋
０
=
12

「
０
を
た
す
」
こ
と
は
特
殊
な
計
算
で
あ
る
。

か
す
か
に
悩
む
子
が
出
そ
う
だ
。
教
科
書
ど
お

り
２
匹
増
え
る
方
が
分
か
り
や
す
い
。
四
〇
点
。

　

愛
知
の
岩
井
氏
。「
最
初
は
ど
う
な
っ
て
い

た
ん
で
す
か
」「
次
に
ど
う
な
っ
て
い
た
ん
で

す
か
」
と
確
認
し
な
が
ら
、
以
下
の
図
を
ノ
ー

ト
に
か
か
せ
て
い
く
。
来
た
サ

ル
と
帰
っ
た
サ
ル
を
ま
と
め
ま

す
。
結
局
サ
ル
は
何
匹
増
え
た

の
で
す
か
。（
２
匹
）

　

４
と
４
を
串
刺
し
に
し
て
消

し
た
。
矢
印
を
シ
ン
プ
ル
な
一

本
線
に
し
た
。
す
っ
き
り
し
た

図
で
あ
る
。
七
〇
点
。

　

増
え
た
４
匹
と
減
っ
た
４
匹

を
手
で
隠
さ
せ
た
方
が
二
人
。

福
岡
の
大
井
氏
四
五
点
。
神
奈

川
の
宮
森
氏
は
流
れ
が
ス
ム
ー

ズ
だ
。
六
五
点
。

そ
れ
か
ら
、
ど
う
な
り
ま
し

た
か
。（
６
匹
来
た
）。
６
匹
の

●
を
赤
鉛
筆
で
囲
み
ま
す
。
だ

ん
ご
・
テ
ー
プ
図
の
上
に
「
６

匹
」
と
書
き
な
さ
い
。
次
に
ど

う
な
り
ま
し
た
か
。（
４
匹
帰
っ
た
）。
４
匹
の

●
を
赤
鉛
筆
で
囲
み
ま
す
。
だ
ん
ご
・
テ
ー
プ

図
の
下
に
「
４
匹
」
と
書
き
な
さ
い
。
６
匹
来

て
４
匹
帰
り
ま
し
た
。
手
で
隠
し
ま
す
。

　

４
と
４
を
串
刺
し
で
消
す
の
は
な
ぜ
か
。
手

だ
ん
ご
テ
ー
プ
図
の
扱
い
に
力
量
が
反
映
さ
れ
る

だ
ん
ご
テ
ー
プ
図
の
扱
い
に
力
量
が
反
映
さ
れ
る

変
形
さ
せ
ず
に
教
科
書
ど
お
り
に
図
を
扱
う
方
が
分
か
り
や
す
い
。

変
形
さ
せ
ず
に
教
科
書
ど
お
り
に
図
を
扱
う
方
が
分
か
り
や
す
い
。

「
消
す
」「
隠
す
」「
書
き
込
む
」
な
ど
の
作
業
を
ど
う
入
れ
る
か
。

「
消
す
」「
隠
す
」「
書
き
込
む
」
な
ど
の
作
業
を
ど
う
入
れ
る
か
。
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から見た特別支援教育医師の目

小嶋の特別支援教育　校内研修完全再現
コピーフリー　すぐに印刷して配れる！

小嶋 悠紀（こじま ゆうき）

←この連載が読める『教育
トークライン』誌（教育技術
研究所）のお申込みはこちら

特別支援教育について詳しく学べる→
『TOSS特別支援教育』誌（教育技術
研究所）のお申込みはこちら

安原 昭博
安原こどもクリニック
院長

安
原
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
　
安や

す

原は
ら

昭あ
き

博ひ
ろ

　
　
構
成
：
笹さ

さ

野の

達た
つ

哉や

Ｙ
Ｃ
Ｃ
も
こ
も
こ
香
里
園
教
室

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓ま

ん

延え
ん

し
て
、
大
き

く
生
活
が
変
わ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
関
係
の
ニ
ュ
ー

ス
を
聞
く
と
、
発
達
障
害
の
子
供
た
ち
は
、「
外

に
出
た
ら
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
」
と

考
え
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
、「
部
屋
に
い
な

い
と
い
け
な
い
」
と
思
い
込
み
、
引
き
こ
も
る

傾
向
に
あ
る
。

　

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
来
て
い
る
子
供
た
ち
は
、

元
々
学
校
に
行
け
な
い
子
が
多
い
。
現
在
は
、

今
ま
で
普
通
に
行
け
て
い
た
子
ま
で
学
校
に
行

け
な
く
な
り
、
泣
き
な
が
ら
学
校
に
行
か
さ
れ

て
い
る
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
小
学
校
高
学
年
、

中
学
校
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
く
る
と
、

自
殺
、
死
ぬ
こ
と
を
考
え
て
し
ま
う
。

　

実
際
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
ケ
ー
ス
で
は
、
大
量

服
薬
を
し
た
子
が
い
た
。
持
っ
て
い
る
薬
を
全

部
飲
ん
で
し
ま
っ
た
子
、
マ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
飛

び
降
り
よ
う
と
し
た
子
な
ど
、
自
殺
し
そ
う
な

子
が
い
て
危
険
な
状
況
だ
っ
た
。

　

そ
の
た
め
、

子
供
に
寄
り
添
い
、
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、

①
子
供
た
ち
が
耐
え
て
い
る
不
満
に
耳
を

貸
す
。

②
そ
の
子
の
気
持
ち
に
な
っ
て
話
を
聞
き
、

ど
う
い
う
こ
と
を
改
善
し
た
方
が
い
い

の
か
を
一
緒
に
考
え
る
。

を
す
る
べ
き
だ
と
思
う
。
良
い
体
験
が
続
け
ば
、

多
く
の
子
は
悪
い
こ
と
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
改
善
し
て
い
く
。
た
だ
し
、

自
閉
症
傾
向
の
あ
る
子
は
、
不
満
や
思
い
込

み
な
ど
の
悪
い
こ
と
が
全
て
残
っ
て
い
く

た
め
、
大
人
は
注
意
を
傾
け
な
い
と
い
け
な
い
。

そ
れ
が
、
医
者
と
し
て
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
中

で
特
別
支
援
を
考
え
る
と
き
に
必
要
な
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
る
。
先
生
方
に
は
、

子
供
た
ち
に
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
こ
と

を
考
え
て
ほ
し
い
。

　

そ
し
て
マ
ス
ク
で
あ
る
。
防
疫
の
視
点
で
考

え
る
と
、
着
け
た
も
の
を
外
し
た
段
階
で
マ
ス

ク
は
二
度
と
使
え
な
い
。
マ
ス
ク
を
触
っ
た
段

階
で
、
付
着
し
た
ウ
イ
ル
ス
が
手
に
付
く
。
マ

ス
ク
を
触
る
た
び
に
手
を
洗
わ
な
い
と
い
け
な

く
な
る
。
発
達
障
害
の
子
は
特
に
過
敏
だ
。

　

そ
の
た
め
、
マ
ス
ク
は
自
分
が
も
っ
て
い
る

ウ
イ
ル
ス
を
感
染
さ
せ
な
い
た
め
に
す
る
と
い

う
概
念
を
教
え
る
と
よ
い
。

　

つ
ま
り
、
マ
ス
ク
は
自
分
の
唾
を
人
に

飛
ば
さ
な
い
た
め
に
着
け
る
も
の
だ
と
思

う
よ
う
に
す
れ
ば
と
よ
い
と
い
う
こ
と
だ
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
、
支
援
を
要
す
る

子
へ
の
対
応
に
つ
い
て

二
〇
二
〇
年
六
月
安
原
ド
ク
タ
ー
の
学
習
会
に
て
。
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小お

野の

隆た
か

行ゆ
き

「普通学級」で効果のある特別支援教育スキル小野が答える

岡
山
県
岡
山
市
立
西
小
学
校

プロが教える
プロが教える 教室でできる

小
児
心
療
科
医
師
　
小こ

柳や
な
ぎ

憲け
ん

司し

不登校支援

小柳 憲司
長崎県立こども医療福
　祉センター副所長
長崎大学医学部・教育
　学部非常勤講師
長崎医療技術専門学校
　非常勤講師

１
入
り
づ
ら
さ
を
ア
セ
ス
メ
ン
ト

　

集
団
に
入
り
づ
ら
い
子
へ
の
対
応

の
相
談
を
よ
く
受
け
る
。
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
答
え
よ
う
が
な
い
。

　

な
ぜ
集
団
に
入
り
づ
ら
い
の

か
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　

例
え
ば
、
特
別
支
援
学
級
の
子
で

体
育
に
入
り
づ
ら
い
子
が
い
る
。

　

原
因
は
何
か
？

①
集
団
の
中
が
緊
張
す
る
。

②
水
泳
で
水
が
怖
い
。

③
自
信
が
な
く
失
敗
が
怖
い
。

④
体
力
的
に
疲
れ
る
。

⑤
な
わ
跳
び
な
ど
で
痛
い
。

⑥
着
替
え
が
面
倒
。

⑦
暑
い
、
寒
い
。
喉
が
渇
く
。

　

ざ
っ
と
挙
げ
て
も
、
こ
れ
だ
け
あ

る
。
全
部
、
対
処
法
が
違
う
。

　

例
え
ば
、
③
失
敗
が
怖
い
子
で
あ

れ
ば
、
ス
キ
ル
を
上
げ
る
た
め
の
練

習
を
ほ
か
の
時
間
に
取
り
入
れ
る
。

彼
ら
に
と
っ
て
、
体
育
の
授
業
は
、

甲
子
園
の
試
合
み
た
い
な
も
の
。
い

き
な
り
さ
せ
る
方
が
お
か
し
い
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
を
ど
う
す
る
か

と
い
う
検
討
が
、
学
校
現
場
で
当
た

り
前
に
な
さ
れ
て
ほ
し
い
。

２

ス
テ
ッ
プ
を
踏
む

　

集
団
が
苦
手
な
子
に
、
い
き
な
り

み
ん
な
の
中
で
初
め
て
の
こ
と
を
さ

せ
る
の
は
抵
抗
が
大
き
い
。
特
に
行

事
の
練
習
で
抵
抗
が
大
き
く
な
る
。

　

最
初
は
見
学
を
さ
せ
て
、
見

て
学
ば
せ
る
。

　

抵
抗
感
が
強
い
子
に
は
、
体
操
服

に
着
替
え
る
こ
と
も
さ
せ
な
い
。

　

見
る
こ
と
す
ら
抵
抗
が
あ
る
な
ら

ば
、
行
事
の
参
加
自
体
を
検
討
し
た

方
が
よ
い
。

　

逆
に
、
見
て
い
る
う
ち
に
、
少
し

内
容
の
こ
と
を
話
し
た
り
、
身
体
を

動
か
し
た
り
す
る
よ
う
な
ら
、
参
加

刺
激
を
入
れ
て
も
よ
い
。
こ
の
よ
う

な
ス
テ
ッ
プ
が
必
要
だ
。

３

入
り
や
す
い
状
態
を
作
る

　

教
室
に
な
か
な
か
入
れ
な
い
子
が

い
る
。
下
駄
箱
の
所
ま
で
は
来
ら
れ

る
の
に
、
教
室
の
前
で
ス
ト
ッ
プ
し

て
し
ま
う
よ
う
な
子
だ
。

　

こ
う
い
っ
た
子
が
教
室
に
入
り
や

す
い
の
は
、
次
の
ど
ち
ら
か
？

⑴
シ
ー
ン
と
静
ま
っ
た
状
態

⑵
ざ
わ
ざ
わ
し
た
状
態

　

⑴
は
相
当
、
入
り
づ
ら
い
状
態
で

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
教
室
に
入
る
と

き
に
、
一
斉
に
視
線
を
向
け
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
状
態
の
中
で
、「
教

室
に
入
り
な
さ
い
」
と
言
っ
て
い
る

教
師
の
神
経
が
理
解
で
き
な
い
。

　

私
は
、
入
る
と
き
に
は
、「
休
憩
時

間
を
使
い
ま
し
ょ
う
」
と
提
案
す
る
。

　

自
分
が
担
任
で
あ
れ
ば
、
ミ
ニ
休

憩
の
お
茶
タ
イ
ム
に
し
た
り
、
提
出

物
を
出
さ
せ
る
時
間
に
し
た
り
し
て
、

シ
ー
ン
と
し
た
状
態
を
壊
す
。

　

ま
た
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て

い
る
こ
と
も
抵
抗
に
な
る
。
そ
れ
な

ら
ば
、
教
師
が
ラ
ン
ド
セ
ル
を
そ
っ

と
持
っ
て
あ
げ
れ
ば
い
い
こ
と
だ
。

　

こ
の
よ
う
な
配
慮
が
あ
れ
ば
、
子

供
の
安
心
度
は
ず
っ
と
上
が
る
。

集
団
に
入
り
づ
ら
い
子
供
の
支
援
ス
キ
ル

教
師
は
、
子
供
の
入
り
づ
ら
さ
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
 ※

を
行
っ
て
い
る
か
？　

多
く
の
教
師
が

結
果
だ
け
を
求
め
て
い
る
。
大
切
な
の
は
子
供
の
不
安
を
軽
減
さ
せ
、
成
功
体
験
を
基
に

対
処
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

不
登
校
の
経
過
（
１
）
前
駆
期

不
登
校
の
始
ま
り
の
時
期
に
登
校
刺
激
は
必
須
で
あ
る
。

１
不
登
校
の
前
駆
期
と
は

　

子
供
が
学
校
に
行
か
な
く
な
る
と
き
、
多
く

の
子
供
は
何
と
な
く
朝
か
ら
の
動
き
が
悪
く
な

り
、
欠
席
し
た
り
遅
刻
し
た
り
し
な
が
ら
徐
々

に
行
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
経
過
を
と

る
。
そ
の
「
少
し
ず
つ
休
み
が
ち
に
な
る
」
時

期
の
こ
と
を
前
駆
期
と
い
う
。

　

こ
の
時
期
、
子
供
は
朝
か
ら
な
か
な
か
起
き
な

く
な
っ
た
り
、
浮
か
な
い
表
情
を
し
て
い
た
り
す

る
。
頭
痛
、
腹
痛
、
身
体
が
だ
る
い
な
ど
の
症
状

を
訴
え
る
場
合
も
多
い
。
こ
れ
ら
の
症
状
は
「
学

校
に
行
き
た
く
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
の
表
れ
の

こ
と
も
あ
れ
ば
、
思
春
期
の
時
期
に
し
ば
し
ば

み
ら
れ
る
自
律
神
経
機
能
不
全
の
こ
と
も
あ
る
。

２
前
駆
期
の
対
応

「
こ
れ
は
不
登
校
の
始
ま
り
だ
か
ら
そ
っ
と
し

て
お
か
な
い
と
」
と
考
え
る
の
は
間
違
い
で
あ

る
。「
学
校
で
何
か
つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ
た
？
」

と
気
遣
い
な
が
ら
も
「
頑
張
っ
て
登
校
し
よ

う
」
と
励
ま
す
の
が
正
し
い
対
応
と
な
る
。
初

期
段
階
で
は
子
供
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
ど
の
く
ら

い
低
下
し
て
い
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
少
し

だ
け
気
持
ち
が
沈
ん
で
い
る
程
度
で
あ
れ
ば
、

周
囲
の
温
か
い
声
掛
け
と
励
ま
し
で
動
け
る
よ

う
に
な
る
。
学
校
ま
で
送
っ
た
り
、
先
生
に
迎

え
に
来
て
も
ら
っ
た
り
と
い
う
登
校
支
援
で
学

校
に
行
き
続
け
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
。
た
だ
し
、

学
校
に
行
か
せ
よ
う
と
す
る
と
部
屋
に
閉
じ
こ

も
っ
た
り
外
に
逃
げ
出
し
た
り
す
る
よ
う
で
あ

れ
ば
、
深
追
い
は
禁
物
で
あ
る
。
そ
の
と
き
に

は
想
像
以
上
に
子
供
は
心
に
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

て
い
る
と
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
学
校
か
ら
帰
っ
た
後
、
表
情
が
明
る

く
、
家
で
も
機
嫌
よ
く
過
ご
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、

子
供
に
と
っ
て
学
校
生
活
は
そ
れ
ほ
ど
苦
痛
で

は
な
い
と
考
え
て
よ
い
。
逆
に
、
学
校
に
行
き

さ
え
す
れ
ば
友
達
と
も
普
通
に
関
わ
り
、
授
業

も
落
ち
着
い
て
受
け
て
い
る
が
、
家
に
帰
る
と

非
常
に
不
機
嫌
な
よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
子

供
に
と
っ
て
学
校
生
活
が
苦
痛
で
あ
る
証
拠
と

な
る
。
子
供
は
学
校
で
は
き
ち
ん
と
し
な
け
れ

ば
と
い
う
意
識
が
あ
る
た
め
頑
張
る
の
で
あ
り
、

そ
の
し
わ
寄
せ
が
家
庭
内
で
の
不
機
嫌
と
し
て

表
れ
る
。
よ
っ
て
、
学
校
で
の
様
子
は
子
供
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
状
態
の
指
標
に
は
な
ら
な
い
。

３
前
駆
期
か
ら
混
乱
期
へ

　

不
登
校
の
前
駆
期
に
は
、
こ
の
よ
う
な
対
応

で
、
深
刻
な
不
登
校
状
態
に
陥
ら
せ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
し
か
し
、
子
供

の
状
態
が
悪
い
場
合
に
は
、
ど
ん
ど
ん
行
け
な

く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
時
期
を
混
乱
期
と
い

う
。
そ
の
場
合
は
登
校
刺
激
を
控
え
、
そ
っ
と

見
守
る
対
応
に
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

不
登
校
の
始
ま
り
の
時
期
は
、
当
面
登

校
刺
激
を
行
い
、
そ
の
反
応
で
子
供
の
状

態
を
把
握
す
る
よ
う
に
努
め
る
。
初
期
の

対
応
が
不
登
校
の
長
期
化
を
防
ぐ
。

※
個
人
の
状
態
像
︵
自
覚
症
状
や
表
情
、
言
動
か
ら
の
判
断
︶
を
理
解
し
、

必
要
な
支
援
を
考
え
た
り
、
将
来
の
行
動
を
予
測
し
た
り
、
支
援
の

成
果
を
調
べ
た
り
す
る
こ
と
。
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　2,000円（税込）
特典：送料無料
パスワード：cq150sg2

３月号で紹介！
五色百人一首　しおり
　５枚１組180円（税込）
特典：10組注文ごとに、
　1組プレゼント
パスワード：o71yuf81

【お申込み方法】
各商品の下に記載されているパスワードを、
TOSSオリジナル教材ウェブサイトのタイアップ商
品ページにある限定コードの枠に半角英数字でご入
力ください。
※パスワードには有効期間がございますので、ご
　注意ください。
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クラス全員が熱中するこの教材！

休
業
中
や
休
校
中
で
も
学
力
が
保
障
さ
れ
る
「
あ
か
ね
こ

夏
ス
キ
ル
」「
あ
か
ね
こ
冬
ス
キ
ル
」（
光
村
教
育
図
書
）

あ
か
ね
こ
シ
リ
ー
ズ
が
こ
の
一
冊
に
全
て
凝
縮
。

橋は
し

本も
と

拓た
く

弥や

栃
木
県
小
山
市
立
小
山
第
一
小
学
校

　

今
年
度
の
学
校
の
始
ま
り
は
、
異

例
の
休
校
か
ら
で
あ
っ
た
。
文
部
科

学
省
に
よ
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
対
応
し
た
臨
時
休
業
の

実
施
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
令

和
二
年
三
月
）」
で
は
、
教
科
書
と

併
用
で
き
る
適
切
な
教
材
を
提
供
す

る
こ
と
が
通
達
さ
れ
た
。
休
校
中
は

宿
題
用
の
プ
リ
ン
ト
を
印
刷
す
る
先

生
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
と
き
に
、
子
供
た
ち

が
学
習
に
迷
わ
ず
に
、
一
人
で
も
取

り
組
め
る
ぴ
っ
た
り
の
教
材
が
あ
る
。

「
あ
か
ね
こ
夏
ス
キ
ル
」「
あ
か
ね

こ
冬
ス
キ
ル
」「
あ
か
ね
こ
し
あ
げ

ス
キ
ル
」︵
光
村
教
育
図
書
︶

　

ま
ず
、
国
語
・
算
数
、
複
数
教
科

が
集
約
さ
れ
、
学
期
ご
と
に
網
羅
さ

れ
て
い
る
。
国
語
ペ
ー
ジ
で
は
、
子

供
が
集
中
で
き
る
よ
う
、
写
し
な
が

ら
覚
え
る
ペ
ー
ジ
が
あ
る
。
更
に
マ

ス
目
解
答
欄
も
設
定
さ
れ
て
、
子
供

自
身
で
正
答
を
見
付
け
出
し
や
す
い

配
慮
が
あ
る
。
ま
た
、「
あ
か
ね
こ

冬
ス
キ
ル
」
は
、
年
賀
状
の
書
き
方

の
ペ
ー
ジ
も
付
い
て
い
る
。
写
真
入

り
の
特
集
ペ
ー
ジ
も
あ
っ
て
、
楽
し

く
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

付
録
に
は
、
一
行
日
記
も
記
入
で
き

る
カ
レ
ン
ダ
ー
や
追
加
の
問
題
、
そ

し
て
、
学
期
明
け
に
実
施
で
き
る
確

認
テ
ス
ト
（
国
語
・
算
数
）
も
付
い

て
い
る
の
だ
。
安
定
し
た
家
庭
学
習

の
教
材
に
お
薦
め
で
あ
る
。

TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
教育技術研究所　0120-00-6564

『教育トークライン』
教育技術研究所
タイアップ企画！

&
「送ってうれしい」「もらってうれしい」
を実感できるテキスト
コロナ禍の今だからこそ、手紙の大切さを伝えたい！
コンテンツ：「手紙の書き方」テキスト

西
にし

尾
お

豊
ゆたか

神奈川県横浜市立洋光台第二小学校

「今年はおじいちゃんおばあちゃんの家に遊びに行けなかった」
　夏休み明け、こういった声を複数の子から聞いた。コロナ禍の影響で、今夏は帰省が難しかっ
たからだ。そして、今冬も同様の状況が続くと考えられる。祖父母に限らず、「会いたくても
会えない人がいる」ということが例年よりも多いだろう。そんなときによいのが「手紙を送
ること」だ。 メールやSNSなどで簡単に連絡が取れる今だからこそ、手書きの“世界に一枚
しかない”手紙を送ることは、受け取る相手に気持ちが伝わるものになる。それを実現する
のが、「手紙の書き方」テキストだ。
　このテキストを申し込むと、セットで児童一人に一枚ずつはがきが付いてくる。中学年以
上であれば、便箋と封筒のセットを申し込むこともできる。テキストでの学習を通して、心
温まる手紙のやり取りを、多くの子供たちに体験してほしい。

　申込みは「手紙の書き方体験授業」で検索。上段メニューの「教材申込」をクリックす
るとフォームが出てくる（小学校、中学校、高校、特別支援学校で分かれている）。
　なお、年賀状の申込みは11月下旬で終了。通常はがきの申込みは２月末まで可能。 ※消費増税などの影響で、期間中に値上げする可能

性がございます。何とぞ、ご承知おきください。

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

TOSSテキスト
を活用した授業実践報告
TOSSテキスト
を活用した授業実践報告

様
々
な
タ
イ
プ
の
子
が
活
躍
で
き
る

「
五
色
百
人
一
首
」（
教
育
技
術
研
究
所
）

五
色
に
分
け
た
画
期
的
な
工
夫
が
、
活
躍
で
き
る
場
を
保
証
し
て
い
る
。

中な
か

川が
わ

貴た
か

如ゆ
き

島
根
県
浜
田
市
立
波
佐
小
学
校

　

コ
ツ
コ
ツ
覚
え
る
努
力
タ
イ
プ
の

子
供
た
ち
に
光
が
当
た
っ
た
。

　

す
ぐ
に
キ
レ
て
し
ま
う
子
が
、
負

け
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

不
登
校
傾
向
の
子
が
、
百
人
一
首
大

会
に
出
て
活
躍
し
た
。

　

百
人
一
首
を
全
て
暗
唱
す
る
子
が

続
々
と
現
れ
た
。
卒
業
生
の
同
窓
会

で
、「
五
色
百
人
一
首
」
が
話
題
に

上
が
り
感
謝
さ
れ
た
。

「
五
色
百
人
一
首
」
を
し
て
い
る
と
、

様
々
な
タ
イ
プ
の
子
供
た
ち
が
活
躍

す
る
姿
を
目
の
当
た
り
に
す
る
。

　

様
々
な
子
が
活
躍
で
き
る
の
は
、

札
を
五
色
に
分
け
る
と
い
う
画
期
的

な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

一
色
が
二
十
枚
。
こ
れ
に
よ
り
、

一
試
合
を
三
分
で
終
え
る
こ
と
が
可

能
に
な
っ
た
。
毎
日
で
き
る
か
ら
、

自
然
と
上
達
で
き
る
。

　

ま
た
、
五
色
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
子
に
得
意
な
色
が
で
き
る
。
色

に
よ
っ
て
活
躍
す
る
子
が
違
う
。
そ

の
色
の
暗
唱
名
人
な
ど
も
生
ま
れ
て

く
る
。

　

普
通
の
百
人
一
首
で
は
、
こ
う
は

な
ら
な
い
。「
五
色
百
人
一
首
」
だ
か

ら
こ
そ
、
様
々
な
ド
ラ
マ
が
起
こ
る
。
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デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説

プリントは、デジタル・
トークラインからダウン
ロードできます。

copy free

T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSS教職員賠償責任保険

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できるシステムでトラブルに対応します。
保険料は、年間6380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSS教職員賠償責任保険ホームページ　https://tosshoken.com/

回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い

光ひ
か
る

　
　
構
成
：
中な

か
　た
に谷

康や
す
　ひ
ろ博

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

働き方改革！

教師が　　　　　　　　 と向き合うために「やりがい」

弁
償
と
謝
罪
を
要
求
す
る
保
護
者
に

ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
か

イラスト：谷岡 聡美

　

児
童
Ａ
さ
ん
が
、
同
じ
学
級
の
児

童
Ｂ
さ
ん
に
上
靴
を
隠
さ
れ
た
り
暴

言
を
吐
か
れ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
筆
箱
が
、
何
か
で
切
り

裂
か
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り
ま

し
た
。
状
況
か
ら
、
Ａ
さ
ん
の
保
護

者
は
「
Ｂ
さ
ん
の
仕
業
で
あ
る
」
と

主
張
し
、
弁
償
と
謝
罪
を
要
求
し
て

い
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
も
、
事
態
を
重
く

受
け
止
め
て
事
情
を
聞
き
に
来
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
す
れ
ば
い

い
で
し
ょ
う
か
。

あ
っ
た
の
か
、
な
か
っ
た
の
か
の
調
査

が
必
要
で
す
。

　

事
実
を
確
認
す
る
こ
と
は
、
指
導
を

す
る
上
で
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。

　

し
か
し
、
調
査
を
し
て
も
、
何
が
事

実
な
の
か
が
は
っ
き
り
と
分
か
ら
な
い

場
合
も
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

学
校
が
行
え
る
調
査
に
は
限
界
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
と
き
に
は
、「
誰
が
や
っ

た
の
か
、
分
か
り
ま
せ
ん
」
と
保
護
者

に
報
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
Ａ

さ
ん
の
保
護
者
に
は
納
得
し
て
も
ら
え

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
、

「
学
校
が
で
き
る
の
は
こ
こ
ま
で
で
す
」

と
、
は
っ
き
り
と
伝
え
て
お
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

も
し
、
Ａ
さ
ん
の
保
護
者
か
ら
、「
Ｂ

さ
ん
を
交
え
て
、
Ｂ
さ
ん
の
保
護
者
と

話
を
し
た
い
」
と
申
し
出
が
あ
り
、
Ｂ

さ
ん
及
び
Ｂ
さ
ん
の
保
護
者
も
話
し
合

う
こ
と
に
同
意
し
た
な
ら
ば
、
話
し
合

い
の
場
を
設
定
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
Ｂ
さ
ん
を
強
制
的
に
話
し

合
い
の
場
に
連
れ
て
く
る
よ
う
な
こ
と

を
や
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で

「
お
願
い
」
の
範
囲
に
と
ど
め
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

　

次
回
の
事
件
例
。
回
答
は
次
号
。

　

新
学
期
に
な
る
と
、
教
材
の
販

売
代
理
店
か
ら
教
材
の
見
本
が
た

く
さ
ん
届
き
ま
す
。

　

届
い
た
テ
ス
ト
の
見
本
を
使
っ

て
、
手
作
り
テ
ス
ト
を
作
っ
て
も

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

見
本
の
教
材
を
そ
の
ま
ま
コ

ピ
ー
す
る
の
で
は
な
く
、
問
題
を

も
う
一
度
、
パ
ソ
コ
ン
で
打
ち
直

し
ま
す
。

　

法
的
に
ど
う
な
の
か
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

　

学
校
と
し
て
は
、
ま
ず
、
い
じ
め
が

褒
め
方
の
ポ
イ
ン
ト
４

褒
め
る
こ
と
で
褒
め
ら
れ
た
行
動

が
増
え
た
か

適
切
な
行
動
を
増
や
す
た
め
に
は
褒
め
る
し
か
な
い
。

適
切
な
行
動
が
増
え
た
ら
悪
い
行
動
は
減
っ
て
い
く
。

高た
か

杉す
ぎ

祐ひ
ろ

之ゆ
き

北
海
道
江
別
市
立
大
麻
小
学
校

か
が
分
か
る
よ
う
に
、
具
体
的
に
褒

め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
具
体
的

に
褒
め
な
け
れ
ば
、
何
に
つ
い
て
褒

め
ら
れ
て
い
る
か
分
か
ら
ず
、
誤
解

を
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。

④　

様
々
な
方
法
で
褒
め
る

　
　

︵
多
様
性
︶

　

様
々
な
方
法
で
褒
め
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
い
つ
も
同
じ
方
法
で
褒

め
る
と
慣
れ
て
し
ま
い
、
褒
め
ら
れ

た
と
感
じ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

褒
め
る
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
「
シ
ー
ル
を
あ
げ
る
」「
賞
状
を

あ
げ
る
」「
学
級
通
信
で
紹
介
す
る
」

「
み
ん
な
の
前
で
取
り
上
げ
る
」「
一

筆
箋
で
保
護
者
に
伝
え
る
」「
校
長

先
生
に
褒
め
て
も
ら
う
」
な
ど
が

考
え
ら
れ
る
。
特
に
、「
学
級
通
信

で
紹
介
」
と
「
み
ん
な
の
前
で
取

り
上
げ
る
」
は
、
ほ
か
の
子
供
た

ち
に
も
良
い
行
動
が
広
が
る
の
で

積
極
的
に
用
い
た
い
。

参
考
文
献
:﹃
科
学
的
に
考
え
る
子

育
て
﹄︵
和
久
田
学
著　

緑
書
房
︶

て
い
て
も
、
子
供
が
褒
め
ら
れ
た
と

思
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
褒
め
た
こ
と

に
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
褒
め

た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、

褒
め
た
行
動
が
増
え
て
い
る
か

（
強
化
さ
れ
て
い
る
か
）

で
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①　

す
ぐ
褒
め
る
︵
即
時
性
︶

　

良
い
行
動
の
す
ぐ
後
に
褒
め
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。
し
ば
ら
く
た
っ

て
か
ら
褒
め
て
も
効
果
は
少
な
い
。

②　

褒
め
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る

　
　

︵
明
示
性
︶

　

子
供
に
「
褒
め
て
い
る
」
と
伝
え

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
名
前
を
呼

ぶ
、
見
詰
め
る
な
ど
、
褒
め
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
よ
う
な
工
夫
を
す
る

必
要
が
あ
る
。

③　

具
体
的
に
褒
め
る
︵
具
体
性
︶

　

何
に
つ
い
て
褒
め
ら
れ
て
い
る
の

弊
害
が
多
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

﹃
教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
﹄
誌
二
〇
二

〇
年
十
月
号
の
拙
論
文
を
参
考
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

こ
こ
で
は
、
前
掲
書
に
書
か
れ
て

い
る
「
褒
め
る
た
め
の
重
要
な
四
つ

の
ポ
イ
ン
ト
」
を
紹
介
す
る
。

　

ま
た
、
学
校
現
場
で
よ
く
起
こ
り

う
る
状
況
を
踏
ま
え
、
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
を
作
成
し
た
。

１
褒
め
た
こ
と
に
な
っ
て		

い
る
か

　

褒
め
る
と
き
、
そ
の
子
に
と
っ
て

本
当
に
褒
め
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る

か
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

教
師
（
大
人
）
が
褒
め
た
と
思
っ

　

和
久
田
学
氏
は
、
教
育
を
科
学
的

な
視
点
か
ら
考
え
る
と
、

　

不
適
切
な
行
動
を
減
ら
し
、

適
切
な
行
動
を
増
や
す
こ
と
で

す
。（﹃

科
学
的
に
考
え
る
子
育
て
﹄

和
久
田
学
著　

緑
書
房
）

と
述
べ
て
い
る
。

　

子
供
の
良
い
行
動
を
増
や
す
た
め

に
は
、
褒
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

褒
め
る
こ
と
で
、
良
い
行
動
が
強
化

さ
れ
る
か
ら
だ
。

　

不
適
切
な
行
動
を
減
ら
す
た
め
に

「
叱
る
」
こ
と
を
選
択
す
る
こ
と
が

あ
る
。
し
か
し
、「
叱
る
」
こ
と
は
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クラウドを活用した
時間短縮の仕事術

子供も教師も 
元気になる 

学級経営のコツ

働き方改革！

教師が　　　　　　　　 と向き合うために「やりがい」

一
か
月

で
あ
る
。

①　

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
付
け
る

②　

日
記
に
書
き
行
動
す
る
。

③　

行
動
す
る
か
ら
日
記
に
書
け
る
。

と
い
う
こ
と
も
伝
え
た
。

　

彼
女
の
行
動
は
、
ク
ラ
ス
に
影
響

を
与
え
、
ゴ
ミ
を
一
緒
に
拾
い
、

ゴ
ミ
を
拾
い
ま
く
る
女
を
応
援

し
、
成
長
す
る
女

と
い
う
子
が
登
場
し
た
。

　

言
葉
の
力
を
使
っ
て
、
ク
ラ
ス
が

明
る
く
な
る
実
践
で
あ
る
。

え
さ
せ
た
。

「
六
年
四
組
を
笑
顔
に
す
る
男
」

「
み
ん
な
か
ら
信
頼
さ
れ
る
男
」

「
み
ん
な
を
認
め
る
男
」

な
ど
な
ど
た
く
さ
ん
出
る
。

「
ゴ
ミ
を
拾
い
ま
く
る
女
」

は
爆
笑
だ
っ
た
。

　

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
考
え
る
こ

と
で
、
自
分
の
行
動
を
良
い
方
向
に

変
え
て
い
く
。

２	

行
動
し
て
い
る
こ
と
を

	

取
り
上
げ
、
褒
め
る

　

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
付
け
る
だ

け
で
な
く
、
大
切
な
の
は
、
そ
の
後

の
行
動
で
あ
る
。

　

行
動
し
た
こ
と
を
取
り
上
げ
、
褒

め
る
。

ゴ
ミ
を
拾
い
ま
く
る
女

と
書
い
た
子
は
、
日
記
に
記
録
と
し

て
残
し
続
け
行
動
し
て
い
た
。

　

日
記
の
タ
イ
ト
ル
は
、

ゴ
ミ
を
拾
い
ま
く
っ
た
女
の

１	

自
分
に
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

	

を
付
け
る

「
自
分
に
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
付

け
て
い
る
人
が
い
ま
す
」

　

そ
う
言
っ
て
鴨か
も

頭が
し
ら

嘉よ
し

人ひ
と

さ
ん
 ※
を

子
供
た
ち
に
紹
介
し
た
。

　

彼
は
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
自

分
に
意
図
的
に
付
け
て
い
る
。

　

一
つ
で
な
い
。

　

幾
つ
も
。

世
界
を
変
え
る
男　

鴨
頭
嘉
人

と
し
て
い
る
。

　

名
刺
に
も
書
き
、
電
話
に
出
る
と

き
も
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
言

う
そ
う
だ
。

　

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、

　

自
分
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え

て
く
れ
る
言
葉
。

　

例
え
ば
、
電
車
で
ゴ
ミ
が
落
ち
て

い
る
。
誰
も
拾
お
う
と
し
な
い
。

（
世
界
を
変
え
る
男
だ
っ
た
ら
…
…

拾
う
！
）

と
行
動
す
る
。

　

こ
の
話
を
し
た

後
、
子
供
た
ち
に

も
自
分
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
を
考

自分にキャッチ 
フレーズを付ける
ことで、クラスを
明るくする
言葉の力は、自分にエネル
ギーを与える。

群馬県太田市立沢野小学校

松
まつ

島
しま

 博
ひろ

昭
あき

共
有
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
話
し
合

い
の
展
開
を
整
理
し
、
誰
で
も
付
い

て
く
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
分
か

り
や
す
く
方
向
性
を
示
す
こ
と
が
可

能
と
な
る
の
だ
。

　

授
業
の
ま
と
め
で
は
、
子
供
た
ち

が
最
終
的
な
考
え
を
端
末
か
ら
入
力

し
、
教
師
が
そ
の
中
で
使
用
さ
れ
て

い
る
言
葉
を
多
い
順
に
ラ
ン
キ
ン
グ

形
式
で
抽
出
し
た
り
、
キ
ー
ワ
ー
ド

を
検
索
し
た
り
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
子
供
た
ち
が
ど
の

よ
う
な
理
由
で
、
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
の

か
、
納
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
、

結
論
に
至
っ
た
の
か
、
ま
た
自
分
の

考
え
を
ど
の
よ
う
に
再
構
築
し
た
の

か
、
そ
の
過
程
を
集
約
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。

「
討
論
は
高
段
の
芸
で
あ
る
」

　

し
か
し
、
こ
の
「
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン

グ
」
ツ
ー
ル
を
使
う
こ
と
で
、
教
師

も
児
童
も
安
心
し
て
討
論
に
臨
む
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
様
々
な
時
間
短

縮
と
、
個
別
の
対
応
も
可
能
と
な
る
。

討
論
の
中
で
自
分
の
立
場
や
考
え
が

変
わ
っ
た
際
は
、
自
分
の
端
末
か
ら

簡
単
に
マ
ー
カ
ー
を
動
か
す
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
理
由
や
根
拠
な
ど
、

自
分
の
考
え
を
入
力
す
る
こ
と
も
で

き
る
。
全
員
分
の
マ
ー
カ
ー
を
瞬
時

に
画
面
で
把
握
で
き
る
の
で
、
教
師

は
同
じ
立
場
同
士
、
違
う
立
場
同
士

な
ど
の
場
作
り
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
、

全
体
像
を
把
握
で
き
る
。

４	

討
論
中
の
安
心
の
サ
ポ
ー
ト

　

全
体
討
論
の
中
で
は
、
教
師
は
意

見
を
聞
き
な
が
ら
進
行
、
板
書
、
揺

さ
ぶ
り
発
問
、
立
場
の
確
認
、
状
況

確
認
、介
入
な
ど
、や
る
こ
と
が
多
い
。

　

し
か
し
、
こ
れ
を
使
え
ば
、
一
人

一
人
の
マ
ー
カ
ー
の
軌
跡
や
変
化
の

様
子
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
、
子

供
た
ち
の
考
え
も
瞬
時
に
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
教
師
の
端
末
か
ら
、

発
言
を
し
な
か
っ
た
児
童
の
考
え
を

拾
う
こ
と
も
で
き
る
。
難
し
い
解
釈

や
話
し
合
い
が
複
雑
に
な
っ
た
際
に

は
、
画
面
を
確
認
し
な
が
ら
全
体
で

１	

討
論
授
業
の
課
題
点

　

こ
れ
ま
で
の
討
論
の
授
業
で
は
、

個
別
の
対
応
が
課
題
で
あ
っ
た
。

・
発
言
を
し
て
い
な
い
児
童
の

考
え
を
把
握
す
る
こ
と
が
難

し
い
。

・
話
し
合
い
に
つ
い
て
い
く
こ

と
が
で
き
な
い
児
童
へ
の
手

立
て
が
不
十
分
。

　

ま
た
、
授
業
後
の
子
供
た
ち
の

ノ
ー
ト
の
中
で
、
討
論
を
よ
り
活
性

化
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
キ
ー
ワ
ー
ド
や
、

思
い
も
よ
ら
な
い
貴
重
な
意
見
に
出

会
う
こ
と
が
あ
る
。
授
業
の
中
で
生

か
す
こ
と
が
で
き
ず
、
反
省
す
る
こ

と
が
多
く
あ
っ
た
。

２	

「
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
」
ツ
ー
ル

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
こ
と

の
で
き
る
ソ
フ
ト
が
Ｓ
ｋ
ｙ
株
式
会

社
「SK

Y
M

EN
U

 Class 2020

」
の

「
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
」
だ
。
国
語
科

に
限
ら
ず
、
社
会
科
、
道
徳
科
、
学

級
活
動
、
投
票
な
ど
で
も
幅
広
く
活

用
が
可
能
で
あ
る
。

３	

全
員
の
考
え
を
瞬
時
に
把
握

　

ま
ず
課
題
に
対
す
る
自
分
の
立
場

＝
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
、
座
標
に
マ
ー

カ
ー
を
つ
け
る
こ
と
で
明
示
す
る
。

今後の討論授業
のモデル 
討論の授業でリ
アルタイムに全
員の立場と意見
を把握
「ポジショニング」を使
えば討論の授業で全員の
思考を可視化することが
できる。

元・神奈川県公立小学校 教諭

織
おり

山
やま

 憲
のり

光
みつ

SKYMENU Class 
2020

ポジショニング
HP

 

 

※ Y
ouTube

講
演
家
。
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TOSS授業技量検定
に挑戦！

授業技量向上の法則授業技量向上の法則 働き方改革！

教師が　　　　　　　　 と向き合うために「やりがい」

「
宮
森
さ
ん
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
や
っ
て
い
る
ん
で

し
ょ
？　

今
は
い
い
け
ど
、
こ
の
ま
ま
だ
と
五

年
後
以
降
の
あ
な
た
の
成
長
は
な
い
よ
」

　

初
任
の
と
き
、
当
時
の
副
校
長
か
ら
言
わ
れ

た
言
葉
だ
。

　

す
ご
く
悔
し
く
て
、
見
返
し
て
や
り
た
く
て

…
…
。
学
校
の
仕
事
は
誰
よ
り
も
正
確
に
速
く

す
る
こ
と
を
心
掛
け
た
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
学
ん
だ

こ
と
を
生
か
し
て
、
学
校
ア
ン
ケ
ー
ト
を
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
で
作
成
し
、「Google form

」
で
集
約

す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

　

教
務
部
と
し
て
、
微
力
な
が
ら
副
校
長
の
仕

事
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

飲
み
会
で
は
、
仕
事
の
こ
と
に
つ
い
て
た
く

さ
ん
話
を
し
た
。

「
も
っ
と
宮
森
さ
ん
は
子
供
に
任
せ
た
方
が
い

い
」「
研
究
授
業
は
進
ん
で
や
り
な
さ
い
」
と

ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
い
た
。

　

私
の
方
か
ら
も
、
生
意
気
な
が
ら
、

「
若
い
人
が
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
き
て
い
る
の
だ

か
ら
、
各
分
掌
に
お
い
て
、
初
め
て
の
人
で
も
不

自
由
な
く
仕
事
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
必
要
だ
」

と
意
見
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

向
山
洋
一
氏
と
石
川
校
長
ま
で
と
は
い
か
な

い
が
、
長
く
同
じ
職
場
で
働
か
せ
て
も
ら
っ
た

の
で
、
た
く
さ
ん
話
を
し
た
。

　

三
月
。
副
校
長
が
異
動
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
。
そ
の
挨
拶
。

　

教
員
人
生
の
九
割
は
嫌
な
こ
と
で
、
残

り
一
割
の
良
い
こ
と
の
た
め
に
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
、
き
っ
と
大
き

な
挫
折
が
待
っ
て
い
ま
す
。
私
も
十
年
目
、

「
自
分
は
教
員
と
し
て
有
能
な
の
だ
」
と

思
っ
た
と
き
に
学
級
崩
壊
を
し
ま
し
た
。

　

思
い
上
が
っ
た
と
き
に
、
挫
折
が
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
挫
折
は
人
を
大
き
く

成
長
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
挫
折
を

恐
れ
ず
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
後
、「
初
任
か
ら
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
」
と
挨
拶
に
行
っ
た
。
副
校
長
か
ら
、「
よ

く
勉
強
し
て
い
る
ね
。
来
年
も
学
校
の
中
心
と

し
て
頑
張
っ
て
ね
」
と
言
わ
れ
た
。

　

今
と
な
っ
て
思
え
ば
、
私
は
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
学

ん
で
い
る
こ
と
で
、
ど
こ
か
お
ご
り
が
あ
っ
た

の
だ
と
思
う
。
副
校
長
は
、
そ
の
こ
と
を
私
に

教
え
て
く
れ
た
の
だ
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
を
し
て
い
る
こ
と
が
偉
い
の
で
は

な
い
。
そ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
ど
う
現
場
に

還
元
す
る
か
が
大
事
だ
と
い
う
こ
と
を
、
副
校

長
の
言
葉
か
ら
学
ば
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

副
校
長
が
離
れ
た
今
年
度
。
教
務
主
任
と
し

て
仕
事
を
し
て
い
る
。

宮み
や

森も
り

裕ゆ
う

太た

神
奈
川
県
公
立
小
学
校

批
判
が
自
分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
た

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
批
判
を
し
た
管
理
職
と
の
五
年
間
。

授業技量検定に
向けて　
やってはいけな
い５か条
授業技量検定初心者が陥
りがちな、やってはいけ
ない５か条の逆をして、
ふだんの授業にも変化を
起こす。

神奈川県大和市立草柳小学校

小
こ

塚
づか

祐
ゆう

爾
じ

れ
ば
、
笑
顔
も
キ
ー
プ
で
き
、
声
も

自
信
を
も
っ
て
出
せ
、
目
線
も
子
役

に
向
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑤
昇
級
を
目
的
に
す
る

　

検
定
は
「
目
的
」
で
は
な
く
、
あ

く
ま
で
も
授
業
力
向
上
の
た
め
の

「
手
段
」
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
検
定
で
大
事
な
の
は
、

「
結
果
」
で
は
な
く
「
過
程
」
だ
。

　

過
程
で
学
ん
だ
こ
と
が
大
事
な
の

で
あ
る
。

　

様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
。

　

授
業
の
目
標
を
明
確
に
す
る
。

　

授
業
の
内
容
を
取
捨
選
択
す
る
。

　

安
定
し
て
授
業
で
き
る
よ
う
に
練

習
す
る
。

「
日
々
の
授
業
で
も
大
事
な
こ
と
を

学
ぶ
」
そ
れ
が
検
定
の
目
的
で
あ
る
。

　

授
業
技
量
検
定
に
興
味
が
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
い
た
だ
き
た

い
。

「
青
パ
ト
で
す
」
み
た
い
な
答
え
方

は
"や
り
た
い
こ
と
"
が
あ
る
だ
け

で
あ
る
。「
青
パ
ト
の
活
用
に
よ
っ

て
地
域
の
犯
罪
が
減
っ
て
い
る
こ
と

で
す
」
の
よ
う
に
、
授
業
の
目
標
が

答
え
ら
れ
な
け
ば
駄
目
だ
。

　

答
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、
授
業
は
作

れ
な
い
し
、
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
も

受
け
ら
れ
な
い
。

③
代
案
を
全
て
受
け
入
れ
る

　

サ
ー
ク
ル
で
検
討
を
す
る
。
い
ろ

い
ろ
な
方
か
ら
意
見
を
も
ら
う
。

　

全
て
を
入
れ
よ
う
と
す
る
と
授
業

が
破
綻
す
る
。
当
た
り
前
だ
。

　

教
え
る
方
法
は
様
々
に
あ
る
。
授

業
の
組
立
て
も
様
々
に
あ
る
。

　

ど
の
方
法
を
使
う
か
、
選
ぶ
の
は

自
分
で
あ
る
。

④
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
検
討
す
る

　

ぎ
り
ぎ
り
ま
で
検
討
す
る
。
ぎ
り

ぎ
り
ま
で
授
業
を
修
正
す
る
。
そ
れ

も
大
事
だ
。

　

し
か
し
、
検
定
直
前
は
、「
修
正
」

で
は
な
く
「
練
習
」
を
し
た
い
。

　

練
習
し
て
、
授
業
に
自
信
が
も
て

T
O
S
S
授
業
技
量
検
定
を
、
こ

れ
ま
で
に
十
四
回
受
け
て
き
た
。
現

在
、
授
業
技
量
検
定
六
級
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
数
々
の
失
敗
を
し
て
き

た
。
そ
こ
で
感
じ
た
検
定
初
心
者
が

陥
り
が
ち
な
「
授
業
技
量
検
定
に
向

け
て
や
っ
て
は
い
け
な
い
五
か
条
」

が
次
の
五
つ
で
あ
る
。

①
自
分
一
人
で
頑
張
る

②
や
り
た
い
こ
と
だ
け
が
あ
る

③
代
案
を
全
て
受
け
入
れ
る

④
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
検
討
す
る

⑤
昇
級
を
目
的
と
す
る

　

こ
れ
ら
の
逆
を
す
れ
ば
、
検
定
も

ふ
だ
ん
の
授
業
も
う
ま
く
い
く
。

①
自
分
一
人
で
頑
張
る

　

授
業
は
実
際
に
行
い
、
見
て
も
ら

い
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
こ
と
で

良
く
な
る
。
結
局
、
何
回
授
業
を
検

討
し
て
も
ら
っ
た
か
が
大
事
だ
。

　

二
十
二
級
に
な
っ
た
と
き
の
検
定

授
業
は
、
半
年
掛
け
て
、
サ
ー
ク
ル

で
八
回
検
討
し
て
も
ら
っ
た
。

　

自
分
で
よ
い
と
思
う
授
業
で
も
、

見
て
も
ら
う
と
、
必
ず
多
く
の
改
善

点
が
出
る
。

②
や
り
た
い
こ
と
だ
け
が
あ
る

「
こ
の
授
業
で
伝
え
た
い
こ
と
は

何
？
」「
こ
の
授
業
で
で
き
る
よ
う

に
さ
せ
た
い
こ
と
は
何
？
」
の
問
い

に
瞬
時
に
答
え
ら
れ
な
い
と
駄
目
だ
。

TOSS
授業技量検定

公式HP
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時
間
の
組
立
て
も
あ
れ
ば
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
も
机
間
指
導
も
あ
る
。

　

向
山
氏
が
主
張
し
た
の
は
「
追
試
」

に
よ
っ
て
授
業
を
分
か
ち
伝
え
て
い

く
と
き
、
そ
の
骨
格
と
な
る
「
発
問
」

と
「
指
示
」
が
書
い
て
い
な
け
れ
ば

伝
わ
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
。

　

授
業
の
や
り
方
を
伝
え
る
上

で
の
最
大
の
も
の
は
、
教
師
の

言
っ
た
言
葉
で
あ
る
。

　

言
葉
の
中
で
も
「
発
問
」
と

「
指
示
」
が
中
心
で
あ
る
。

（﹃
教
育
技
術
入
門
﹄

向
山
洋
一
著　

明
治
図
書
）

　

以
下
、本
稿
で
は
「
指
示
」
を
「
作

業
指
示
」
と
い
う
呼
び
方
で
進
め
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
ま
ず
は
次
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
考
え
た
い
。

①
「
作
業
指
示
」
の
な
い
授
業

は
な
い
。

②
「
発
問
」
と
「
作
業
指
示
」

は
セ
ッ
ト
で
あ
る
。

示
は
、
子
供
た
ち
に
「
作
業
」
を
促

す
も
の
に
決
ま
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

そ
れ
な
ら
、
な
ぜ
「
指
示
」
と
言

わ
ず
に
、
わ
ざ
わ
ざ
「
作
業
指
示
」

と
言
う
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
は
、「
作
業
」
と
い
う
概
念

を
強
調
す
る
た
め
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

ぼ
ん
や
り
と
曖
昧
な
指
示
を
す
る

の
で
は
な
い
。
そ
の
指
示
に
よ
っ
て

い
っ
た
い
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
を
、

ハ
ッ
キ
リ
と
、
明
確
に
、
子
供
た
ち

に
伝
わ
る
よ
う
に
し
た
い
。

　

そ
う
い
っ
た
意
図
が
込
め
ら
れ
て

い
る
の
だ
。

２
授
業
記
録
の
中
心
は
「
発
問
」

と
「
指
示
」
で
あ
る

　

向
山
洋
一
氏
は
か
つ
て
言
っ
た
。

　

授
業
の
骨
格
は
発
問
と
指
示

で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
授
業
に
は
違
う
要
素

も
あ
る
。
教
材
も
あ
れ
ば
、
児
童
の

実
態
も
あ
れ
ば
、
留
意
点
も
あ
る
。

１
作
業
指
示
と
は
何
か

　

基
本
か
ら
確
認
し
よ
う
。

　

作
業
指
示
と
は
何
で
す
か
。

　

そ
も
そ
も
「
作
業
」
と
は
何
か
。

「
作
業
」
に
は
広
い
意
味
の
定
義
も

あ
る
。
し
か
し
今
は
、
あ
く
ま
で
も

「
授
業
の
中
で
の
作
業
」
で
あ
る
。

　

そ
う
す
る
と
「
授
業
で
子
供
た
ち

が
行
う
全
て
の
活
動
」
が
「
作
業
」

に
な
る
。
体
を
動
か
す
活
動
が
主
た

る
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、「
考
え
る
」
こ

と
も
ま
た
「
作
業
」
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
「
指
示
」
と
は
何
か
。

　

指
示
に
は
「
指
で
さ
し
て
示
す
こ

と
」
と
い
っ
た
意
味
も
あ
る
。
し
か

し
今
は
、
あ
く
ま
で
も
「
授
業
の
中

で
の
指
示
」
で
あ
る
。

　

そ
う
す
る
と
「
こ
う
し
な
さ
い
」

と
「
指
図
（
さ
し
ず
）」
す
る
こ
と

が
「
指
示
」
で
あ
る
。

　

以
上
を
合
わ
せ
て
「
作
業
指
示
」

を
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。

教
室
で
教
師
が
、
子
供
た
ち
に

対
し
て
何
ら
か
の
活
動
を
す
る

よ
う
指
図
す
る
た
め
の
言
葉

　

こ
れ
は
、
単
に
「
指
示
」
と
言
っ

て
も
同
じ
だ
。
教
室
で
の
教
師
の
指

授業のベーシック
スキル７

「作業指示」①
教室で授業中に教師が子供たち
に対して発する言葉の中心は

「発問」と「作業指示」である。
取り分け「作業指示」の重要性
は、経験の浅い教師にとって必
須の確認項目である。

伴
一
孝
の
教
師
道

　

仕
事
の
都
合
が
あ
り
、
二
日
間
で
十
四
本
の

授
業
映
像
を
見
た
。
全
て
国
語
で
あ
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
授
業
に
コ
メ
ン
ト
を
入
れ
た
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
で
勉
強
し
て
い
る
教
師
だ
か
ら
、
相
当
レ
ベ

ル
が
高
い
。
高
い
な
り
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
巧

拙
が
あ
る
。
幾
つ
か
禁
じ
手
も
あ
っ
た
。

　

最
も
気
に
な
っ
た
の
は
「
形
式
」
に
と
ら
わ

れ
た
授
業
行
為
で
あ
る
。
恐
ら
く
学
校
の
「
き

ま
り
」
で
あ
ろ
う
。「
授
業
開
始
の
挨
拶
」「
め

あ
て
の
板
書
」「
○
○
で
す
。
い
い
で
す
か
？
」

な
ど
の
無
意
味
な
話
形
指
導
。
全
部
「
な
い
方

が
良
い
」
も
の
ば
か
り
だ
。
や
た
ら
と
板
書
を

視
写
さ
せ
る
授
業
も
あ
っ
た
。
ノ
ー
ト
の
見
栄

え
を
気
に
し
て
い
る
。
視
写
は
良
い
こ
と
だ
が
、

そ
の
授
業
の
本
質
と
は
ズ
レ
て
い
る
。
こ
れ
も

一
つ
の
形
式
主
義
で
あ
る
。

　

学
校
（
管
理
職
・
教
育
委
員
会
）
が
、
無
意

味
な
こ
と
を
強
要
す
る
。
こ
れ
は
力
と
中
身
が

な
い
か
ら
だ
。
形
式
を
守
っ
て
い
る
か
ど
う
か

だ
け
で
授
業
を
評
価
す
る
。
そ
れ
し
か
見
る
眼

が
な
い
。
見
識
と
言
っ
て
も
よ
い
。
自
分
で
授

業
を
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
「
形
式
」

で
見
る
。
真
面
目
に
勉
強
し
て
い
る
教
師
ほ
ど
、

苦
し
い
。
仕
事
で
あ
る
か
ら
で
き
る
だ
け
合
わ

せ
よ
う
と
す
る
。
時
間
と
労
力
と
心
の
無
駄
遣

い
だ
。

　

う
ま
い
授
業
と
い
う
の
は
「
無
駄
」
が
な
い
。

「
速
い
」
と
言
っ
て
も
よ
い
。
ラ
イ
ブ
が
一
番

よ
い
が
、
映
像
で
も
立
て
続
け
に
見
比
べ
る
と

分
か
る
。
授
業
者
は
意
識
し
て
い
な
い
の
だ
が
、

「
ズ
ラ
し
」「
か
ぶ
せ
」
が
で
き
て
い
る
。
料
理

人
が
、
一
品
を
造
り
な
が
ら
、
別
の
料
理
の
下

ご
し
ら
え
を
す
る
。
更
に
明
日
の
料
理
の
仕
込

み
を
や
っ
て
い
る
。
プ
ロ
の
職
人
は
、
同
時
進

行
で
仕
事
を
す
る
。
素
人
は
一
品
に
精
一
杯
か

ま
け
て
い
る
。
教
師
は
「
一
時
に
一
事
」
で
は

駄
目
だ
。

　

算
数
の
授
業
を
や
り
な
が
ら
、
次
の
体
育
の

授
業
の
仕
込
み
を
や
っ
て
い
る
。
体
育
の
授
業

を
や
り
な
が
ら
、
来
週
の
体
育
に
仕
込
み
を
入

れ
て
い
る
。
こ
れ
が
職
人
教
師
の
仕
事
術
だ
。

傍は
た

か
ら
見
る
と
「
ど
う
し
て
あ
ん
な
に
速
く
で

き
る
の
か
」
と
言
い
た
く
な
る
。
一
品
ず
つ
や

る
人
た
ち
だ
。
技
術
が
見
え
な
い
の
で
あ
る
。

　

授
業
時
数
が
減
っ
た
。
今
後
ま
た
減
る
だ
ろ

う
。
授
業
進
度
が
心
配
だ
。
な
ら
ば
「
被
せ
」

を
使
う
。
私
は
国
語
を
や
り
な
が
ら
算
数
を

や
っ
た
。
給
食
を
や
り
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ
テ
ス

ト
（
や
ら
ん
で
よ
い
が
）
を
や
っ
た
。
形
式
や

既
成
概
念
（
こ
れ
ま
で
や
っ
た
こ
と
）
に
と
ら

わ
れ
る
教
師
は
絶
対
に
や
れ
な
い
。
激
動
期
・

変
革
期
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
な
い
の
は
「
破
壊

者
」
で
あ
る
。
壊
し
て
し
ま
え
ば
、
そ
こ
は
自

由
だ
。

「
形
式
主
義
」
は
羊
教
師
の
た
め
に
存
在
す
る

新
卒
の
頃
、
自
分
も
無
茶
を
や
っ
た
が
、
先
輩
に
も
剛
の
者
が
多
か
っ
た
。
飲
む
・
打
つ
は
も
ち
ろ
ん
、

犯
罪
以
外
は
豪
快
に
や
っ
て
い
た
。
い
つ
の
間
に
か
、
そ
う
い
う
人
た
ち
が
お
と
な
し
く
な
っ
て
い
っ

た
。
顔
付
き
が
変
わ
る
の
で
あ
る
。
偉
く
な
る
人
に
多
か
っ
た
。
き
っ
と
大
変
だ
っ
た
の
だ
。伴ば

ん

一か
ず

孝た
か

Ｔ
︲
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
（
元
長
崎
県
教
諭
）
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回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と

私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q
＆
A

」

＆＆

田た

代し
ろ

勝か
つ

巳み

新
潟
県
三
条
市
立

栄
中
央
小
学
校

A

Q 授
業
に
全
員
参
加
さ
せ
る
手
立
て

「
授
業
の
原
則
一
〇
カ
条
」
を
そ
ら
ん
じ
る
。
そ
し
て
自
分
の
授
業
を
一
〇
カ
条

に
沿
っ
て
確
認
。
さ
ら
に
授
業
中
の
子
供
の
活
動
を
確
認
し
て
み
る
。

こ
の
個
別
評
定
が
な
い
授
業
は
、
ど
う
し
て
も

緊
張
感
が
な
く
な
る
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
で
も
よ
い
。
点

数
で
も
よ
い
。
誰
の
発
言
が
よ
か
っ
た
か
で
も

よ
い
。
あ
る
い
は
、
Ａ
さ
ん
と
Ｂ
さ
ん
の
読
み

の
違
い
を
取
り
上
げ
て
、
ど
ち
ら
が
よ
い
か
問

う
方
法
も
あ
る
。
要
は
誰
が
よ
く
て
誰
が
悪
い

か
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

第
一
〇
条　

激
励
が
不
足
し
て
い
な
い
か
。

常
に
励
ま
し
続
け
る
の
で
あ
る
。
褒
め
ら
れ
れ

ば
、
子
供
は
や
る
気
に
な
る
。
ま
た
、
あ
る
子

を
褒
め
る
こ
と
で
、
ク
ラ
ス
全
体
が
努
力
の
方

向
を
共
有
で
き
る
。
励
ま
し
続
け
る
こ
と
で
、

や
る
気
の
あ
る
集
団
に
な
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
緊
張
感
の
な
く
な
る
原
因
と
し
て
、

教
師
が
教
え
よ
う
と
い
う
意
識
が
強
す
ぎ
て
、

子
供
の
活
動
が
単
調
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。
授
業
中
の
子
供
の
活
動
は
多
岐
に

わ
た
る
。
例
え
ば
、「
聞
く
」、「
書
く
」、「
話
す
」、

「
質
問
す
る
」、「
説
明
す
る
」、「
読
む
」、「
覚

え
る
」、「
考
え
る
」、「
立
つ
」、「
座
る
」、「
板

書
す
る
」、「
相
談
す
る
」、「
自
由
に
移
動
し
て

話
し
合
う
」、「
机
の
配
置
を
変
え
る
」（
何
種

類
か
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
も
っ
て
お
く
）、「
討
論

す
る
」
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
バ
ラ
ン
ス
良

く
配
置
す
る
こ
と
で
、
全
員
が
参
加
で
き
る
授

業
と
な
っ
て
い
く
。

し
ょ
さ
い
く
う
か
っ
こ
げ
き
）
繰
り
返
し
唱
え

て
覚
え
た
。
そ
し
て
自
分
の
授
業
に
つ
い
て
、

こ
の
原
則
が
で
き
て
い
る
か
確
認
す
る
。

　

授
業
に
全
員
参
加
さ
せ
る
た
め
の
手
立
て
は
、

こ
の
原
則
の
中
に
あ
る
。
逆
に
緊
張
感
が
な
く
、

授
業
に
参
加
し
て
い
な
い
子
供
が
い
る
の
は
、

こ
の
原
則
か
ら
外
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
第

七
条
か
ら
第
一
〇
条
が
取
り
分
け
重
要
で
あ
る
。

　

第
七
条　

自
分
の
授
業
に
空
白
が
生
じ
て
い

な
い
か
。
た
と
え
一
人
の
子
で
も
だ
。
確
認
せ

ず
に
次
に
進
ん
で
い
な
い
か
。

　

第
八
条　

確
認
し
た
つ
も
り
に
な
っ
て
い
な

い
か
。「
発
問
︱
指
示
︱
確
認
」
の
一
連
の
流

れ
で
「
確
認
」
を
怠
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

ま
た
確
認
の
仕
方
も
幾
つ
か
方
法
が
あ
る
。
挙

手
、隣
と
確
認
、立
た
せ
る
（
座
ら
せ
る
）、ノ
ー

ト
を
持
っ
て
来
さ
せ
る
、
板
書
さ
せ
る
な
ど
、

様
々
あ
る
。
こ
れ
ら
の
方
法
を
駆
使
し
て
確
認

す
る
。

第
九
条　

個
別
評
定
を
忘
れ
て
い
な
い
か
。

「
授
業
の
原
則
一
〇
カ
条
」
と
子
ど
も

の
活
動
内
容
を
確
認
し
て
み
る
。

「
授
業
の
原
則
一
〇
カ
条
」
と
言
わ
れ
て
、

と
っ
さ
に
全
て
言
え
る
だ
ろ
か
。
私
は
、「
趣

一
簡
全
所
細
空
確
個
激
」（
し
ゅ
い
か
ん
ぜ
ん

　
授
業
に
全
員
参
加
さ
せ
る
た
め
に
、

常
に
緊
張
感
を
子
供
た
ち
に
も
っ
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
全
員
参
加
さ

せ
る
た
め
の
手
立
て
や
先
生
の
お
考
え

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

実践日誌
長谷川博之の

長は

谷せ

川が
わ

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
熊
谷
市
立
奈
良
中
学
校

教
師
た
る
自
身
の
存
在
意
義
は
こ
こ
に
あ
る

子
供
を
学
習
性
無
力
感
に
陥
ら
せ
る
よ
う
な
授
業
を
駆
逐
し
よ
う
。
子
供
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
こ
と
を
、
で
き
る
よ
う
に
さ
せ
る
。
そ
れ
こ
そ
我
々
教
師
の
仕
事
の

根
幹
で
あ
る
。

　

渡
部
昇
一
先
生
の
書
籍
に
、
向
山
洋
一
氏
の

名
前
が
登
場
す
る
。
御
存
じ
の
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
第
１
ペ
ー
ジ
か
ら
や
っ
て
み
る
と
、

高
級
そ
う
に
見
え
た
問
題
も
解
け
る
。
そ
れ
ま

で
、
戦
前
の
受
験
参
考
書
で
数
学
を
勉
強
す
る

な
ど
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た

が
、
岩
切
の
代
数
学
で
問
題
を
解
く
こ
と
、
ま

た
解
け
た
時
の
喜
び
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
少

年
の
時
に
数
学
の
問
題
を
一
人
で
解
く
こ
と
が

で
き
た
時
の
喜
び
と
い
う
の
は
、
本
当
に
心
の

底
か
ら
、
か
す
か
な
が
ら
確
実
に
込
み
上
げ
て

く
る
知
的
快
感
で
あ
り
、
こ
れ
を
体
験
し
た
こ

と
の
あ
る
な
し
は
、
そ
の
人
の
一
生
に
関
係
が

あ
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。︵﹃
渡
部
昇

一
青
春
の
読
書
﹄
渡
部
昇
一
著　

Ｗ
Ａ
Ｃ
︶

　

向
山
氏
が
登
場
す
る
の
は
こ
の
直
後
で
あ
る
。

　

ち
ょ
う
ど
、今
日
開
い
て
み
た
﹃
産
経
新
聞
﹄

︵
平
成
23
年
10
月
29
日
︶
に
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
︵
教

育
技
術
法
則
化
運
動
︶
代
表
の
向
山
洋
一
氏
が

書
い
て
い
る
話
が
載
っ
て
い
る
。
中
学
で
数
学

が
で
き
ず
不
登
校
に
な
っ
て
い
る
生
徒
に
、
中

学
１
年
か
ら
の
数
学
を
基
本
か
ら
教
え
た
と
こ

ろ
、「
勉
強
っ
て
こ
ん
な
に
楽
し
か
っ
た
ん
だ
」

と
呟
き
、
そ
の
後
、
希
望
の
高
校
に
進
み
、
成

績
は
一
番
だ
っ
た
と
い
う
。
私
は
こ
の
話
を
信

ず
る
。
そ
れ
ま
で
手
の
出
し
よ
う
が
な
い
と
思

わ
れ
て
い
た
数
学
の
問
題
が
解
け
た
と
い
う
体

験
は
、特
別
の
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。︵
前
掲
書
︶

　

こ
の
よ
う
な
ド
ラ
マ
が
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
に
は
幾

つ
も
幾
つ
も
存
在
す
る
。
私
の
も
と
に
も
多
々

あ
る
。

　

一
昨
日
、
通
知
票
を
渡
さ
れ
た
中
三
男
女
五

名
が
職
員
室
を
訪
れ
た
。

「
自
分
が
評
定
﹃
４
﹄
を
取
れ
る
な
ん
て
、
夢

の
よ
う
だ
」

「
劣
っ
た
存
在
で
あ
る
自
分
に
と
っ
て
、﹃
５
﹄

な
ど
夢
の
ま
た
夢
だ
っ
た
」

　

口
々
に
言
う
の
だ
っ
た
。
そ
ん
な
こ
と
は
な

い
。
正
し
い
方
向
で
努
力
す
れ
ば
、
誰
で
も
実

力
が
付
き
、
成
績
が
上
が
る
。「
４
」
や
「
５
」

と
い
う
数
字
の
裏
側
に
あ
る
、
君
た
ち
の
積
み

重
ね
て
き
た
努
力
こ
そ
尊
い
の
だ
。
そ
れ
だ
け

で
は
な
い
。
事
は
君
た
ち
の
成
長
に
止
ま
ら
な

い
。
君
た
ち
の
そ
の
姿
を
見
て
、
私
も
、
俺
も

と
頑
張
り
出
す
人
た
ち
が
確
実
に
生
ま
れ
て
く

る
の
だ
。
す
ば
ら
し
い
と
思
わ
な
い
か
。

　

力
強
く
う
な
ず
く
中
三
生
を
見
て
、
個
と
集

団
の
更
な
る
伸
び
を
確
信
し
た
。

「
私
な
ん
て
駄
目
だ
か
ら
」「
俺
は
馬
鹿
だ
か
ら
」

「
人
生
を
頑
張
る
の
を
止
め
ま
し
た
」
…
…

　

そ
う
い
う
誤
っ
た
思
い
込
み
に
縛
ら
れ
た
子

供
た
ち
の
、
彼
ら
の
成
長
の
た
め
に
こ
そ
、
私

た
ち
が
い
る
。
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十
一
月
十
五
日
ま
で
の
全
国
の
感
染
者
数

は
九
〇
二
万
人
。
幸
い
、
強
毒
化
し
な
か
っ

た
の
で
、
大
量
の
タ
ミ
フ
ル
の
在
庫
が
出
て

し
ま
っ
た
。

三

先
人
た
ち
の
実
践
と
教
訓

　

我
が
国
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
一
九
一
八
年

の
ス
ペ
イ
ン
風
邪
、
一
九
五
七
年
の
ア
ジ
ア

風
邪
、
一
九
六
八
年
の
香
港
風
邪
、
そ
し
て

二
〇
〇
九
年
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
襲

わ
れ
た
。

　

今
回
の
感
染
症
の
先
行
き
は
ま
だ
見
通
せ

な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
先
人
た
ち
の
実
践
を

謙
虚
に
学
び
た
い
。
そ
こ
で
の
教
訓
か
ら
、

手
掛
か
り
を
見
付
け
る
こ
と
が
大
切
だ
。

※1
※2
﹃
平
成
の
学
校
づ
く
り
﹄︵
向
山
行
雄
著　

第
一

公
報
社
︶

　

八
月
二
十
六
日
に
教
職
員
向
け
に
、「
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
の
対
策
（
想
定

案
）」
を
発
出
。
管
理
職
、
学
級
担
任
、
職
員
、

給
食
従
事
者
等
の
発
生
者
に
備
え
た
運
営
体

制
、
各
学
校
行
事
の
開
催
概
要
等
を
示
し
た
。

　

夏
休
み
明
け
、
九
月
三
日
に
泰
明
幼
稚
園

で
初
の
感
染
者
。
九
月
七
日
に
泰
明
小
学
校

で
十
三
名
の
感
染
者
。
こ
の
日
か
ら
実
施
予

定
の
四
年
宿
泊
行
事
を
延
期
。

　

あ
る
日
の
全
国
連
合
小
学
校
長
会
最
高
幹

部
会
（
常
任
理
事
会
）、
会
議
中
に
Ｉ
県
の

Ｔ
常
任
理
事
に
地
元
か
ら
携
帯
電
話
へ
連
絡
。

秋
に
行
う
県
の
連
合
行
事
開
催
の
可
否
に
つ

い
て
、
Ｉ
県
の
小
中
学
校
長
会
長
で
あ
る
Ｔ

校
長
に
判
断
を
求
め
る
緊
急
電
話
。
私
に
も

相
談
が
あ
り
、
対
策
を
講
じ
た
。

　

十
月
十
三
日
、
厚
生
労
働
省
事
務
次
官
名

で
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
の
通
知
が
首
長
へ
。

こ
れ
を
受
け
て
順
次
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま

る
。
泰
明
小
で
も
、
子
供
も
全
教
職
員
も
ワ

ク
チ
ン
接
種
。
泰
明
小
で
は
十
二
月
ま
で
断

続
的
に
学
級
閉
鎖
。
教
職
員
も
一
名
罹
患
。

幸
い
重
篤
な
症
状
が
出
る
子
供
は
ゼ
ロ
。
年

末
ま
で
に
収
束
し
た
。
四
年
宿
泊
行
事
は
、

厳
寒
の
中
で
実
施
。

に
か
か
わ
る
学
校
閉
鎖
期
間
中
の
勤
務
（
保

存
版
）」
の
文
書
を
発
出
し
た
。
最
大
三
か

月
の
学
校
閉
鎖
を
想
定
し
て
、
自
宅
勤
務
や

学
校
召
集
時
の
交
通
手
段
、
自
宅
保
管
文
書
、

定
時
連
絡
等
の
内
容
を
示
し
た
。※1

　

五
月
一
日
に
臨
時
全
校
朝
会
を
開
き
、
校

長
講
話
と
し
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

よ
る
過
去
の
被
害
と
今
後
の
予
防
策
を
話
し

た
。
そ
の
講
話
を
養
護
教
諭
が
図
解
し
て
、

掲
示
し
た
。※2

　

正
門
前
に
は
「
手
洗
い
・
う
が
い
を
し
な

い
者
の
入
室
を
禁
ず　

学
校
長
」
と
い
う
掲

示
を
、
で
ん
と
据
え
た
。
校
舎
入
り
口
の
手

洗
い
場
に
消
毒
液
を
設
置
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係

者
や
出
入
り
業
者
な
ど
に
も
徹
底
さ
せ
た
。

　

保
護
者
の
理
解
を
得
て
、
八
百
円
程
度
の

問
題
集
を
全
て
の
子
供
に
私
費
負
担
で
配
付
。

三
か
月
程
度
の
学
校
閉
鎖
が
続
い
た
場
合
の
、

家
庭
学
習
用
参
考
書
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
強き

ょ
う

靭じ
ん

な
マ
ス
ク
の
備
蓄
と
合
わ
せ

て
、
教
材
備
蓄
と
し
て
家
庭
に
備
え
さ
せ
た
。

　

五
月
九
日
、
カ
ナ
ダ
か
ら
帰
国
し
た
高
校

生
が
成
田
空
港
感
染
確
認
、
五
月
十
六
日
、

関
西
で
我
が
国
初
の
感
染
者
。
六
月
三
日
、

東
京
都
中
央
区
で
初
の
感
染
者
が
発
生
。

に
指
導
す
る
の
は
、
大
人
の
責
任
で
あ
る
。

一
度
身
に
付
け
た
文
字
の
型
は
、
一
生
の
宝

物
で
あ
る
。

　

私
の
同
世
代
は
文
字
の
下
手
な
者
が
多
い
。

そ
う
い
う
時
代
に
育
っ
た
せ
い
も
あ
る
だ
ろ

う
。
近
年
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
文
字
で
済
ま
す

か
ら
、
あ
る
程
度
は
恥
を
隠
せ
る
。
し
か
し
、

た
ま
さ
か
手
書
き
の
下
手
な
文
字
を
見
て
、

「
気
の
毒
に
」
と
思
う
人
も
か
な
り
い
る
。

二

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
記
憶

　

昨
年
は
、
二
月
末
か
ら
の
臨
時
休
校
で
、

卒
業
関
連
の
行
事
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
年

は
、
何
と
し
て
も
、
可
能
な
限
り
通
常
に
近

い
行
事
を
実
施
し
て
や
り
た
い
。

　

二
〇
〇
九
年
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
。

四
月
に
メ
キ
シ
コ
で
発
生
。
私
は
、
四
月
三

十
日
に
教
職
員
に
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

用
の
大
型
用
紙
を
扱
う
の
は
難
儀
。
や
ん

ち
ゃ
坊
主
は
、
文
字
を
並
べ
る
だ
け
で
苦
労

す
る
。
若
い
頃
の
私
は
、
習
字
の
指
導
も
稚

拙
だ
っ
た
。
教
材
研
究
も
不
十
分
だ
っ
た
。

当
時
の
子
供
た
ち
に
申
し
訳
な
く
思
う
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
た
く
さ
ん
の
教
室
を
見
て
き

た
が
、
教
室
後
ろ
や
廊
下
の
習
字
作
品
の
出

来
栄
え
と
教
師
の
指
導
力
に
は
相
関
が
あ
る
。

文
字
の
下
手
な
学
級
は
、
授
業
の
質
も
低
い
。

　

中
に
は
、
習
字
作
品
を
貼
っ
て
い
な
い
学

級
も
あ
る
。
こ
れ
で
は
、
子
供
の
書
写
も
向

上
し
な
い
し
、
学
習
成
果
も
見
え
な
い
。

　

私
は
文
字
が
下
手
で
あ
る
。
指
導
主
事
に

な
っ
た
と
き
か
ら
、
宛
名
は
筆
ペ
ン
で
書
く

よ
う
に
し
て
い
る
。
か
れ
こ
れ
三
十
年
も
実

践
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
駄
目
で
あ
る
。

　

駄
目
ど
こ
ろ
か
、
近
年
は
視
力
の
低
下
も

あ
っ
て
ま
す
ま
す
下
手
に
な
っ
た
。

　

幼
い
頃
か
ら
美
し
い
文
字
が
書
け
る
よ
う

一

書
き
初
め

　

正
月
三
が
日
は
お
雑
煮
と
決
め
て
い
る
。

子
供
の
頃
か
ら
そ
う
だ
っ
た
。
し
か
し
、
昨

年
は
次
女
一
家
が
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ん

坊
を
連
れ
て
帰
省
し
て
い
た
の
で
、
元
日
夜

は
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
、
二
日
朝
は
御
飯
と
み
そ

汁
。
な
ん
と
も
ち
ぐ
は
ぐ
だ
っ
た
。

　

ま
ず
は
書
き
初
め
か
ら
三
学
期
が
始
ま
る
。

ど
の
学
校
で
も
、
冬
休
み
中
に
書
き
初
め
練

習
を
宿
題
に
す
る
。
始
業
式
に
作
品
を
集
め
、

掲
示
す
る
。

　

動
機
付
け
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
席
書
会
。

恐
ら
く
、
今
は
ど
の
学
校
で
も
、
体
育
館
で

の
開
催
で
あ
ろ
う
。
一
人
一
人
に
一
定
の
場

所
を
確
保
す
れ
ば
、
落
ち
着
い
て
書
け
る
。

　

し
か
し
、
私
の
若
い
頃
は
児
童
が
多
い
こ

と
も
あ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
の
学
校
が
教
室
で

書
い
て
い
た
。
教
室
の
机
で
は
、
書
き
初
め
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イラスト：水川勝利

未
来
の
「
大
学
」

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
こ
れ
か
ら
の
大
学
を
考
え
る
。

大
学
の
改
革
が
必
ず
し
も
連
携
が
取
れ
て
い

る
と
は
言
え
な
い
面
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
文

部
科
学
省
の
組
織
が
分
か
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
教
育
の
在
り
方
を
考

え
て
い
く
際
に
は
、
視
線
を
遠
く
に
見
据
え

て
こ
れ
か
ら
の
社
会
の
姿
を
描
き
つ
つ
、
幼

稚
園
か
ら
大
学
ま
で
一
貫
し
た
視
点
を
も
っ

て
各
学
校
の
在
り
方
を
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
教
員
は
そ
の
こ

と
に
十
分
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
教
育
は
完
結
す
る
も

の
で
は
な
く
、
子
供
た
ち
の
未
来
の
た
め
に

学
校
は
あ
る
。

図
っ
て
い
く
の
か
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
大
学

の
教
育
機
能
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
が
問
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

３

教
育
の
本
質
は
何
か

　

小
中
高
校
が
い
ろ
い
ろ
な
感
染
対
策
を
講

じ
な
が
ら
対
面
授
業
に
戻
る
中
で
、
大
学
は

な
か
な
か
対
面
授
業
に
踏
み
切
れ
な
か
っ
た
。

　

学
生
、
教
員
数
が
多
い
こ
と
、
学
級
単
位

で
の
授
業
で
な
く
学
生
の
行
動
の
規
制
が
難

し
い
こ
と
な
ど
、
リ
ス
ク
管
理
の
困
難
さ
が

理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
加
え
て
、
遠
隔

授
業
で
教
育
機
能
は
果
た
せ
て
い
る
と
い
う

大
学
側
の
認
識
も
あ
っ
た
と
思
う
。

　

大
学
に
は
小
中
高
校
の
よ
う
な
学
習
指
導

要
領
は
な
く
、
ま
た
、
大
学
教
員
は
教
員
免

許
も
必
要
で
は
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
大
学
の
教
育
に
お
い
て

も
、
小
中
高
校
で
し
っ
か
り
と
培
っ
て
き
た

新
し
い
学
び
の
方
向
性
、
内
容
を
大
事
に
受

け
止
め
て
、
そ
れ
を
更
に
伸
ば
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
様
々
に
教
育
改
革
が
唱
え

ら
れ
て
き
て
い
る
が
、
小
中
高
校
の
改
革
と

　

二
〇
一
四
年
に
ア
メ
リ
カ
で
開
校
さ
れ
た

ミ
ネ
ル
バ
大
学
は
、
授
業
が
全
て
オ
ン
ラ
イ

ン
で
あ
る
。
全
寮
制
の
学
生
は
、
在
学
四
年

間
で
世
界
の
七
都
市
を
巡
り
、
そ
の
地
で
寮

生
活
を
送
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
、
キ
ャ

ン
パ
ス
の
な
い
実
験
的
な
大
学
が
出
現
し
て

い
る
。

　

さ
ら
に
、
今
後
Ａ
Ｉ
の
進
展
が
大
学
に
与

え
る
影
響
に
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

Ａ
Ｉ
進
展
後
の
社
会
で
も
残
る
職
業
の
予

測
で
は
、
小
中
学
校
教
員
は
よ
く
挙
げ
ら
れ

る
が
、
大
学
教
員
は
あ
ま
り
見
当
た
ら
な
い

（
特
定
分
野
の
研
究
者
は
別
で
あ
る
が
）。

　

新
井
紀
子
国
立
情
報
学
研
究
所
教
授
に
よ

れ
ば
、
現
在
の
Ａ
Ｉ
技
術
の
延
長
線
上
で
は
、

絶
対
に
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
ー
は
起
こ
ら
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
同
氏
﹃
Ａ
Ｉ
ｖ

ｓ
.
教
科
書
が
読
め
な
い
子
ど
も
た
ち
﹄
東

洋
経
済
新
報
社
）。
し
か
し
、
今
後
こ
の
分

野
で
の
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー
が
起
こ
れ
ば
、
授

業
は
Ａ
Ｉ
ロ
ボ
ッ
ト
教
授
が
担
当
す
る
と
い

う
よ
う
な
時
代
が
来
な
い
と
も
限
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
大
学
に
お
い
て
先
端
技
術

に
よ
る
改
革
が
進
ん
で
行
く
。
一
方
で
、
大

学
は
学
生
の
人
間
的
な
成
長
を
ど
の
よ
う
に

き
た
。
当
初
心
配
さ
れ
た
よ
う
な
、
大
き
な

支
障
は
起
こ
っ
て
い
な
い
。

　

遠
隔
授
業
の
教
育
効
果
の
検
証
は
、
今
後

な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、

ず
っ
と
パ
ソ
コ
ン
の
前
で
授
業
を
受
け
る
こ

と
で
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
と
い
う
意
見
が
あ

る
一
方
、
通
学
時
間
の
節
約
、
大
規
模
教
室

で
の
授
業
よ
り
視
聴
し
や
す
い
、
質
問
も
出

し
や
す
い
な
ど
、
学
生
か
ら
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
反
応
も
出
さ
れ
て
い
る
。

　

教
員
の
側
で
は
、
学
生
の
反
応
が
把
握
し

づ
ら
い
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、

今
後
も
遠
隔
授
業
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
取
り
入
れ

た
授
業
展
開
を
考
え
た
い
と
い
う
前
向
き
な

評
価
も
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
後
ま
す
ま
す
Ｉ
Ｃ

Ｔ
技
術
が
向
上
し
て
遠
隔
で
の
授
業
方
法
の

革
新
が
進
め
ば
、
教
室
で
の
教
師
と
学
生
の

対
面
授
業
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の
大
学
教
育

の
伝
統
的
な
枠
組
み
が
見
直
さ
れ
る
。
大
学

の
運
営
は
、
空
間
と
時
間
の
制
約
か
ら
解
放

さ
れ
て
、
様
々
な
展
開
の
可
能
性
が
広
が
る

こ
と
に
な
る
。
社
会
人
が
学
び
や
す
く
な
る

で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
海
外
留
学
の
在
り
方

も
検
討
が
必
要
と
な
る
。

さ
ら
に
は
ア
フ
リ
カ
で
の
バ
ッ
タ
に
よ
る
農

作
物
被
害
な
ど
、
人
類
の
手
に
負
え
な
い
よ

う
な
想
定
外
の
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
も
起
こ

る
で
あ
ろ
う
。

　

私
た
ち
は
、
見
え
な
い
先
の
様
々
な
状
況

の
変
化
に
、「
本
質
は
何
か
」
を
常
に
見
極

め
つ
つ
、
柔
軟
に
、
そ
し
て
創
造
的
に
対
応

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

２

大
学
の
対
応

　

今
回
の
コ
ロ
ナ
の
件
で
は
、
小
中
高
校
同

様
大
学
も
大
き
な
影
響
を
受
け
、
対
応
に
追

わ
れ
た
。
授
業
の
実
施
を
ど
う
す
る
か
が
一

番
の
問
題
で
あ
っ
た
が
、
遠
隔
授
業
に
切
り

替
え
る
こ
と
で
教
育
機
能
は
何
と
か
維
持
で

１

コ
ロ
ナ
禍
で
見
え
た
こ
と

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
"コ
ロ
ナ
"
で
明
け
暮
れ
た
一
年

だ
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
と
い
う
目
に
見
え
な
い
存
在
に

よ
っ
て
、
こ
ん
な
に
世
界
中
の
人
々
が
大
き

な
影
響
を
受
け
よ
う
と
は
誰
が
考
え
て
い
た

で
あ
ろ
う
か
。

　

歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、
二
十
世
紀
初
頭
に

ス
ペ
イ
ン
風
邪
で
全
世
界
の
人
口
の
約
四
分

の
一
が
感
染
し
、
数
千
万
人
が
死
亡
し
た
と

い
う
記
録
は
あ
る
。
し
か
し
、
人
間
は
忘
れ

や
す
い
生
き
物
で
あ
り
、
物
事
は
実
際
に
起

こ
ら
な
い
と
対
処
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

今
回
の
よ
う
な
未
知
の
疫
病
や
自
然
災
害
、
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教師としての高みを目指して
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向山洋一が教育界に創ってきたもの

向
山
論
文

「
ま
ち
づ
く
り
教
育
推
進
支
援
の
お
願
い
」
は

教
師
の
活
動
の
世
界
を
広
げ
、
強
く
し
た

向
山
洋
一
氏
と
椎
川
忍
氏
の
連
名
で
市
区
町
村
長
宛
に
出
さ
れ
た
文
書
は
、
教
師
の
活
動
範
囲
を

大
き
く
広
げ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
島
根
県
で
も
行
政
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
、
議
員
の
方
々
と

交
流
す
る
こ
と
で
た
く
ま
し
く
な
っ
た
。

吉き
っ

川か
わ

廣こ
う

二じ

解
説
:
島
根
教
師
力
向
上
支
援
研
究
会
理
事
長

参
加
す
る
全
国
の
小
中
学
校
の
教
員
が
、

各
市
区
町
村
長
に
趣
旨
の
説
明
と
ご
支
援

の
お
願
い
に
お
伺
い
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
参
加
教
員
か
ら

各
学
校
に
活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
く
予
定

で
お
り
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
教
育
は
〝
郷
土
を
愛
す
る

心
を
育
む
た
め
の
教
育
〞
で
あ
り
、
地
域

と
の
結
び
つ
き
の
中
で
、
自
分
の
ま
ち
に

誇
り
を
持
ち
、
ま
ち
を
デ
ザ
イ
ン
で
き
る

子
ど
も
を
育
て
る
た
め
に
は
、
地
域
の
実

状
に
合
っ
た
授
業
が
必
要
で
あ
り
、
教
員

の
ノ
ウ
ハ
ウ
取
得
は
最
重
要
課
題
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
関
連
す
る
行
政
各
部

署
の
ご
協
力
は
も
と
よ
り
各
市
区
町
村
長

の
ご
支
援
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

小
中
学
生
に
対
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
教

育
」
の
推
進
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
い

た
だ
き
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

（
中
略
：
吉
川
。
以
下
同
）

□

平
成
21
年
８
月
２
日

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
活
動
参
加
の
皆
様
へ

ま
ち
づ
く
り
教
育
推
進
の
お
願
い

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
夏
の
セ
ミ
ナ
ー
で
、
総
務
省

と
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
が
協
力
し
て
「
町
づ
く
り
教

育
」
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
発
表
さ
れ

た
。

　

総
務
省
黒
田
課
長
が
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

さ
れ
挨
拶
さ
れ
た
。
そ
の
時
に
配
布
さ
れ

た
の
が
次
の
文
書
で
あ
る
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
教
師
だ
け
で
は
な
く
、
多

く
の
心
あ
る
教
師
、
保
護
者
、
地
域
の

方
々
、
行
政
の
方
々
と
協
力
し
あ
い
な
が

ら
「
元
気
な
日
本
、
元
気
な
地
域
」
に
し

て
い
く
た
め
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。

　

発
表
さ
れ
た
文
書
は
次
の
二
つ
（
原
文

は
横
書
き
）
で
あ
る
。

□

平
成
21
年
８
月
２
日

市
区
町
村
長　

様

ま
ち
づ
く
り
教
育
推
進
支
援
の
お
願
い

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
代
表　

向
山
洋
一

　

総
務
省
地
域
力
創
造
審
議
官　

椎
川　

忍

　

こ
の
た
び
教
育
研
究
団
体
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

（
向
山
洋
一
代
表
）
と
総
務
省
と
の
連
携

に
よ
り
、
小
中
学
校
に
お
け
る
「
ま
ち
づ

く
り
教
育
」
を
推
進
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
推
進
組
織
と
し
て
「
ま
ち
づ
く
り

教
育
研
究
会
（
仮
称
）」
を
設
立
し
、「
ま

ち
づ
く
り
教
育
」
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
す

る
た
め
の
手
法
を
研
究
・
開
発
す
る
と
と

も
に
、
教
員
へ
の
指
導
や
小
中
学
生
向
け

の
教
材
・
教
具
の
開
発
な
ど
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

こ
の
夏
休
み
期
間
中
か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
に

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
代
表　

向
山
洋
一

（
中
略
）
地
域
に
不
可
欠
な
ま
ち
づ
く
り

人
材
育
成
を
目
的
に
、
小
中
学
校
に
お
い

て
、
ま
ち
づ
く
り
教
育
を
推
進
し
て
い
こ

う
と
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
推
進
組
織
と

し
て
「
ま
ち
づ
く
り
教
育
研
究
会
（
仮

称
）」
を
設
立
す
る
予
定
で
お
り
ま
す
。

（
中
略
）
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
活
動
に
参
加
す
る
全

国
の
皆
様
方
に
は
、
こ
の
夏
休
み
期
間
中

か
ら
市
区
町
村
長
に
趣
旨
の
説
明
と
ご
支

援
の
依
頼
（
※
前
ペ
ー
ジ
の
市
区
町
村
長

あ
て
の
文
書
）
に
お
伺
い
し
、
市
区
町
村

長
か
ら
「
ま
ち
づ
く
り
教
育
」
推
進
の
推

薦
文
を
獲
得
し
て
頂
け
る
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。　

　

そ
の
際
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
プ
ラ
ン
な

ど
に
つ
い
て
提
案
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

提
案
事
例
集
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
と
総
務
省
の

『
ま
ち
づ
く
り
教
育
』『
ま
ち
づ
く
り
企
画
』

レ
ポ
ー
ト
集
」
が
研
究
所
か
ら
出
て
い
ま

す
。
一
緒
に
研
究
し
て
い
く
方
法
な
ど
に

つ
い
て
も
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。（
後
略
）

（『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
誌　

二
〇
〇
九
年

十
月
号　

明
治
図
書
）

会
議
員
、
県
会
議
員
、
市
町
村
会
議
員
、
市
町

村
長
、
地
教
委
、
諸
団
体
な
ど
と
交
渉
し
、
連

携
を
図
っ
た
。

　

う
ま
く
い
っ
た
こ
と
も
、
い
か
な
か
っ
た
こ

と
も
、
仲
間
の
世
界
を
広
げ
、
た
く
ま
し
く
し

た
。
向
山
氏
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
椎
川
氏
の

力
は
と
て
も
大
き
か
っ
た
。

　

そ
の
後
も
、
椿
原
正
和
氏
主
宰
に
よ
る
平
成

二
十
二
年
「
運
動
論
合
宿
」、
二
十
三
年
「
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
社
会
貢
献
合
宿
」、令
和
元
年
「（
県
議
・

市
議
・
教
育
長
と
の
）
国
語
Ｂ
問
題
学
習
会
」、

今
年
七
月
「
島
根
５
Ｄ
ａ
ｙ
ｓ
（
県
知
事
・
県

教
育
長
と
の
面
談
が
実
現
）」
な
ど
を
通
し
て
、

県
会
議
員
・
市
町
議
会
議
員
・
地
教
委
と
の
つ

な
が
り
が
益
々
広
が
っ
て
い
る
。
そ
の
大
き
な

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
本
文
書
で
あ
っ
た
。

　

椎
川
氏
は
島
根
県
の
元
総
務
部
長
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
仲
間
を
か
わ
い
が
っ
て
く
だ
さ
っ

た
。
氏
の
著
書
「
緑
の
分
権
改
革
」、「
地
域
に

飛
び
出
す
公
務
員
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
に
も
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ｓ
島
根
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
り
、
多
数
の
サ

イ
ン
入
り
の
本
を
購
入
で
き
た
。
こ
の
出
会
い

は
、
教
師
人
生
の
大
き
な
エ
ポ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン

グ
と
な
っ
た
。

　

向
山
洋
一
氏
の
お
か
げ
で
、
我
々
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

の
メ
ン
バ
ー
は
多
く
の
企
画
に
参
加
し
、
超
一

流
の
人
脈
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

総
務
省
・
椎
川
氏
と
の
連
携
に
よ
る
「
ま
ち

づ
く
り
教
育
」
は
、
そ
の
典
型
で
あ
る
。

　

平
成
二
十
四
年
十
一
月
。
椎
川
局
長
と
安
田

九
段
を
私
の
地
元
奥
出
雲
町
に
お
招
き
し
、「
椎

川
氏
の
講
演
会
」
と
「
ふ
れ
あ
い
囲
碁
」
を
開

催
し
た
。
こ
れ
も
向
山
氏
に
い
た
だ
い
た
ご
縁

だ
。
当
時
の
町
長
が
、
椎
川
氏
が
島
根
県
総
務

部
長
時
代
の
部
下
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
町
と

の
共
催
で
実
現
し
た
。
当
日
、
向
山
氏
か
ら
別

件
で
電
話
を
も
ら
い
、
懇
親
会
場
で
会
の
報
告

も
で
き
た
。
同
席
さ
れ
た
椎
川
氏
も
安
田
氏
も
、

喜
ば
れ
た
。

　

私
た
ち
は
企
画
に
参
加
す
る
中
で
、
世
界
が

広
が
り
、
た
く
ま
し
く
な
っ
た
。
行
政
と
の
交

渉
、
議
員
と
の
連
携
、
県
教
委
・
附
属
小
と
の

や
り
取
り
な
ど
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
に
入
ら
な
け
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
活
動
と
は
無
縁
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

「
ま
ち
づ
く
り
教
育
」
に
参
加
し
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
島
根
で
も
「
五
色
百
人
一
首
大

会
」「
観
光
立
国
」「
子
ど
も
観
光
大
使
」「
親

守
詩
大
会
」
な
ど
へ
の
取
り
組
み
の
中
で
、
国

＊
一
行
空
け
は
詰
め
た
。
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授業力向上に
役立つこの１冊

向山洋一が
学んだこの1冊！

7273 2021. 1

株式会社 騒人社　師
もろ

尾
お

喜
き

代
よ

子
こ

となりの座席の女発
女社長奮戦記

オンライン向山塾
高校１年生の向山洋一の
ターニングポイントから学ぶ。

　

十
月
の
向
山
塾
は
、﹃
社
会
科

教
育
﹄
二
〇
〇
〇
年
四
月
号
（
明

治
図
書
）
に
書
か
れ
た
向
山
先
生

の
論
文
を
取
り
上
げ
た
。

　

板
倉
先
生
が
、
向
山
先
生
の
資

料
整
理
で
見
付
け
た
生
原
稿
を
、

オ
ン
ラ
イ
ン
向
山
塾
で
紹
介
し
た
。

向
山
先
生
の
人
生
の
「
タ
ー
ニ
ン

グ
ポ
イ
ン
ト
」
が
書
か
れ
た
内
容

に
沿
っ
て
、
一
つ
一
つ
質
問
し
な

が
ら
講
座
を
進
め
た
。

　

生
原
稿
を
区
切
り
な
が
ら
、
向

山
先
生
に
読
ん
で
も
ら
っ
た
。
高

校
一
年
の
文
化
祭
の
日
の
出
来
事

で
あ
る
。

　

ご
本
人
が
読
み
上
げ
る
声
を
聴

き
な
が
ら
、
私
た
ち
は
一
気
に
向

山
先
生
の
高
校
生
時
代
に
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
し
た
。

　

目
の
前
に
は
、
教
室
、
校
庭
、

改
札
口
、
ホ
ー
ム
と
高
校
生
の
向

山
洋
一
が
歩
く
景
色
が
広
が
っ
た
。

滑
り
込
ん
で
く
る
電
車
の
音
ま
で

聞
こ
え
て
き
た
。

　

文
化
祭
で
見
た
先
輩
た
ち
の
論

争
に
、
向
山
洋
一
は
、
な
ぜ
魅
力

を
感
じ
た
の
か
。
ま
た
先
輩
た
ち

二
人
は
、
な
ぜ
、
高
校
一
年
の
向
山

洋
一
に
「
生
徒
会
長
に
な
れ
」
と
説

得
を
続
け
た
の
か
。
喫
茶
店
で
の

三
人
の
会
話
が
聞
こ
え
て
く
る
よ

う
な
気
が
し
た
。
高
校
一
年
の
向

山
洋
一
は
、
た
ま
た
ま
文
化
祭
で

入
っ
た
教
室
か
ら
、
学
生
を
率
い

る
リ
ー
ダ
ー
の
道
を
歩
み
始
め
る
。

　

向
山
先
生
が
教
育
運
動
を
立
ち

上
げ
、
現
在
ま
で
牽
引
し
て
き
た

こ
と
は
、
高
校
生
時
代
に
命
を
懸

け
生
き
抜
い
て
き
た
と
い
う
バ
ッ

ク
ボ
ー
ン
を
知
ら
な
く
て
は
、
理

解
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

　

昭
和
、
平
成
、
令
和
と
時
は
流

れ
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
学
生
運
動

も
国
の
未
来
づ
く
り
の
た
め
に
論

争
し
て
き
た
人
々
の
努
力
も
、
知

ら
な
い
。

　

向
山
塾
で
は
、
向
山
先
生
が
書

き
つ
づ
っ
た
論
文
を
手
掛
か
り
に
、

向
山
先
生
の
生
き
方
を
探
り
た
い
。

　

向
山
先
生
は
、
教
室
の
目
の
前

の
子
供
が
活
躍
で
き
る
具
体
的
な

指
導
法
を
提
案
し
続
け
た
。
同
時

に
、
教
師
の
仕
事
が
、
明
る
い
日

本
の
未
来
を
つ
く
り
、「
国
家
」

を
支
え
る
仕
事
で
あ
る
こ
と
を
教

え
て
く
れ
て
い
る
。

　

あ
る
政
治
家
が
、「
向
山
先
生

は
、﹃
国
家
観
﹄
を
も
っ
て
い
る

教
師
で
、
そ
こ
が
、
ほ
か
の
教
育

者
と
違
う
」
と
評
し
た
。

　

今
年
度
中
に
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
の
一
人
一
台
の
端
末

が
支
給
さ
れ
、
教
育
界
も
世
の
中

も
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

会
議
を
し
た
の
は
、
二
〇
〇
〇
年

で
あ
る
。

　

私
は
十
年
前
の
定
年
退
職
の
年

ま
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
担
当
だ
っ
た
。

　

ハ
ー
ド
を
扱
え
る
ス
キ
ル
と
同

時
に
、
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き

た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
い
か
に
落
と
し

込
む
か
。

　

来
年
に
は
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で

の
セ
ミ
ナ
ー
を
取
り
入
れ
る
方
向

が
出
さ
れ
て
い
る
。
時
代
の
流
れ

と
変
化
を
楽
し
む
た
め
に
も
、
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
で
仕
事
を
し
な
が
ら
生
き

延
び
る
こ
と
に
す
る
。

１
﹃
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
﹄
誌
︵
明
治
図
書
︶
の

編
集
長
日
記

　

一
九
八
九
年
五
月
の
日
記
に
仙
台
の
講
演
会
の

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
満
席
の
会
場
の
中
、
話

の
冒
頭
で
、
向
山
洋
一
氏
は
か
つ
て
新
卒
時
代
に

深
く
感
銘
し
た
﹃
教
師
た
ち
の
中
の
教
師
へ
﹄
を

話
題
に
し
た
と
い
う
。
千
貫
小
の
名
前
は
、
ま
れ

に
向
山
氏
か
ら
聞
く
こ
と
が
あ
っ
た
。
当
時
、
斎
藤

喜
博
の
島
小
と
並
び
称
さ
れ
た
実
践
校
で
あ
る
と
。

　

同
年
八
月
の
編
集
長
日
記
に
再
び
、
千
貫
小
が

登
場
し
て
い
る
。
以
下
引
用
す
る
。

　

８
・
２
２
法
則
化
サ
ー
ク
ル
が
、
仙
台
で
「
千

貫
小
の
先
生
に
聞
く
会
」
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
。

一
度
は
お
会
い
し
た
か
っ
た
高
橋
圀
夫
氏
︵
こ
の

方
は
斎
藤
喜
博
と
共
に
６
０
年
代
実
践
を
代
表
す

る
横
綱
だ
︶
宅
で
持
た
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
、

新
幹
線
に
飛
び
乗
る
。
部
屋
に
入
る
と
、
サ
ー
ク

ル
の
面
々
が
私
を
見
て
び
っ
く
り
し
た
が
、
シ
ー

と
唇
に
指
を
あ
て
て
隅
に
席
を
と
る
。
素
晴
ら
し

い
一
日
だ
っ
た
。
聞
き
書
き
シ
リ
ー
ズ
の
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
。

２
本
書
の
編
集
責
任
者
が
高
橋
氏

　

こ
の
夏
、
私
は
向
山
氏
宅
の
資
料
整
理
を
行
っ

て
い
た
と
き
に
、
偶
然
本
書
に
出
合
っ
た
。
向
山

氏
が
絶
賛
さ
れ
た
本
だ
、
と
感
激
し
て
し
ま
っ
た
。

　

カ
バ
ー
は
ボ
ロ
ボ
ロ
で
、
背
表
紙
や
小
口
の
部

分
は
す
す
け
た
薄
茶
色
に
変
色
を
し
て
い
る
。ハ
ー

ド
カ
バ
ー
を
め
く
っ
て
驚
い
た
。
見
返
し
の
と
こ

ろ
に
、
あ
の
高
橋
氏
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。（
デ
ジ
タ
ル
版
参
照
）

　

高
橋
氏
は
本
書
の
編
集
委
員
会
代
表
の
立
場
に

あ
っ
た
よ
う
で
、
次
の
三
編
を
執
筆
し
た
。

①
実
践
記
録
「
動
機
と
転
機
」

②
主
張
「
教
師
た
ち
の
中
の
教
師
へ
」

③
あ
と
が
き
「
こ
の
本
の
お
わ
り
に
」

　

中
で
も
、
実
践
記
録
は
圧
巻
だ
っ
た
。
内
容
は

算
数
の
実
践
。
例
え
ば
、
旗
取
り
算
数
競
争
、
文

章
問
題
、
男
女
対
抗
算
数
競
争
な
ど
、
グ
ル
ー
プ

学
習
の
要
素
を
含
ん
だ
も
の
で
、
実
践
記
録
が
極

め
て
具
体
的
で
あ
っ
た
。
向
山
氏
が
「
横
綱
だ
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
に
納
得
し
た
。

　

高
橋
氏
は
論
稿
の
最
後
に
、
次
の
よ
う
に
ま
と

め
て
い
る
。「
実
践
の
方
法
だ
け
を
検
討
す
る
段
階

か
ら
一
歩
進
め
、
そ
の
実
践
の
動
機
と
転
機
に
注

目
し
、
そ
れ
と
実
践
方
法
と
の
全
体
的
関
係
を
今

ま
で
以
上
に
重
視
し
よ
う
。」

３
男
の
中
の
男
の
高
橋
氏

　

氏
の
文
章
は
三
編
だ
が
、
別
の
女
性
教
員
が
高

橋
氏
の
人
と
な
り
を
原
稿
に
し
て
い
た
。

「
人
間
高
橋
圀
夫
論
」
は
、
一
七
ペ
ー
ジ
に
わ
た

る
全
て
の
ペ
ー
ジ
に
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
散
見
さ
れ

た
。
恐
ら
く
向
山
氏
が
引
い
て
い
る
は
ず
だ
。
ほ

か
に
、
こ
れ
ほ
ど
引
か
れ
て
い
る
章
は
な
い
。

　

向
山
氏
が
、
直
接
会
え
る
と
、
新
幹
線
に
飛
び

乗
っ
て
し
ま
っ
た
ほ
ど
に
入
れ
込
ま
れ
た
人
物
で

あ
る
。（
か
つ
て
伴
一
孝
氏
が
向
山
学
級
の
土
曜
授

業
を
参
観
す
る
た
め
に
、
長
崎
か
ら
車
を
飛
ば
し
、

東
京
を
訪
れ
た
の
と
、
正
に
軌
を
一
に
す
る
）

　

最
後
に
は
「
感
性
、
知
性
に
溢
れ
、
想
像
力
た

く
ま
し
い
圀
夫
さ
ん
。
一
つ
の
大
き
な
目
的
を
も

ち
、
そ
の
達
成
の
た
め
に
綿
密
な
計
画
を
立
て
、

果
敢
な
行
動
力
を
発
揮
す
る
圀
夫
さ
ん
」
と
あ
っ
た
。

教
師
の
中
の
教
師
と
は
、

ど
の
教
師
の
こ
と
か

そ
れ
は
、
大
地
に
根
を
張
り
生
き
抜
く

無
名
の
教
師
の
仲
間
を
指
し
て
い
る
。

『教師たちの中の教師へ』
（宮城県千貫小学校著　明治
図書）※書影は向山氏蔵書

板い
た

倉く
ら

弘ひ
ろ

幸ゆ
き

東
京
都
台
東
区
立
大
正
小
学
校
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向山洋一の
日常から学ぶ仕事術

間違えても
恥ずかしくない
そんな気持ちにさせてくれる優しさ。

１

ま
ご
に
も
衣
装

　

向
山
先
生
か
ら
中
学
時
代
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
聞
い
て
い
た
と
き
の

こ
と
。
旗
の
台
で
酒
屋
を
営
ん
で

い
る
同
級
生
の
お
金
持
ち
の
女
子

が
い
た
。
そ
れ
な
り
の
ご
面
相
。

で
も
、
お
金
持
ち
な
の
で
高
価
そ

う
な
す
て
き
な
洋
服
を
着
て
い
た
。

　

向
山
先
生
が
、

「
ま
ご
に
も
衣
装
、＃
◎
＄
♪
×
」

　

最
後
の
言
葉
が
聞
き
取
れ
な
い
。

つ
ぶ
ら
な
瞳
で
訴
え
て
い
た
ら
、

も
う
一
度
言
っ
て
く
れ
た
。

「
ま
ご
に
も
衣
装
、
髪
か
た
ち
」

「
髪
か
た
ち
」
ま
で
続
く
と
は
知

ら
な
か
っ
た
。

　

な
る
ほ
ど
と
思
っ
て
い
た
ら
、

師
尾
先
生
が
「
服
装
だ
け
じ
ゃ
な

く
、
髪
型
も
大
切
な
の
よ
」
と
言

い
つ
つ
、「
昨
日
、
美
容
院
行
っ
た

の
。
ど
う
？
」
と
ご
自
身
の
髪
を

な
で
な
が
ら
、
さ
り
げ
な
く
褒
め

言
葉
を
求
め
る
。

　

話
を
自
分
事
に
も
っ
て
く
る
と

こ
ろ
は
さ
す
が
だ
。

　

す
る
と
突
然
、向
山
先
生
が
「
漢

字
で
書
け
る
？
」
と
私
に
聞
く
。

　

も
ち
ろ
ん
と
先
生
の
目
の
前
で

そ
ら
書
き
を
し
た
。
す
る
と
「
違

う
よ
（
笑
）」（
え
っ
、
私
の
そ
ら

書
き
が
読
め
な
い
の
か
な
、
そ
う

か
反
対
側
だ
か
ら
ね
）
と
失
礼
な

こ
と
を
思
い
な
が
ら
、
声
を
出
し

て
言
う
。

「
子
書
い
て
、
チ
ョ
ン
で
糸
」

　

向
山
先
生
「
違
う
よ
~
」

　

ず
っ
と
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
た
向

山
先
生
は
、
お
も
む
ろ
に
、

「
馬
に
子
だ
よ
」

（
…
…
が
ー
ん
）

　

馬
子
に
も
衣
装
か
。
孫
し
か
思

い
浮
か
ば
な
か
っ
た
私
。

「
わ
ー
、
馬
鹿
丸
出
し
。
恥
ず
か

し
い
。
な
か
っ
た
こ
と
に
し
よ
う
。

時
を
戻
そ
う
」
と
ま
く
し
立
て
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
急
に

「
漢
字
を
書
け
る
か
」
と
聞
い
た

の
か
。
な
ぜ
私
が
間
違
え
る
と
分

か
っ
た
の
か
。
さ
す
が
だ
。

　

私
が
得
意
な
顔
で
自
信
満
々
に

答
え
る
子
供
の
よ
う
だ
っ
た
の
か
。

「
だ
か
ら
、
教
師
は
や
め
ら
れ
な

い
」
と
笑
い
な
が
ら
言
わ
れ
た
。

　

昔
、
向
山
先
生
は
同
じ
よ
う
な

経
験
を
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

恥
ず
か
し
か
っ
た
け
ど
、
な
ぜ

か
楽
し
か
っ
た
。

２

か
れ
ん
な
花

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
セ
ミ
ナ
ー
と
郵
便
セ

ミ
ナ
ー
が
急
き
ょ
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
と
な
り
、
両
日
と
も
全
国
か
ら

五
百
名
を
超
え
る
先
生
方
が
参
加

さ
れ
た
。
研
究
所
隣
の
会
議
室
か

ら
向
山
洋
一
先
生
と
行
雄
先
生
が

登
壇
さ
れ
た
。
華
や
か
に
な
る
よ

う
に
と
、
コ
ス
モ
ス
の
鉢
植
え
を

師
尾
先
生
が
用
意
さ
れ
た
。

　

秋
の
花
と
し
て
有
名
な
コ
ス
モ

ス
を
見
て
、
向
山
洋
一
先
生
と
行

雄
先
生
は
「
大
好
き
な
花
だ
」
と

口
を
そ
ろ
え
て
言
わ
れ
た
。

　

好
き
な
理
由
を
お
尋
ね
す
る
と
、

可か

憐れ
ん

な
と
こ
ろ
だ
そ
う
だ
。

　

師
尾
先
生
と
顔
を
見
合
わ
せ
た
。

私
に
4

4

ぴ
っ
た
り
だ
と
お
互
い
思
っ

て
い
た
。
口
に
出
さ
な
く
て
も
分

か
る
。

美
み

崎
さき

眞
ま

弓
ゆみ特定非営利

活動法人 TOSS

次の夢へ向かって
～アニャンゴ発、日本の子供
たちへのメッセージ

向
むこう

山
やま

恵
え

理
り

子
こ世界初女性

ニャティティ奏者
アニャンゴこと

︵
ギ
リ
ア
マ
民
族
の
マ
ブ
ン
ブ
ン
ブ
︶

ニャティティの歌⑩
間違えたら、最初からやり直しをする。
ゲディの村では時間がゆっくりと流れた。

　

ケ
ニ
ア
第
二
の
大
都
市
モ
ン
バ

サ
か
ら
、
イ
ン
ド
洋
沿
い
に
五
時

間
ほ
ど
車
を
走
ら
せ
た
所
に
、
ギ

リ
ア
マ
民
族
が
暮
ら
す
ゲ
デ
ィ
と

い
う
小
さ
な
村
が
あ
る
。

　

こ
の
ゲ
デ
ィ
村
は
、
昔
な
が
ら

の
太
鼓
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
る

数
少
な
い
場
所
の
一
つ
で
、
私
が

修
業
し
た
ア
レ
ゴ
村
と
似
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
電
気
も
水
道
も
な
い
。

時
間
は
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
る
。

　

ギ
リ
ア
マ
の
太
鼓
は
、
マ
ブ
ン

ブ
ン
ブ
と
呼
ば
れ
る
。
ち
ょ
っ
と

大
き
め
の
和
太
鼓
く
ら
い
。
と

い
っ
て
も
、
ギ
リ
ア
マ
の
太
鼓
は

革
が
張
っ
て
あ
る
の
は
片
面
だ
け

で
、
地
面
に
立
て
て
、
両
手
で
強

烈
な
勢
い
と
テ
ン
ポ
で
た
た
く
。

そ
の
下
の
地
面
ご
と
ぶ
っ
た
た
く

と
い
う
感
じ
だ
。

　

私
に
マ
ブ
ン
ブ
ン
ブ
を
教
え
て

く
れ
た
の
は
、
小
学
校
三
、
四
年

生
く
ら
い
の
男
の
子
だ
っ
た
。
ギ

リ
ア
マ
の
人
々
に
と
っ
て
太
鼓
は

生
活
そ
の
も
の
だ
か
ら
、
子
供
と

い
っ
て
も
日
本
の
セ
ミ
プ
ロ
以
上

の
腕
前
。

　

そ
の
子
が
実
際
に
演
奏
し
て
み

せ
て
く
れ
て
、
私
が
マ
ネ
を
す
る
。

日
本
の
ピ
ア
ノ
教
室
だ
と
、
間
違

え
た
ら
、
そ
こ
だ
け
を
重
点
的
に

練
習
し
て
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
ゲ
デ
ィ
で
は
曲

の
最
初
か
ら
同
じ
よ
う
に
や
り
直

す
。
男
の
子
も
そ
れ
が
当
然
だ
と

い
う
よ
う
な
顔
で
、
最
初
か
ら
同

じ
よ
う
に
演
奏
し
て
み
せ
て
く
れ

る
。

　

初
め
て
聴
く
ギ
リ
ア
マ
独
特
の

複
雑
な
シ
ン
コ
ペ
ー
シ
ョ
ン
が
、

こ
れ
で
も
か
と
い
う
く
ら
い
次
々

に
繰
り
出
さ
れ
る
。
必
死
に
マ
ネ

を
す
る
の
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
で
も

リ
ズ
ム
が
乱
れ
る
。
す
る
と
、
曲

の
最
初
か
ら
や
り
直
し
。
一
つ
ク

リ
ア
で
き
て
も
、
次
の
フ
レ
ー
ズ

で
間
違
え
た
ら
、
ま
た
、
最
初
か

ら
や
り
直
す
。
そ
の
繰
り
返
し
。

　

一
つ
一
つ
の
フ
レ
ー
ズ
に

は
物
語
が
あ
り
、
曲
全
体
が

壮
大
な
ド
ラ
マ
に
な
っ
て
い

る
。
ド
ラ
マ
の
途
中
か
ら
話

を
始
め
る
こ
と
は
で
き
な
い

し
、
そ
も
そ
も
時
間
が
あ
ふ

れ
る
ほ
ど
あ
る
こ
の
村
で
は
、

間
違
え
た
と
こ
ろ
だ
け
を
切

り
取
っ
て
練
習
す
る
と
い
う

発
想
す
ら
な
い
の
だ
ろ
う
。

　

ギ
リ
ア
マ
の
伝
統
的
な
教

え
方
が
と
っ
て
も
面
白
く
て
、

三
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
て
い
た
。
気
が
付
い
た

ら
手
首
ま
で
両
手
が
真
っ
赤

に
腫
れ
あ
が
っ
て
い
る
。

　

村
人
た
ち
が
バ
ス
停
ま
で

送
っ
て
く
れ
た
。
赤
道
直
下
の
日

射
し
は
「
暑
い
」
よ
り
「
痛
い
」

に
近
い
。
待
っ
て
も
待
っ
て
も
バ

ス
は
来
な
い
。

「
バ
ス
は
ま
だ
か
な
？
」「
も
う

す
ぐ
だ
よ
」

「
ま
だ
か
な
？
」「
も
う
す
ぐ
だ

よ
」

　

彼
ら
に
と
っ
て
、
三
時
間
、
四

時
間
な
ん
て「
も
う
す
ぐ
」な
の
だ
。

▲「コロナ禍での郵便教育」
などをテーマに講演された
行雄先生。

▲『キーワードで教えるSDGs』
（向山洋一監修　騒人社）を紹
介しながら講演された向山先生。
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会
う
た
び
に
教
育
に
つ
い
て
の
熱
い

思
い
を
語
っ
て
き
た
。

　

家
庭
教
育
支
援
条
例
の
重
要
性
に

つ
い
て
も
理
解
を
い
た
だ
き
、
髙
橋

史
朗
氏
を
招
い
て
の
講
演
会
も
成
功

さ
せ
た
。
親
守
詩
大
会
の
準
備
で
は
、

議
員
を
来
賓
と
し
て
招
く
と
き
の
文

書
作
成
方
法
や
挨
拶
の
順
番
な
ど
、

様
々
な
助
言
を
頂
い
た
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に
つ
い
て
は
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
事
務
所
に

直
接
出
掛
け
て
行
っ
て
お
願

い
を
し
た
。
福
井
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
の
会
長
は
顔
見
知
り

だ
っ
た
。

　

県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
事
務
所

で
は
、
校
長
と
い
う
肩
書
を

も
っ
て
い
る
こ
と
が
、
信
頼

を
得
る
上
で
大
き
な
力
に

な
っ
た
。

　

後
援
名
義
使
用
の
承
認
も

頂
い
た
上
に
、
福
井
県
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
長
賞
、
福
井
市
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
長
賞
、
越
前
市

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
賞
な
ど
の

賞
を
出
す
こ
と
も
了
解
頂
い

た
（
下
の
画
像
）。

２
学
校
応
募
を
増
や
す

　

平
成
二
十
八
年
度
の
親
守
詩
大
会

で
集
ま
っ
た
親
守
詩
は
、
定
型
詩
部

門
二
千
二
百
七
十
三
句
、
連
歌
部
門

千
六
百
二
十
句
、
合
計
三
千
八
百
九

十
三
句
で
あ
る
。

　

こ
れ
だ
け
多
く
の
句
を
集
め
る
こ

と
が
で
き
た
一
番
の
理
由
は
、
全
校

１
親
守
詩
福
井
大
会

　

上
の
写
真
は
、
平
成
二
十
八
年
度

に
開
催
し
た
第
四
回
親
守
詩
福
井
大

会
の
記
念
写
真
で
あ
る
。

　

来
賓
は
十
一
名
。
県
議
会
議
員
が

四
名
。
そ
の
ほ
か
に
福
井
県
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
会
長
、
福
井
市
及
び
越
前
市

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
会
長
に
参
列
し
て
い

た
だ
い
た
。

　

県
議
会
議
員
に
来
て
い
た
だ
い
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
管
理
職
時
代
に

知
り
合
い
と
な
っ
た
議
員
の
方
の
力

が
大
き
い
。

　

こ
の
議
員
の
方
と
は
、
あ
る
会
合

後
の
懇
親
会
で
教
育
に
つ
い
て
熱
く

語
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
知
り
合

い
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
懇
親
会
で

教
育
に
つ
い
て
の
思
い
を
語
る

管
理
職
に
な
る
と
、
責
任
あ
る
立
場
の
方
と
出
会
う
機
会
が
増
え
る
。

こ
う
し
た
方
に
、
教
育
に
か
け
る
熱
い
思
い
を
語
る
。
思
い
が
け
な
い

と
こ
ろ
か
ら
新
た
な
絆き

ず
な

が
生
ま
れ
る
。

吉よ
し

田だ

高た
か

志し

福
井
県
再
任
用
教
諭

で
の
応
募
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
た

か
ら
で
あ
る
。

　

福
井
県
内
の
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
サ
ー
ク
ル

の
メ
ン
バ
ー
は
、
こ
こ
十
年
増
え
て

い
な
い
。
設
立
当
初
か
ら
の
主
力
メ

ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
は
、
担
任
を
離

れ
て
い
る
。
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー
の

い
る
学
級
か
ら
の
応
募
は
、
限
ら
れ

て
い
た
。

　

福
井
県
や
各
市
町
村
の
教
育
委
員

会
の
後
援
を
受
け
て
、
福
井
県
内
の

全
て
の
小
学
校
・
約
二
百
校
に
チ
ラ

シ
を
配
布
し
て
き
た
が
、
反
応
は
限

ら
れ
て
い
た
。

　

親
守
詩
大
会
の
知
名
度
が
低
い
と

い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
担
任
に
は
、

子
供
た
ち
に
作
品
を
書
か
せ
て
、
そ

れ
を
集
め
る
と
い
う
作
業
を
お
願
い

す
る
こ
と
に
な
る
。
連
歌
の
場
合
は
、

親
に
返
し
の
句
を
書
い
て
も
ら
う
こ

と
に
な
る
。
簡
単
に
引
き
受
け
て
は

く
れ
な
か
っ
た
。

３
校
長
会

　

第
一
回
大
会
や
第
二
回
大
会
で
は
、

勤
務
校
に
加
え
、
知
り
合
い
の
先
生

に
応
募
を
依
頼
す
る
と
い
う
方
法
を

長
は
、
大
会
の
趣
旨
に
賛
同
し
全
校

で
応
募
し
て
く
れ
た
。
句
を
集
め
て

発
送
す
る
作
業
は
、
校
長
自
身
が

行
っ
て
く
れ
た
。
入
賞
し
た
句
を
学

校
だ
よ
り
で
紹
介
し
て
く
れ
「
校
長

先
生
、
親
守
詩
は
、
い
い
」
と
地
区

の
方
が
喜
ん
で
く
れ
た
と
い
う
話
ま

で
聞
か
せ
て
く
れ
た
。

４
語
り
掛
け
る

　

管
理
職
に
な
る
と
、
責
任
あ
る
立

場
の
方
と
会
う
機
会
が
格
段
に
増
え

る
。
親
守
詩
大
会
に
協
力
い
た
だ
い

た
福
井
県
モ
ラ
ロ
ジ
ー
協
議
会
の
教

育
担
当
の
方
や
、
福
井
県
護
国
神
社

の
宮
司
さ
ん
と
の
出
会
い
も
、
管
理

職
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し

た
方
々
に
も
熱
く
語
っ
た
。

　

学
校
を
離
れ
た
と
こ
ろ
に
も
、
教

育
を
通
し
て
社
会
に
貢
献
し
た
い
、

あ
る
い
は
、
協
力
し
た
い
と
考
え
て

い
る
方
が
い
る
。
管
理
職
に
は
、
こ

の
よ
う
な
方
々
と
の
出
会
い
の
機
会

が
あ
る
。
ま
ず
は
、
語
り
か
け
て
み

る
こ
と
で
あ
る
。
積
極
的
に
動
く
こ

と
で
社
会
貢
献
の
絆
が
広
が
っ
て
い

く
と
、
私
は
信
じ
て
い
る
。

取
っ
て
い
た
が
、
限
界
が
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
第
三
回
大
会
か
ら
は
、

校
長
と
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
最
大

限
に
生
か
す
こ
と
に
し
た
。

　

ま
ず
、
校
長
の
集
ま
り
の
あ
る
と

き
に
、
仲
の
良
い
校
長
に
親
守
詩
大

会
の
趣
旨
に
つ
い
て
熱
く
語
っ
た
。

　

次
に
電
話
で
あ
る
。

　

全
て
の
小
学
校
に
応
募
の
チ
ラ
シ

が
届
い
た
頃
を
見
計
ら
っ
て
、
電
話

を
し
、
全
校
で
の
応
募
を
お
願
い
し

た
。

　

応
募
を
快
諾
し
て
く
れ
た
校
長
の

と
こ
ろ
に
は
、
応
募
用
紙
を
印
刷
し

た
も
の
を
直
接
持
参
し
、
大
会
後
の

結
果
や
賞
状
も
直
接
届
け
た
。

「
先
生
方
に
負
担
を
掛
け
る
」
と
い

う
こ
と
で
難
色
を
示
す
校
長
も
い
た

が
、
積
極
的
に
応
募
し
て
く
れ
る
校

長
も
い
た
。

　

あ
る
小
規
模
校
の
校
長
は
、「
小

学
校
の
う
ち
に
全
員
が
賞
状
を
一
枚

以
上
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
」
と
い

う
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
、
全
校
で
複
数
の
句
を
応
募

し
て
く
れ
た
。

　

大
学
時
代
か
ら
の
友
人
で
あ
る
校
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全
国
の
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
紹
介

http://circle.tos-land.net/

共
に
教
育
を
語
る
仲
間
が
い
る
と
、
教
師
修
業
は
何
倍
も
楽
し
く
な
り
ま
す
！　

授
業
の
腕
を
上
げ
た

い
先
生
、
子
供
が
熱
中
す
る
授
業
を
し
た
い
先
生
は
、
ぜ
ひ
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

最新セミナー情報
http://seminar.tos-land.net/

【お知らせ】
TOSSでは、このページでご紹介した以外にもたくさ
んのセミナーを全国で開催しています。
各セミナーの詳細・お申込みは「TOSS最新セミナー
情報」へ！
県別・月別・キーワード検索ができます。

24 HOUR TOSS-ONLINE CAMP
◆ 24時間TOSSオンライン合宿 ◆向

山
日
記

向山・谷日記

谷
日
記

共
に
教
育
を
語
る
仲
間
が
い
る
と
、
教
師
修
業
は
何
倍
も
楽
し
く
な
り
ま
す
！　

授
業
の
腕
を
上
げ
た

い
先
生
、
子
供
が
熱
中
す
る
授
業
を
し
た
い
先
生
は
、
ぜ
ひ
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

茨城県
TOSSサンシャイン

茨城県笠間市立友部第二小学校

郡
ぐん

司
じ

崇
たか

人
と

連絡先：gunji.takato@toss2.com

若手から中堅教師の成長の場
「自称を含む若手・初心者・自信をもちたい
方に優しいサークル」として発足。「向山実
践の研究」「模擬授業」「レポート検討」「ＱＡ」
を中心に月１回の活動を継続。現在は「Zoom」
による例会を、隔週土曜日の朝より実施。こ
れまでに、通常サークルに加えて教え方セミ
ナーを運営。教員採用試験対策講座などの社会
貢献活動の実績あり。今後も成長したいメン
バーとともに地域に根ざした活動を展開予定。

十
月
一
日
㈭

午
前
中
は
本
屋
。
夕
方
か
ら

ト
ー
ク
ラ
イ
ン
編
集
会
議
に
出
席
。
終
了
後
、

雨
宮
、
師
尾
氏
達
と
荏
原
町
へ
。

十
月
二
日
㈮

騒
人
社
か
ら
サ
ー
ク
ル
訪
問
。

十
八
時
三
〇
分
、
山
口
サ
イ
ト
へ
。
河
田
先

生
ほ
か
た
く
さ
ん
の
先
生
方
と
。

十
月
六
日
㈫　

夕
方
か
ら
、
荏
原
町
「
料
亭

秀
」
で
師
尾
先
生
、
雨
宮
先
生
と
打
合
せ
。

十
月
八
日
㈭

三
井
住
友
銀
行
の
支
店
長
と
向

山
の
担
当
者
、
恵
理
子
と
打
合
せ
。

　
　

夕
方
か
ら
中
央
事
務
局
会
議
。
全
国
の
中

央
事
務
局
長
も
参
加
し
て
四
〇
名
。
オ
ン
ラ

イ
ン
飲
み
会
ま
で
出
席
。

十
月
九
日
㈮

夕
方
か
ら
、
木
曽
路
で
谷
先
生
、

板
倉
先
生
、
師
尾
先
生
と
打
合
せ
。

十
月
十
日
㈯

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
セ
ミ
ナ
ー　

研
究
所

隣
の
会
議
室
か
ら
講
演
。

　
　

全
国
か
ら
八
百
名
を
超
す
申
込
み
。
瞬

時
に
全
国
の
人
に
つ
な
が
る
の
は
す
ご
い
。

十
月
十
一
日
㈰

郵
便
セ
ミ
ナ
ー　

研
究
所
隣

の
会
議
室
か
ら
行
雄
と
一
緒
に
講
演
。
連
日
、

五
百
名
を
超
す
参
加
者
。
オ
ン
ラ
イ
ン
の
た

め
の
授
業
コ
ン
テ
ン
ツ
が
紹
介
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
荏
原
町
「
料
亭
秀
」
で
会
食
。

十
月
十
五
日
㈭

理
学
療
法
士
さ
ん
の
リ
ハ
ビ

リ
。
理
学
療
法
士
さ
ん
は
子
育
て
中
で
、
向

山
の
本
で
盛
り
上
が
る
。

十
月
十
六
日
㈮

品
川
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
で
か

ん
ち
ゃ
ん
に
本
を
買
う
。

十
月
十
七
日
㈯

オ
ン
ラ
イ
ン
で
、
騒
人
社
全

国
会
議
に
参
加
。
夕
方
、
品
川
の
本
屋
。

十
月
十
八
日
㈰

テ
レ
ビ
将
棋
を
楽
し
く
観
戦
。

十
月
二
十
日
㈫

元
旺
文
社
編
集
長
の
小
貫
さ

ん
と
打
合
せ
。

十
月
二
十
一
日
㈬

向
山
塾
の
た
め
の
資
料
作

り
。
い
ろ
い
ろ
と
思
い
出
す
。

十
月
二
十
三
日
㈮

向
山
塾
「
わ
い
わ
い
」
オ

ン
ラ
イ
ン
飲
み
会
。

十
月
二
十
五
日
㈰

騒
人
社
二
階
か
ら
向
山
塾

に
参
加
。

十
月
二
十
七
日
㈫

聖
路
加
病
院
で
定
期
健
診
。

そ
の
後
、
久
し
ぶ
り
に
「
築
地
す
し
ざ
ん
ま

い
」
で
昼
食
。

十
月
二
十
八
日
㈬

三
人
会
。
浅
草
「
み
よ
し
」

で
板
倉
先
生
、
師
尾
先
生
と
。

十
月
二
十
九
日
㈭

本
屋
。
雨
宮
先
生
と
食
事
。

十
月
三
十
日
㈮

旗
の
台
の
床
屋
さ
ん
へ
行
く
。

学
芸
み
ら
い
社
役
員
会
。

十
月
三
十
一
日
㈯　

向
山
資
料
の
片
づ
け
、
雨

宮
氏
達
。
恵
理
子
、か
ん
ち
ゃ
ん
た
ち
と
食
事
。

2020年10月

十
月
三
日
㈯

石
川
セ
ミ
ナ
ー
オ
ン
ラ
イ
ン
。

十
月
四
日
㈰

道
徳
セ
ミ
ナ
ー
オ
ン
ラ
イ
ン
。

両
日
と
も
多
く
の
方
が
集
ま
り
、
好
評
。

十
月
五
日
㈪

堀
田
龍
也
氏
と
赤
坂
真
二
氏
と

谷
の
鼎て

い

談だ
ん

を
佐
藤
和
紀
氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
す
る
と
い
う
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
企
画
を

「Zoom

」
で
収
録
。
大
好
評
の
﹃「
こ
れ
か

ら
の
教
室
」
の
つ
く
り
か
た
﹄（
学
芸
み
ら

い
社
）
の
第
二
弾
と
し
て
出
版
予
定
。

十
月
九
日
㈮

研
究
所
で
向
山
代
表
の
未
発
表

資
料
整
理
。
あ
ま
り
に
膨
大
な
質
と
量
。
こ

れ
を
世
に
出
し
て
い
く
そ
の
価
値
の
高
さ
を

考
え
る
と
呆ぼ

う

然ぜ
ん

と
す
る
。
年
末
ま
で
に
着
手
。

十
月
十
日
㈯

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
セ
ミ
ナ
ー
を
初
開
催
。

向
山
行
雄
氏
の
話
が
ア
ン
ケ
ー
ト
で
大
評
判
。

私
も
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
実
演
し
た
。

十
月
十
一
日
㈰

年
賀
状
の
書
き
方
を
オ
ン
ラ

イ
ン
で
教
え
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
開
発
。
師
尾

氏
が
中
心
。
そ
の
活
用
セ
ミ
ナ
ー
を
オ
ン
ラ

イ
ン
開
催
。オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
の
重
要
提
案
に
。

十
月
十
三
日
㈫

オ
ン
ラ
イ
ン
で
校
内
研
。
主

に
正
進
社
教
材
の
ユ
ー
ス
ウ
ェ
ア
を
扱
っ
た
。

十
月
二
十
三
日
㈮

北
海
道
の
斜
里
へ
。
堀
田

龍
也
氏
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
会
。
塩
谷
氏
や
若
い
先

生
方
の
積
極
的
な
取
り
組
み
が
う
れ
し
い
。

テーマ:オンライン時代の向山型徹底追究
オンラインでもやっぱり「人と会うのが勉強です」

【主催】NPO TOSS　【共催】TOSS中央事務局・青年事務局　【開催日】2021年1月9日（土）～ 10日（日）
＊合宿の内容は、予告なく変更されることがあります。

酒井式サークル彩

徳島県徳島市立渋野小学校

井
いの

上
うえ

和
かず

子
こ

連絡先：kazuttm@ma.pikara.ne.jp

徳島
県

実技を通して楽しく学ぶ
　例会は酒井式絵画指導法を、実技を通して
学ぶ場である。生活画やお話の絵、一版多色
刷りなど様々なシナリオに取り組んでいる。
絵の指導が苦手だと言っていた方も、例会後
には「こんなに上手に描けたのは初めてです」
と自分の作品を眺めながら大満足。仕上がっ
た作品を囲んでの鑑賞会も行っている。例会
で学んだ指導法や技法を教室で生かし、子供
たちに絵を描く楽しさを味わわせたい。

（TOSS中央事務局　手塚美和）

オンラインセミナー

オンライン企画 ブレスト

〈第１講座〉３学期単元を「TOSS流」で授業する！　
TOSSで真摯に学ぶ５名による単元模擬授業

 国語：松本一樹氏　算数：林健広氏　
 理科：荒川拓之氏　社会：石坂陽氏　英語：小林智子氏

〈第２講座〉「向山型」を継承する次世代スターは誰だ？　
公募模擬授業対決　

 審査：長谷川博之氏・小嶋悠紀氏
〈第３講座〉GIGAスクール構想元年！
 オンライン・オフラインの垣根をなくすハイブリッド化授

業の最先端実践報告
 ①塩谷直大氏　②望月健氏　③許鍾萬氏　解説：谷和樹氏

〈第４講座〉特別講演「2021年の日本の教育」

 敬愛大学教授・全国連合小学校長会顧問　向山行雄氏
〈第５講座〉誰も見えていなかった⁉　

向山洋一先生の授業から抽出する微細技術３　
 国語「冬景色」伴一孝氏　　
 算数「あまりのある小数のわり算」河田孝文氏

〈第６講座〉TOSSの最先端授業者が提案する
「向山型を今の教材に活かす」The 授業　

 小嶋悠紀氏　長谷川博之氏
〈第７講座〉TOSS最前線　
 TOSS代表代行　谷和樹氏

〈第８講座〉総括・ご挨拶　
 TOSS代表　向山洋一氏

全国一斉会議１
　「全国サークル代表者会議」＜30分＞
全国一斉会議２
　「合宿恒例　テーマ別分科会」＜30分＞
研究所　新教材開発　オンライン道場
教科特化型　オンライン道場

全体ブレスト「みんなが見る人気番組」
高段者の部屋「視聴者が分かれる人気番組」
時間無制限オンラインブレスト「深夜番組乱立！」
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GIGAスクール構想で子供も教師も元気になろう
「一人一台端末時代到来」～ TOSS流処方箋特集

『教育トークライン』2月号
予告　1月15日発行

堀田龍也　谷和樹　　長谷川博之　塩谷直大
平山靖　　吉原尚寛　小嶋悠紀　　平山靖
許鍾萬　　久野歩　　伊藤篤志　　野口澄
高山佳己　駒井隆治

編
集
後
記		

▼
「T

w
itter

」
や
「Y

ouT
ube

」
な
ど
で
教

育
情
報
を
得
る
教
師
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
上
に
も
有
益
な
情
報
は
あ
り
ま
す
が
、

教
師
に
限
ら
ず
「
一
流
」
と
呼
ば
れ
る
人
は

た
く
さ
ん
の
本
を
読
ん
で
い
ま
す
。
も
う
す

ぐ
冬
休
み
。
ぜ
ひ
、
本
特
集
で
紹
介
さ
れ
て

い
る
書
籍
を
じ
っ
く
り
と
読
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。（
戸
村
）

▼
コ
ロ
ナ
禍
で
始
ま
っ
た
新
年
度
も
、
い
よ

い
よ
ゴ
ー
ル
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
と

同
時
に
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
現

に
向
け
た
本
格
的
な
準
備
期
間
と
も
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
の
教
育
の
在
り
方
を
模
索

す
る
絶
好
の
機
会
に
も
な
り
ま
す
。
本
誌
で

は
、
今
求
め
ら
れ
て
い
る
最
新
の
情
報
と
、

現
場
の
実
践
に
役
立
つ
必
見
情
報
を
引
き
続

き
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
！
（
久
野
）

▼
読
書
の
重
要
性
は
、
向
山
洋
一
氏
か
ら
教

え
ら
れ
ま
し
た
。「
顔
が
変
わ
る
ま
で
読
み
な

さ
い
」
と
い
う
の
が
氏
の
教
え
で
す
。
読
書

を
す
る
こ
と
で
、
授
業
で
放
つ
一
言
が
重
く

な
り
ま
す
。
子
供
の
目
の
輝
き
が
変
わ
り
ま

す
。
読
書
は
、
様
々
な
世
界
へ
と
ア
ク
セ
ス

す
る
重
要
な
教
師
の
作
法
の
一
つ
で
す
。
多

く
の
読
書
家
の
方
の
先
行
実
践
を
、
ぜ
ひ
試

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。（
小
嶋
）
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サークル紹介動画大成功の
絵画工作授業（本誌４・５ページ） ５

※デジタル・トークラインは３か月限定公開です！　

今月のデジタル・トークライン
今月の
向山洋一教育語録１ お悩み解決！

谷編集長の５min. アンサー２ TOSS教師に聞く！
Ｑ＆Ａ 「学級満足度を
上げる指導」

３

４

（動画） （動画）

本誌の PDF データのダウンロードができ
ます！ スマートフォン・タブレット・PC
でいつでもどこでも読むことができます。

トークライン
本誌 PDF データ７本誌掲載論文の

関連カラー画像６
※このマークのあるページは、
　デジタル・トークラインに
　連動コンテンツがあります！

ID：TL1　パスワード： s84wvt

像
は、
に
す！

※アクセス方法は 8ページを
　ご覧ください。

とびなわキングとびなわキング
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　私は、子供のときにいつも何かに熱中していた。虫取り、将棋、ドッジボール、係活動（花係や新聞係）
など。今振り返っても、熱中できるものがあったのは幸せなことだった。教師になった今も、TOSSで
の教師修業に熱中している。それは、子供時代に熱中できるものがあったことが大きい。教室の中で、
日々、それぞれの子供が熱中できることをつくりたいと思っている。

５年生の教室である。教室に置いている
ものは数年前に比べ、３割減になってい
る。使うものだけを置く。そうすること
で、より快適な教室になる。

愛知県豊田市立東保見小学校 井
い

戸
ど

 砂
さ

織
おり

今月のご紹介教材

⇒ 詳しくは54ページをお読みください。

五色百人一首　スタートキット
2,000円（税込）
特典：送料無料
パスワード：cq150sg2

TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp/
★掲載商品のタイアップ期間は2020年12月15日～
2021年3月14日

※パスワードを入力して、３か月間お得に購入できます。

お申込み先

五色百人一首
　しおり
５枚１組180円（税込）
特典：10組注文ごとに、
　1組プレゼント
パスワード：o71yuf81

五色百人一首
　読み上げCD
3,000円（税込）
特典：送料無料
パスワード：1n10jfgv

２月号
で紹介！

３月号
で紹介！

↑棚の上には植
物や勝負途中の
将棋盤などを置
いている。

←
コ
ー
ド
レ
ス
掃
除
機
。
家
に
一
台
、
教
室
に

　
一
台
置
い
て
い
る
。
と
て
も
役
立
っ
て
い
る
。

↑子供たちが自由に使って遊べる裏文化コーナー。
遊びを通して交流が生まれ、仲良くなる。

↑教育技術研究所の「五色百人一首」「スーパーとびなわ」
「くるりんベルト」は、子供たちに成功体験を与えている
必須スーパー教材。

↑教室の後方3か所に本を置いている。数百冊。
読書環境を整えることで、「本を読みなさい」と
言わなくても自然と読むようになる。

↑5年生の子供手作りの段ボール製コマ入れ＆
けん玉入れ。ひもが絡まない工夫がなされている。

TalkLine01H2-3_入稿.indd   1 20/12/03   12:52
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特
集
・
私
の「
お
薦
め
本
」と
読
書
術

すべての子供の学力を保障する

教育

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

教育技術研究所

令和2年12月15日発行（毎月1回15日発行）第529号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

中学校の授業実践
国語「深い読みを実現するための
　　『構成』の指導」
理科「教室で体験できる！　モノを
　　  使った『地震』の授業」

中学校の授業実践
国語「深い読みを実現するための
　　『構成』の指導」
理科「教室で体験できる！　モノを
　　  使った『地震』の授業」

特集

私の「お薦め本」と
読書術
私の「お薦め本」と
読書術

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 安原昭博
プロが教える“教室でできる不登校支援”…… 小柳憲司
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 安原昭博
プロが教える“教室でできる不登校支援”…… 小柳憲司
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

酒井式絵画指導

一目で分かる
板書術・ノート術
カラーで登場！
酒井式絵画指導

新しい年が始まる
初日の出に願いを込めて
新しい年が始まる
初日の出に願いを込めて

withコロナの冬に向山型読書で教師力を高めるwithコロナの冬に向山型読書で教師力を高める

4・８・１月号限定
TOSS 授業技量検定 高段者の国算授業

永久
保存版！

小学1年　国語 「おかゆのおなべ」 谷　和樹
小学2年　国語 「むかしのあそびをせつめいしよう」 手塚美和
小学3年　算数 「倍の数」 河田孝文
小学4年　算数 「小数と整数のかけ算・わり算」 鈴木恭子
小学5年　国語 「分析批評」 松崎　力
小学6年　算数 「表を使って考えよう」 木村重夫


